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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







「手を組む、ですの？」

　メイの言葉に、キャロルが怪け訝げんな顔をした。

　夕暮れ時、カドゥケウス市ペット自慢大会の会場だったグエンドリン自然公園からほど近いところにある公衆浴場。

　現在、入浴しているのはキャロルとメイの二人だけ。

　そこでメイは、宿敵とも言える関係のキャロルに、自分と手を組むことを提案した。

「ソリス先パイはマシロっち一筋のご様子です。だからわたし達たちはいがみ合っている場合じゃありません。二人……いえ、ヒカリちゃんも入れて三人で協力して、とにかく先パイの目をマシロっち以外の女の子に向けさせるんです」

　メイの言葉にキャロルは顔を赤くし、

「べ、べつにわたくしはソリス様に対してれ、恋愛感情など……」

「そうですか。じゃあわたしとヒカリちゃんだけで行きます」

　メイはあっさりそう言って立ち上がる。

　小柄な身体に不釣り合いなほど豊満な胸がぷるんと揺れた。

　そのまま浴槽から出ようとするメイを、キャロルは慌てて呼び止める。

「お、お待ちなさいゾンビ娘！　べ、べつにわたくしはソリス様に恋愛感情など持っておりませんが、ソリス様はわたくしの大事なライバルです。そのライバルがスケルトンとの恋などにうつつをぬかし学業がおろそかになるのは、わたくしが有意義な学生生活を送る上で大変な不利益となります。ですからわたくしは、別にマシロさんに代わってソリス様と恋愛関係になろうなどとは微み塵じんも考えてはおらずあくまでわたくしの学生生活を有意義なものとするためにですが……不本意ながらあ、あなたと手を組むこともやぶさかではございませんことよおーっほっほっほっほっほ!!」

「……よくもまあペラペラと……これだからツンデレは……」

　嘆息しつつ、メイは再びお湯に浸つかる。

「そ、それで手を組むとは具体的にどうするんですの？」

　尋ねるキャロルにメイ、

「キャロル先パイ。マシロっちになくてわたし達たちにあるものはなんだと思いますか？」

「……？　マシロさんになくてわたくし達にあるもの…………財産ですか？」

「……うわー、うぜー。この金持ちお嬢様超うぜー」

　ジト目で見られてキャロルは赤面。

「じょ、冗談に決まっていますわ！　答えは……」

　メイと自分の裸身を交互に見る。

「──答えは、身体、ですわね」

「正解です」

　メイは頷うなずき、

「わたしは……見ての通り美少女です」

　堂々と自分で言った。

「ヒカリちゃんも黙っていればすっごい美人です。キャロル先パイもまあ……一部に難はあるものの、とりあえず世間一般の目からすればそれなりに整った容姿だと言ってもいいでしょう。お肌もすごいつやつやですし」

「……一部に難ありというのが気になりますわね」

「おっぱいです」

「わざわざ言わなくても解わかっていますわ！」

　目の前でぷかぷかと湯に浮かぶ二つの大きなカタマリを忌々しげに睨にらんで声を荒げるキャロル。

　そんな彼女をスルーしてメイ、

「……先パイの目をマシロっちからわたし達に向けるためには、この武器に頼るしかありません。つまり──三人揃そろってのたたみかけるような色仕掛け」

「……い、色仕掛け」

　キャロルごくりと唾つばを飲む。

「そうです。かつてないほど積極的に、息をつかせる間もなく攻めて攻めて攻めまくり、先パイに女の子のカラダがいかに素晴らしいかを心の底から実感していただきます。そうすればきっとマシロっちだけじゃ物足りなくなるに違いありません。いえ、物足りなくさせてみせます！　美少女三人の力で！」

　ちなみに美少女というならマシロだってそうなのだが、マシロは「とある事情」によりずっと人間の姿ではいられないらしい。

　多分ソリスの魔力を大量に消費するとかそんなところだろう。もしかするとあの姿は幻術みたいなもので、本当は肉体の感触すらないのかもしれない。

　メイとキャロルはそんなふうに推測している。

　……正解は「マシロの人間状態は短時間しかもたず、人間からガイコツの姿に戻る際に非常にグロいホラーな光景が繰り広げられ、それを見るとソリスは気絶してしまうし、見なくても周囲に他ほかの人間がいたら困るし、そもそもそう頻繁にチュウチュウするなんて恥ずかしすぎるから」なのだが、さすがにそんなことは解わかるはずもない。

「……な、なんて破は廉れん恥ちな……」

　メイの作戦を聞き愕がく然ぜんとするキャロル。

「誇り高きこのわたくしが色仕掛けなど──」

「できないんですか？　生徒会役員にして精霊魔法科次席で、他の魔道士の見本となるべきキャロル先パイが、目的達成のための合理的な手段があるのにそれを実行できないなんて言うんですか？」












「それとこれとは話が──」

「目的のために最善を尽くすのが魔道士です。それを避ける……いいえ、逃げるなんてこと、まさかキャロル先パイがするわけないですよねー」

　ニヤリと笑うメイに、キャロルは「う……」と一瞬悔しそうな顔をした。

　そして高笑い。

「お……おーっほっほっほっほ！　愚問ですわゾンビ娘！　逃げる!?　このわたくしが逃げる!?　そのようなことあるはずがございませんわ！　わたくしの誇りにかけて色仕掛けでもなんでも完かん璧ぺきにこなしてさしあげますわおーっほっほっほっほっほ!!」

　かつてソリスも引っかかったメイの話術に、キャロルは見事に嵌はまってしまった。

「それでこそ先パイです。それじゃこれから早速、ヒカリちゃんも混ぜて作戦会議をしましょう！」

「ふっ、承知しましたわ！」

　勢いよく湯船から立ち上がり、全裸の二人は力強く歩き出した。

「……待っててくださいねソリス先パイにマシロっち……本気モードでいきますから」

　豊満な胸をゆさゆさ揺らせて歩きながら、メイは自分にだけ聞こえる声で呟つぶやいた。

　……しかし、それはキャロルの方も同じだった。

「ふん……ミーハーなだけの色ボケ小娘と思っていましたが……どうやら本気だったようですわねゾンビ娘……いえ、メイ・フラメル」





　　　†






　一方その頃ころ。

　ソリスやメイ、キャロルたち他ほかの有力選手が相次いでリタイヤしたため運良くペット自慢大会で優勝したゲルニカは、一人で商店街を歩いていた。

　大会が終わったあとすぐに安宿に戻って服を着て、それから再び外へ。

　パートナーであるロジャーは、部屋に着くなり憔しよう悴すいした様子で眠りこけてしまった。

　さすがの駄目人間も、幻術で犬の姿になっているとはいえ半日ずっと全裸でいたことで精神的疲労が限界にきたらしい。

　優勝賞品である十万サクル分の商品券を手に、ゲルニカは夕暮れの街を歩く。

　現金でないのが残念だが、これだけあればオイレル市に帰るお金を集める間の食費には困らないだろう。

　今夜は特別に、ロジャーに豪勢な料理でも振る舞ってあげるのもいいかもしれない。

　バスタオル一枚にネコミミという恥ずかしい格好をさせられたとはいえ、優勝できたのはロジャーの機転のおかげだ。

（私はあだるとな女性ですから、認めるべきところはちゃんと認めてあげるのです）

　……しかし食事の前に、まずは自分の下着を買わないと。

　大会中、ウミウシのようなペットと合体した一人の選手が、会場にいた全すべての人間の服を溶かすというハプニングが起きた。

　ゲルニカがそのとき穿はいていたお気に入りの下着──勝負ぱんつも、ブルマや体操着と一緒に溶かされてしまった。

　急いで新しい勝負ぱんつを買わなければならない。

　だっていつ必要になるか分わからないから。

　男と一緒の部屋で、しかも同じベッドで寝ているのだから、当然の準備だ。

　……一緒にシャワーを浴びているときですらロジャーがゲルニカのことを女として意識した様子はまったく微み塵じんもないのだが、だからこそ勝負ぱんつが必要だとも言える。

　ロジャーの目を釘くぎ付づけにせずにはいられないような、これまで穿いていたものよりもっとあだるとでせくしーな勝負ぱんつを。

　商品券はここミデア通り商店街にある全ての店で使える。ならば……。

　ゲルニカ、一つの店の前で足を止める。

　小さいが王都の宮殿を思わせるような華美な造りの建物で、商店街の雰囲気からはちょっと浮いている。

　大理石の壁、窓枠や扉には薔ば薇らを模した装飾。

　控えめに掲げられた看板にはこうある。

『ランジェリーショップ　ミッドナイトムーン』

　下着の専門店。

　この街へ来て間もなくの頃ころに一度だけ入ったことがあって、ものすごくお洒落しやれであだるとでせくしーな下着がたくさんあった。

　そのときは何も買わずに出たのだが、仕事を終えてシズから報酬を貰もらったら絶対にまた来ようと思っていた。

「……ようやく来れました……」

　感慨深げに呟つぶやき、扉を開ける。

　まるでお花畑に迷い込んだかのような錯覚。

　美しい蝶ちようや花のような、色とりどりの無数の下着。

　店内には微かすかに甘い香りが漂っていて、うっとりしてしまう。

　が。

　男子禁制の秘密の花園に、一人だけ場違いな人物を見つける。

　店員や他ほかの客の胡乱うろんげな視線を浴びながら試着室の前で無表情で立っている、帯剣した一人の少年＝アイザック・ラムサス。

　腕の中には溢あふれそうなほど大量の下着を抱えている。

「…………」

　不審の眼まな差ざしを向けたゲルニカとアイザックの目が合う。

「……ええと、私はあまり他の人の性癖に口出ししたくはないのですが」

「ち、違う！」

　知り合いの女の子にランジェリーショップで下着の山を抱えているところを見られるという事態に、さすがのアイザックも動揺を見せる。

「まだ何も言っていませんけど」

「……言わずとも、どういう想像をしたかは解わかる」

「なるほど……現在の自分の姿が客観的に見てどうなのか、自覚しているわけですね。その上でなお……。……こ、これは筋金入りですね……近寄らないでください……！」

　警戒心を剝むき出だしにして後退あとずさるゲルニカ。

「だ、だから違う……」

「どうしたザック。何かあったか」

　試着室の中から声がしてカーテンが開き、一人の少女が姿を現した。

　金髪＆赤と青のオッドアイ。

　あとまあこれは別にどうでもいいことだが、全裸だった。

「ね、ねえさま!?」

　出てきた少女＝シェンファに、ゲルニカは目を丸くする。

　シェンファ、裸のまま堂々とゲルニカに近付いてくる。

「おおニカではないか。まさかこんなところで貴様に会うとは思わなかったぞ。というか貴様、まだこの街にいたのか」

「色々と事情がありまして……いえ、それよりもどうして裸なのですか！」

「新しい下着を選んでいる最中だったのだ」

「なるほど……って、だからといって上まで脱ぐ必要はないではありませんか！　どうせねえさまはぶらじゃあなんて着けてないでしょうし」

　するとシェンファ、小こ馬ば鹿かにしたように鼻をならす。

「ふん、相変わらずニカはお子様だな」

「え……」

「私が選んでいたのはただのぱんつではない！　勝負ぱんつだ！」

「そ、それがどうかしたのですか？」

　意味が解らず怪け訝げんな顔をするゲルニカに、

「勝負ぱんつとは他人に見せるための特別なぱんつだ。他人とは誰だれか？　そう、恋人だ。恋人によって衣服を一枚一枚剝はぎ取とられ、残るはぱんつだけとなったとき！　それが勝負ぱんつの『勝負』のときだ。相手がそのままむらむらーっときてがぶーっとするかどうかは、そこにかかっていると言っていい。だから勝負ぱんつとは、それ一枚しか身につけていないときに最大限の魅力を発揮せねばならない。どのぱんつが生まれたままの自分の姿に似合うのか、よく考える必要があるというわけだ」

「なんと……！」

「……くっくっく、まあ幼女のニカには大人すぎてちょっと難しい話だったな」

「わ、私は幼女ではありません！　そんなこと、ねえさまに言われるまでもなく知っていました。勝負ぱんつだってもちろんたくさん持っています。百枚くらい持ってます！」

「やれやれ……見み栄えを張るな幼女」

「見栄など張っていません。私はあだるとですから勝負ぱんつ大好きです。今日だってもちろん勝負ぱんつを買いに来たのです。勝負ぱんつは常に新しいものを穿はかないといけませんからね」

「ふむ、そうか。それでは私がニカの勝負ぱんつを選んでやろう」

「あ、いえ、そんな必要は……自分のぱんつくらい自分で選びます」

「遠慮するなニカ。せっかく会ったのだ、仲良く下着の選びっこをしようではないか！」

　満面の笑みを浮かべてシェンファはゲルニカを引っ張り、試着室の中へと連れ込む。

「や、やめてくださいねえさま！　ど、どこを触っているのですか！」

「ほら、脱がないと勝負ぱんつを選べないだろう」

「そ、それはそうですが、あっ、やっ、あっ♥　くすぐったいです！」

　抵抗するゲルニカの服を、シェンファはあっという間に脱がせてしまう。

　十秒後、試着室の中には全裸の幼女が二人。

　シェンファはスケベなおっさんのような笑みを浮かべて、

「くっくっく、ほらほら見るのだニカ。鏡に貴様の恥ずかしいところがすみずみまで映っているぞ……」

「！」

　ゲルニカの後ろに回り込んで抱きつき、平坦な胸をそっと撫なでる。

「やあっ、ねえさまぁ♥　な、なんで胸を触るのですかぁ……ぱんつ、ぱんつをぉ♥」

「おっと、そうだったな」

　右手で愛あい撫ぶを続けながら左手をカーテンの外に出し、

「ザック、さっき私が穿いていたやつをよこせ」

「……御意」

　大量のぱんつを抱えたまま外にいるアイザックがシェンファにぱんつを手渡す。

　蝶ちようの刺し繡しゆうが施された、生地が異様に少ない黒い紐ひもパン。

　大事な部分以外はほとんど紐。

「さあニカ、まずはこれから試してみようか……」

「わ、分わかりました、早く渡してください」

　羞しゆう恥ち心しんに顔を真っ赤にしてゲルニカは懇願する。

「せっかくだ、私が穿かせてやろう」

「へ!?」

　シェンファは今度はゲルニカの前に回り込み、ぱんつを持ってしゃがみ込む。

「や、やめてくださいねえさま！　そんなところに顔を近づけないでください、い、息がかかって、ひあぁっ♥　じ、自分で、穿きますから、あ、あはんっ♥」

「遠慮するなニカ……ふーっ」

「あひぃっ」

　息を吹きかけられ、ゲルニカは思わず足を閉じる。

「おいおいニカ、足を閉じたら穿はかせられないだろう。さあ、足を開け」

「う、うぅ……」

　震えながらゆっくりと足を開いていくゲルニカ。

「ふふふ……そうだ……可愛かわいいぞニカ……」

　妙に艶なまめかしい笑みを浮かべてシェンファはゲルニカの後ろ側に手を回し、焦じらすようにゆっくりとぱんつをゲルニカの中心へとあてがう。

「ね、ねえさまぁ、は、はやくしてください……」

「そんなに慌てるな……ゆっくり愉たのしもうではないか……」

　言いながらシェンファ、ゲルニカの太ももをぺろりと舐なめる。

「ひゃあんっ♥」

「くっくく……」

「お、お願いです……ねえさま、もう……許してください……」

「ん？　何を許すのだ？　ニカは何も悪いことをしていないだろう？」

「うぅぅ……」

「くっくっく、可愛いなあニカは……」

　もう一度腰と足の境目あたりを舐めたあと、両側の紐ひもを丁寧に結ぶ。

「ほら、自分の勝負ぱんつ姿を鏡で見てみるといい」

　言われ、震えながら目を瞑つぶっていたゲルニカは恐る恐る目を開けた。

　ほとんど全裸で、露出は先ほどまでとあまり変わっていない。

　それなのに……小さな布きれが足の間にあるだけなのに、何な故ぜか何も着ていないときよりもいやらしく感じる。

「これが……しょうぶぱんつ……」

　ぽーっとした顔で自分の艶あで姿すがたに見とれるゲルニカに、

「さて、それでは次は脱がせてみようか」

　後ろからシェンファ、ゲルニカの耳元で囁ささやくように言った。

「は!?　ぬ、脱がす!?」

「当然だろう。勝負ぱんつは脱がされるためにあるのだ」

　言いながらゲルニカの身体をまさぐる。

　シェンファの細い指先が、鎖骨とか足とか胸とか尻しりとか、全身をくまなく這はい回まわる。

「ね、ねえさまぁ、な、なんでそんな、こと、あぅ♥　ぬ、脱がすなら、は、はやくしてください……あひゃぁン♥」

「くっくっく、そんなに脱がせてほしいのか？　だったらもっとしっかり頼むのだ」

「……うぅ……ね、ねえさま、私の、ぱ、ぱんつを……あんっ♥　ぬ、脱がせてくだ、さい。お願い、しますぅ……」

　涙を浮かべて言うゲルニカに、シェンファはサディスティックな笑みを浮かべる。

「ふふふ……自分からぱんつを脱がせてほしいと言うなんて、いやらしい幼女だなニカは。自分の妹がこんなにエッチだったとは思わなかったぞ」

　この屈辱的な時間を早く終わらせたくて、ゲルニカはさらに懇願する。

「くぅ……ぁ♥　……そ、そうです。ゃんっ♥　わ、私は、エッチでいやらしい幼女ですっ！　ねえさまに、早くぱんつを脱がせてほしくてたまらないのです、私の恥ずかしいところをねえさまに全部見せてあげたいのですっ！　も、もう、我慢、できません、だからはぁんっ、やぁんっ、くぅっ……」

「やれやれ。そこまで言うなら仕方ないな。脱がせてやろう。まだ試してないぱんつも大量にあることだしな……」

　シェンファは手を止め、ぱんつに手をかける。

　そのとき──




「……ぅ……くっ……ぁっ……」




　苦しげな声とともに急にシェンファの身体から力が抜けて、ぐったりとゲルニカへとしなだれかかる。

「ね、ねえさまっ！　悪ふざけはいい加減にし──、……っ!?」

　さすがに本気で抗議しようとするゲルニカだったが、シェンファの顔色が蒼そう白はくになっているのを見て息を吞のむ。

「ねえさまっ！　ねえさまっ!?」

「パラケルスス殿！」

　異変に気付いたアイザックが乱暴にカーテンを開けて試着室に入ってくる。

「…………ザック。着替え中に入ってくるとはいい度胸だ」

　よろよろとゲルニカから離れ、からかうようにシェンファは言った。

　だが、その声はいつになく弱々しく顔色も悪い。

　試着室の壁にもたれかかり、シェンファはシニカルな笑みを浮かべた。

　そして吐き捨てるように、

「……ふん、そろそろ限界か」

「……！」「……!?」

　ゲルニカとアイザックの顔色が変わる。

「……まさか……ねえさま……」

　二人を睥へい睨げいし、シェンファは平淡な声で告げる。

「ま、貴様らの察したとおりだ」

　まるでどうでもいい世間話でもするかのような調子で、






　　「私はそろそろ死ぬ」
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　ソリスが朝起きるとベッドに全裸の少女が寝ていた。

　年としの頃ころは十三か十四くらい。

　美しい黒髪／切きり揃そろえられた前髪、後ろは肩ほどまでの長さ。

　胸は控えめ、毛も薄め。

　今も十分に美少女だが、あと数年もすればきっとマシロやヒカリすら凌しのぐアメツチ美人になるんだろうなあと容易に想像が出来る。

　そんな少女が、全裸で。

　まるで子猫のように布団の中で丸まり、ソリスの身体に密着していた。

「……ハァ……前にも同じようなことがあったっけ……」

　普通なら慌てふためき悲鳴を上げるようなシチュエーションなのに、ソリスの口から漏れたのは心底どうでもよさげなため息。

　マシロが来て間もなくの頃、シェンファが全裸でベッドに潜り込んできたことがあったし、他ほかにもここ一ヶ月ほど、怒ど濤とうのように女の子の裸やら下着やらを見てきたせいで、こんなふうに昨日会ったばかりの見ず知らずの少女が全裸でベッドに潜り込んでいたとしても全然驚くことはないのだった。

「……おーい、起きろクオン。クオン・エターニア」

　揺さぶりながら、彼女の名前を呼ぶ。

　クオン・エターニア。

　それが彼女の名前にして、判明している唯一のプロフィールだった。

　彼女とソリスが出会ったのは昨日の夕方。

　ペット自慢大会の会場から走り去り、マシロと仲良く歩いていたとき、いきなり「魔王ソリス・アレクサンドロという人を知らないか」と尋ねてきて、ソリスが自分がそうだと答えるとすぐに気を失ってしまった。

　仕方ないので部屋に連れ帰り、ほどなくして意識を取り戻したのだが──……

　……彼女は、記憶を失っていた。

　憶おぼえているのはクオン・エターニアという名前のみ。

　どうしてソリスを探していたのかすらも解わからないという。

　ともあれ自分の客らしいのでアパートのおばちゃんに頼んでご飯を食べさせてもらい（よほどお腹なかがすいていたらしく、ものすごい食べっぷりだった）、風ふ呂ろに入れ、アパートの空き部屋に布団をしいてそこに泊まってもらうことになった。

　いろいろあってソリスも疲労が限界に達していたので、自分の部屋に戻るとすぐに眠ってしまった。

　……そして今に至る。

（にしても、エターニア……ねえ）

　エターニア＝世界で最も有名な姓の一つ。

　アメツチ王国の旧王室──つまり三百年前の天地戦争で滅ぼされた伽が藍らん朝第十四代国王、通称『魔王』トワ・エターニアの姓。

　魔王の親族は別に皆殺しにされたわけでもなく、玉座から降ろされたとはいえ旧王家自体は現在も普通に存続している筈はずだし、別に王族だけがエターニアの姓を持っていたわけでもない。

　とはいえ……《賢者の石》の《欠片フラグメント》を手に入れようとしているソリスの前に、かつての《賢者の石》の所有者であった魔王と同じ姓を持つ少女が現れたなんて、偶然にしては出来すぎている。

（……ま、そのへんの詮せん索さくはこの娘が記憶を取り戻してからだな）

　一晩経たったら記憶が戻っていたという展開を期待しながら、ゆさゆさ。

「ん……ふぁぁ……」

　可愛かわいらしい欠伸あくびをしながら、クオンが目を覚ます。

　何を考えているのかよく判わからないぽーっとした瞳ひとみと目が合う。

「……おはようございます。魔王様」

　少し頰ほおを紅潮させ、口の端を僅わずかに吊つり上あげてクオン。

　あまりに可か憐れんな微笑ほほえみに、裸を見ても平気だったソリスの顔が熱くなる。

「あ、ああ。おはよう……あと、いい加減『魔王様』ってのは勘弁してくれ……」

「申し訳ありません、魔王様」

「…………」

　魔王＝二週間ほど前、学院の生徒約千人を次々に全裸にして回るという凶行におよんだソリスに付けられた異名。

　……付けられたというか、あの時は自分で「俺おれは魔王だ」などと叫んでいた。

　魔王と呼ばれるたびに自分がやらかしたとんでもない事件のことを思い出して頭が痛くなるのだが、何度言ってもクオンはやめてくれない。

（でも、俺を魔王と呼ぶってことは、うちの学院の生徒なのかもな。…………も、もしかしたらこの娘もあの時の被害者で、記憶喪失になったのも強引に全裸にされたショックのせいだったりして……！）

　なんかありえる気がするので、早く学校に行って真相を確かめよう。

　そう思ってベッドを降りると……

　ばしっ。

　いきなりソリスの顔面に、開かれたノートが叩たたきつけられた。

「いてっ！」

　続いて目に飛び込んできたのは、

【浮気者】

　という、見開き一杯に乱暴に描かれた文字。

「な、何するんだよマシロ……」

　恐る恐る、自分にノートを叩たたきつけてきた白骨＝ソリスの幼なじみにして同居人にして好きな人でもあるマシロに言う。

【……それは自分の胸に訊きいてください。ぷんすか】

「……？　何を怒ってるんだ？　ただ朝起きたらベッドの中に全裸の女の子が潜り込んでたってだけじゃないか」

　本気で不思議に思うソリスに、マシロはがっくり肩を落とした。

【なんていうかその……ソリスくんの人生は多分……もう、駄目です】

「だ、駄目って何が!?」

　わけがわからなかったが、マシロはそれに答えてはくれなかった。
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　クオンとマシロと一緒に普段より早く学校に行き、ソリスはまず教職員棟にある事務室へ向かった。

　そこで全校生徒の名簿を見せてもらう。

　クオンの服装は出会ったときに着ていた髑どく髏ろ模様の黒い着物、そしてカタナ。

　カタナを愛用しているということから、まずは魔法剣士科の名簿をあたる。

　しかし見つからず、他ほかの学科の名簿も片っ端から調べてみる。

　中等部から高等部まで全学院生の名前を当たってみたのだが、クオン・エターニアという名前はなかった。

　念のため三人で三回ずつ調べたけど、やはり載っていない。

　さらには初等部の生徒も調べたが、徒労に終わった。

「……ってことは君はうちの学校の生徒じゃないのか……」

「そのようですね」

　淡々とクオン。

「そんな他人事みたいに言うなよ……自分のことなんだから」

「……私は魔王様のお側そばにいられればそれで十分ですから」

　ものすごく大胆なことを、無表情で少しだけ照れたように頰ほおを赤らめて言われる。

【……この期におよんでまだ新しい女の子と親密になるのですかこの天然スケコマシは。脇わきの下とかにフェロモン増幅器官みたいなのが付いてるんじゃないですか？】

「俺おれを新種の生物みたいに言うな！」

　心底呆あきれた様子のマシロに慌てるソリス。

「……と、とにかく、うちの生徒じゃないならこのまま学校にいるのはマズいな……クオン、悪いけど一人でアパートの部屋に戻っててくれないか」

　するとクオン、静かに首を横に振った。

「……私はずっと魔王様と一緒にいたいです」

「いや、そう言われてもですね」

【じーっ】

　マシロがじーっと見てくる。

「と、とにかく帰るんだクオン。今日はなるべく早く帰るから」

「魔王様……私を一人にしないでください」

　潤んだ目で上目遣いに見つめられる。

【じーっ】

「くっ…………だ、駄目だ駄目だ！　帰ってくれ！」

「…………それはご命令ですか？」

「そ、そうだ」

「…………解わかりました。お帰りをお待ちしております、魔王様」

　クオンは、とても年下の少女とは思えないほどに切なげな表情を浮かべ、ぺこりと一礼して踵きびすを返し、ソリスの前から歩き去っていった。

【……なんだかわたし、悪者みたいです】

　釈然としない様子のマシロ。

【ソリスくん、わたしも今日は帰ります。クオンちゃんと一緒にお留守番してます】

「あ、ああ」

　マシロがクオンを追って走っていく。

「……ほんとになんなんだろうな、あの娘……」

　昨日みんなの前でマシロの正体をカミングアウトして、ようやく一つの重荷がなくなってこれからちょっとは楽になるかと思いきや……。

　波乱の予感をひしひしと感じるソリスだった。
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　事務室を出て精霊魔法科の校舎に向かって歩いていると、目の前にすごい勢いでパンツが飛んできた。

　……わけが分わからない文章だが事実なのだから仕方ない。

　正真正銘、パンツがソリスに向かって飛んできた。

「!?」

　反射的にかわすソリス。

　だがパンツはソリスが回避した直後に、まるで何かに引っ張られたかのように空中で鋭く軌道を変更。

「あぶっ!?」

　ぱんつっ！（←擬音）

　洗い立てのシャツを引っ張ったときのような軽快な音を立てて、ソリスの顔面をパンツが直撃した。

「あらまあ大変！　わたくしのぱんつが風で飛ばされてしまいましたわ！」

　そんな声とともにソリスに駆け寄ってくる足音。

　ソリス顔面にへばりつくパンツ（やたらと滑らかな手触りの、フリルのついた高級そうな白いパンツだった）を嫌そうな顔でひっぺがし、声の主を見る。

　……キャロルだった。

「まあソリス様！　わたくしの穿はいていたぱんつを拾ってくださったのですね！　風で飛ばされてどうしようかと困っていたところですわ」

「……どうやったら穿いてたパンツが風で飛ばされるんだ。それにあの軌道……風魔法で操られてたとしか思えないぞ」

　ジト目で言うソリスの言葉など聞こえていないように、キャロルは顔を真っ赤にして続ける。

「さあソリス様、早くそのぱんつをわたくしに……」

「ん、ああ」

　とにかく返そうとするソリスだが、

「わ、わたくしに、穿かせてくださいませ！」

「はいっ!?」

　あまりにも唐突な発言に動揺。

　そんなソリスにキャロル、スカートの裾すそをあと少しでパンツを穿いてない危険な領域が見えるくらいに持ち上げる。

　すらりとした白い足、その脚線美に思わず視線が釘くぎ付づけになる。

　驚いたのはソリスだけではなく、周囲からもどよめき。

　この場には通学してきた他ほかの生徒たちもたくさんいる。

「さあソリス様、わたくしに……ぱんつを……」

「キャ、キャロルお前こんな人前で！」

「た、たしかにそうですわね。でしたら人気のない教室に参りましょうソリス様。そこでゆっくり……わたくしにぱんつを穿かせてくださいませ……」

「そういう問題じゃねえええええ！　パンツくらい自分で穿け!!」

　キャロルの手に無む理り矢や理りパンツを握らせ、ソリスは慌ててその場から逃げ出した。

「ああっ、お待ちになってソリス様！」

　パンツをハンカチのように振りながら追いかけてくるキャロル。

「ひいいいいいい!?」

　得体の知れない恐怖を感じ、脇わき目めもふらず走るソリスだった。
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「はぁ、はぁ……な、なんだったんだ一体……キャロル、もしかして酔ってたのか？」

　キャロルを引き離したところで荒い息をつくソリス。

　鍛えているとはいえ準備運動もなく朝っぱらから全力疾走させられて、ちょっと汗をかいてしまった。

「暑……」

「あ、あの、せんぱい、汗を拭ふいてください……」

「ん？　ああ、サンキュー」

　タイミングよく横からハンカチが差し出されたので自然に受け取り、そのまま汗を拭こうとして……微妙な違和感を感じてハンカチをよく見る。

　……ハンカチじゃなくてパンツだった。

「なんじゃこりゃあ──────っ!!」

　全力でツッコみつつ地面にパンツを叩たたきつける。

「流は行やってんのか!?　パンツをハンカチ的な感じに使うのが今流行ってんのか!?　…………はぁ……はぁ……なんかますます疲れた……」

　パンツを差し出してきた少女はヒカリ・ヒストリカだった。

「うう……ひ、酷ひどいですせんぱい私のぱんつをそんな汚らしい地面に……。せんぱいに汚されちゃいました、汚されちゃいました……で、でも、そんな汚された私のぱんつにせんぱいがハァハァと荒い息をついています私なんだかとても嬉うれしいです私のようなゴミ虫がこんな幸せでいいのでしょうか駄目に決まってます死にます泥まみれになったぱんつを体中の穴という穴に詰め込んで窒息死します……」

「死ぬ前に、パンツで俺おれの顔を拭こうとした行為の理由を聞かせてもらおうか」

「……死ぬことは止めてくれないんですか!?　うう……せんぱいがいつになくクールです……もっと冷たくしてください、口汚い言葉で罵ののしってください、ゴキブリを見るような目で私を見てください、私のようなクズにはそれがお似合いなんです……」

「こ、こいつは……」

　顔の筋肉をひくつかせるソリス。

「……ちなみにせんぱい、そのぱんつは脱ぎたてです……」

「だから何だよ!?」

「メイちゃんが、ぱんつは脱ぎたてじゃないと意味がないって……」

　と、そのとき。

「だーれだ♥」

　後ろから柔らかい感触。

　同時に、何か肌触りのいい布みたいなもので目隠しをされる。

「またパンツかよ！　いい加減にしろメイ！」

　目隠しの布を乱暴に引ったくり後ろを振り返る。

　そこにいたのは予想通りメイだったが、

「ざーんねん。不正解です」

「……？」

　怪け訝げんな顔をするソリスに、メイはスカートの裾すそを持ち上げて４巻の表紙みたいなポーズをして、そこからさらに上までも見せてくる。

「ば、馬ば鹿か、さすがにそれはマズ……って、え？」

　メイはちゃんとパンツを穿はいていた。

　自分からパンツを見せている時点で十分アレなのだが、今のソリスにはパンツを穿いているというだけで無条件でまともに見えた。

「……で、でも、じゃあこれは……」

　奪い取った布をまじまじと見る。

　……ブラジャーだった。

「やんっ、先パイってば人のブラを無む理り矢や理り奪うなんて大胆♥」

　そう言って腕に胸を押しつけてくるメイ。

　メイに胸を押しつけられるのは日常茶飯事なのに、心なしか普段よりその柔らかな感触がダイレクトに伝わってくるような気がして顔が熱くなる。

　熱くなりすぎてまたも妙な汗が出て来る。

「あ、せんぱい、汗……拭ふいてさしあげますね……」

　ヒカリがパンツを拾ってソリスの汗を拭ぬぐおうと接近。

「ギャー！　だからパンツで人の顔拭くんじゃねええええええええ!!」

　さらには、

「おーっほっほっほ!!　見つけましたわよソリス様!!　さあ、観念してわたくしにぱんつを穿かせてご覧なさい!!」

　朝日を背に、自分のパンツを高らかに掲げながらキャロルが追いついてきた。

　風になびくローブ。

　逆光で見えないが、間違いなく見えてはいけないところまで露出している。

「えへへ、せんぱぁい♥　服の中に手を入れてもいいんですよ……♥」

「せ、せんぱい、汗を……」

「ソリス様！　早くわたくしにパンツを！」

　口々に言うアホ三人娘に、ソリスは泣きそうになる。

「なんなんだ一体!?　普段からおかしいけど今日はさらにおかしいぞ!?」

　メイとヒカリの手を力ずくで振りほどき、

「力ある跳躍を！」

　ソリス風魔法《風の靴ウインドブーツ》を高速詠唱、建物のベランダからベランダへ飛び移りながら逃亡した。

　三人娘の呼び声が聞こえなくなったところで着地し、ようやく一息つく。

「ふう……」

　が、不意に横から人の気配。

「またかよ!?」

　振り向く。

　しかしそこにいたのは生徒会書記のアイザック（性別♂）だった。

「なんだ、アイザックか……」

　安あん堵どするソリスにアイザックは淡々と、

「捜したぞアレクサンドロ。至急来てもらおう」

「へ？」

　言うが早いか、アイザックはソリスの手を引き、とんでもない速さで走り出した。

「ちょ、ま、速っ、速い！　うわああああああ!?」

　引きずられるようにソリスは連行されていった──。
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　アイザックに連れてこられたのは中央棟の、倉庫とか資料室とか人の出入りが少ない部屋が立ち並ぶ一角。

　中央棟には生徒会室があるので毎日のように足を運んでいるのだが、こっちの方にはあまり来たことがない。

　室名札には『シェンファ様のお部屋』と書かれている。

「入れ、アレクサンドロ」

「……？　会長が呼んでるのか？」

　訝いぶかりながらもドアを開け、入室。

　クローゼットやテーブル、ベッドなど、生活感溢あふれる調度品の数々。

　ベッドの上に、シーツに包まれて横になる一人の少女。

　この部屋の主──生徒会長シェンファ・パラケルスス。

「んん……今日は少し遅かったな……。ふぁぁ……ほら、着替えるぞ服をよこせ」

　眠たそうな声で言いながら、むくりとベッドから起きあがる。

　……例によって例のごとく、シェンファは何も着ていなかった。

「ふぁぁ……」

　お尻しりをこちらに向けて、腕を大きく広げる。

　着替えさせろ、と言うことだろうか。

「……まさかお前、毎朝会長に服を着せてやってるのか？」

　ドアの方を振り向く……が、アイザックの姿がない。

　いつの間にかドアは閉められ、部屋にはシェンファとソリスしかいない。

「どうした、早くしろザック……って、うひっ!?」

　頭だけこちらを向けたシェンファが、ソリスの姿に気付いて慌てた悲鳴を上げる。

　シェンファがこんな普通の反応をすることは滅めつ多たにない。

「な、何な故ぜ貴様がここにいるのだソリス・アレクサンドロ」

「……いや、俺おれにも何がなんだかさっぱり」

　首をひねるソリス。

　シェンファはスッと目を細め、

「ふむ……そうか……そういうことか」

「どういうことです？」

　しかしシェンファはソリスの質問など聞こえていない様子で、

「くっくっく、やっとその気になったようだなソリス・アレクサンドロ！」

「は？」

「ついに私のモノになる決心が……いや、私をモノにする決心がついたというわけだな！いいだろう、いつかこんな日が来ることを私はずっと待ちわびていた。いきなりだったから多少驚いたが、しかし安心しろソリス・アレクサンドロ……準備は、ＯＫだ」

「何の準備ですか!?　おいアイザック、これはどういう……」

　ドアノブに手をかける。

　が、外から鍵かぎがかかっているのかドアは開かない。

（全裸の会長と部屋に二人きり……！）

　飢えた野獣の前に差し出された兎うさぎのような心境だ。

「くくく……どうした……今さら怖おじ気けづいたのかソリス・アレクサンドロ……」

　獲物を見つけた猛もう虎このような笑みを浮かべてシェンファがにじり寄ってくる。

　どこから取り出したのか、手には手錠や首輪やロープを持っている。

「そ、そんなものをどうするつもりですか!?」

「それはこちらの質問だソリス・アレクサンドロ……貴様はどうしたい？　まあ、勇気を出して自分からやってきた貴様に敬意を表して、特別に貴様が私をいぢめるプレイを受け入れてやってもいいぞくくく」

　……アイザックの意図は不明だが、とにかくまずはここから逃げることが最優先。

　何か手はないかと考えるソリスの頰ほおに、シェンファの冷たい手が伸ばされる。

　裸身を身体に密着される。

「ふっふっふ……どうしたソリス・アレクサンドロ……私に好きなようにされたいか、私を好きなようにしたいか選ぶがいい……」

「くっ……」

　ソリスは歯は嚙がみし、

「か、会長を俺おれの好きなようにしたいです！」

「え？」

「シェンファ……俺のものになれよ……」

　歯をキラーン。

「……あ、うん……」

　シェンファがぽーっとした顔になる。

　ソリス、そんな彼女の軽い身体を両腕で抱きかかえた。

「お？　ひゃおっ!?」

　顔を真っ赤にするシェンファをそのままお姫様だっこでベッドまで運ぶ。

　彼女の身体を優しく横たえる。

「……な、なかなか紳士的ではないか……」

　全裸のシェンファはうっとりした顔で、手錠とか物騒なものから手を離した。

　潤んだ瞳ひとみでソリスを見つめ、

「……い、いざ本番となると緊張するものだな……。私は……その……は、初めてだから……優しくするのだぞ」












　ソリスに向かって腕を伸ばしてくるシェンファに、

「ごめんなさい会長！」

　ソリス、ベッドに置かれた手錠を素早く手に取りシェンファの両手を繫つなぐ。

「!?　い、いきなりこんなハードなプレイ!?」

　さらにシーツをシェンファに被かぶせ、閉じ込めるようにロープで締める。

「ソリス・アレクサンドロ！　いくらなんでもこんなのは激しすぎると思うぞ!?」

　袋詰めのシェンファがベッドの上で暴れるが、さすがの彼女もこの状態では身動きできまい。

　この隙すきにソリスは部屋のドアへ走る。

「爆はぜろ!!」

　ドカドカドカッ！

　ドアを攻撃魔法で破壊して外へ。

「な……！　アレクサンドロ!?」

　ドアの先にはアイザックがいた。

「どういうつもりだアイザック！　俺おれと会長を部屋に二人きりにするなんて！　俺の身に何かあったらどうする！」

「……あ……いや」

　アイザック、珍しく口ごもる。

　いつもは無表情で淡々としているのに、ばつの悪そうな顔。

　そのとき、後ろ──部屋の中から強烈な光。

　閉じ込めていたシーツが粉々に砕け散り、怒りの形相のシェンファが姿を現した。

「くっくっく……いい度胸だソリス・アレクサンドロ……この私をここまでこけにしておいて、ただで済むと思うな……」

　ぶっちぎりで学院最強の魔道士であるシェンファの身体に、膨大な魔力が集まってくるのが判わかる。

　どうやら本気で怒っているっぽい。

　……死ぬかもしれない。

　自分だけでなく、学院ごと消し炭にされてしまうかもしれない。

　圧倒的な恐怖を覚えるソリス。

　と、そのとき。

「なりませんパラケルスス殿!!」

　アイザックがシェンファに駆け寄る。

　その声には、ソリスがこれまで聞いたことがないような焦燥の色があった。

　アイザック、シェンファの身体を抱きしめる。

「……お静まり下さいパラケルスス殿。全すべては某それがしの責任ゆえ」

「……！　ザック……そういうことか……！」

　シェンファは一瞬憎々しげな顔になり、やがて魔力の奔流は収まった。

「……いつまで抱きついている。痴しれ者ものが」

　怒気を孕はらんだ声に、アイザックがシェンファから離れる。

　シェンファはアイザックを冷たい眼まな差ざしで見つめ──




　──パンッ！




　平手でアイザックの頰ほおを強く叩たたいた。

　それきり無言。

　アイザックも何も言わない。

　……いつになくシリアスな空気。

「あ、あのう……」

　状況についていけないソリスが恐る恐る声をかけると、シェンファは何事もなかったかのように笑みを浮かべた。

「くっくっく……今日のところは見逃してやろうソリス・アレクサンドロ。さっさと授業に行くがいい」

「は、はあ……」

　事情がさっぱり解わからず釈然としないものの、仕方なくソリスはシェンファの言葉に従い、中央棟を後にした。
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　メイとヒカリとキャロルの怒ど濤とうのアタックは学校にいる間中ずっと続いた。

　授業中はことあるごとにキャロルがパンツとか足とか尻しりとかを見せてきたり魔法の演習のとき明らかにわざと魔法を失敗して自分が全裸になったり。

　休み時間のたびにメイとヒカリもわざわざソリスのところへやってきて胸を触らせてきたり「先パイ、保健体育の講義で解らないことがあったから教えてください♥」などとのたまいソリスの服を脱がせようとしてきたり。

　昼食のときなんかはメイが自分の胸の谷間にミルクをたっぷり注いで飲ませようとしてきたり、椅い子すに座ろうと思ったらヒカリが床に這はい蹲つくばって「どうかお座り下さい」とか言ってきたり、『特別メニュー』と称して全裸のキャロルの上に刺身が乗って出てきたり。

　授業が終わるなり、ソリスは生徒会室にも寄らず一目散に学校から逃げ出した。

（ほんとになんなんだよ今日は!?　どいつもこいつもおかしすぎるぞ!?）

　……実のところ、心当たりがなくはない。

　シェンファとアイザックの件はともかく、メイ達たちがほとんど捨て身に近いような勢いでソリスに痴ち態たいを晒さらし続けるのは、昨日ペット自慢大会の会場でソリスがマシロのことをはっきり好きだと宣言したからだろう。

　それで何とかソリスを誘惑しようと躍起になって仕掛けてくるのだ。

　仲の悪いキャロルとメイが協力して攻めてきたのは完全に予想外の展開だった。

　おかげで息つく暇もない。

　今日あったことを振り返るとどのシーンを振り返っても肌色やパンツ色の光景が浮かんでくるのだが、ソリスはぶんぶんと頭を振ってそれらを振り払う。

（俺おれは絶対に、あんなアホなお色気攻撃なんかに負けないぞ！　俺はマシロ一筋だ）

　並の男なら一時間で屈してしまいそうなエッチなイベントの数々も、完かん璧ぺき超人である自分になら耐えられる。耐えてみせる。

　決意を新たに、ソリスは家路につくのだった……。
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　一方。

　ソリスを逃がしてしまったメイ達たち三人は、学院近くの喫茶店で作戦会議をしていた。

「……手て強ごわいですわね。さすがソリス様」

　難しい顔でキャロル。

「わたし達三人にあそこまでされたら、普通の男の子なら三十秒でケダモノになってもおかしくないと思うんですけどねー。どれだけ女の子耐性が高いんでしょう」

　メイも不満な顔。

　ソリスはあの手のエッチなハプニングに慣れまくっているからそう簡単には落ちないだろうとは思っていたけど、ここまで効果が見られないとは思わなかった。

「明日はもっと頑張らないといけませんね。量だけでなく、質の向上も図りましょう」

「質？」

「エッチさの質です」

「エ……！」

「つまりただ裸を見せたり触らせてあげたりするだけじゃなくて……た、例えば……」

　メイの顔が赤くなる。

「……例えばその……な、舐なめてあげたり、とか」

「な、舐めるってどこをですの!?」

「言わせないでくださいよキャロル先パイのエッチ！」

「言えないようなところを舐めるつもりですの!?」

　キャロルも顔を真っ赤にする。

「そ、そういうのはさすがに駄目ですわ！　舐めたりしゃぶったり○○○ったり××××や●●●●●といった行為は、ちゃんと正式にお付き合いするようになってから！」

「キャロル先パイ、しーっ、しーっ！」

　テンパってとても書けない卑ひ猥わいな単語を大声で連発するキャロルに慌てるメイ。

　喫茶店の客や従業員の視線がとても痛い。

「わ、わたくしとしたことがなんて破は廉れん恥ちなことを……うちの学校の生徒もたくさんいるというのに……」

「あ、それに関しては今さら気にすることはないですよ」

「……？　どういう意味ですの？」

「だって学院生の間ではキャロル先パイ、たびたび学校で全裸になったりソリス先パイを家に招待して襲ったりとかで、すっかり痴女キャラとして定着してますもん。一ヶ月くらい前から」

「ち、痴女……!?　あれらは全すべてわたくしの意志では……！」

　愕がく然ぜんとするキャロルにメイ、

「噂うわさなんて、より下世話な方向へ下世話な方向へと変わっていくものですよ先パイ」

「くぅ……！　で、ですがそれを言うならあなただって！」

「わたし、学校で裸になったのってこないだの『魔王ソリス事件』のときだけですよ？　千人の被害者のうちの一人でしかありません」

「な……！　よく考えれば確かに……！」

「それに生徒会副会長の先パイと違って、わたしはそんなに注目度高くありませんからねー。成績もいつも二番でヒカリちゃんの陰に隠れてますし。多分『顔は見覚えがあるけど名前は知らない』くらいの人が大半じゃないでしょうか。『ソリス・アレクサンドロがはべらせている女Ａ』みたいな感じで」

「まさかゾンビ娘、あなたは狙ねらってその立ち位置に……!?」

「いえいえまさか。ただの偶然ですよふふふ」

　微笑ほほえむメイにキャロルは戦せん慄りつ。

「くっ……脳の養分が胸に行っているお馬ば鹿かさんだと思ってましたのに……とんだ食わせ物ですわね。ゾンビ娘だけあってお腹なかの中が黒ずんでいるに違いありませんわ」

「うまいこと言いますね先パイ。さすがです」

「褒められても嬉うれしくありませんわ」

「いえいえ、先パイのことは尊敬してますよー。その美び貌ぼうと頭脳はわたしのためにソリス先パイを誘惑する強い武器です」

　キャロルは憮ぶ然ぜんとして、

「……まあいいですわ。今はそれが最優先事項ですから。愚民たちの評判など気にしている場合ではありませんもの」

「その通りです。で、具体的なお色気攻撃力強化プランですが──」

　会議が再開。

　と、そこでこれまで黙っていたヒカリがおずおずと手を挙げた。

「あのー、メイちゃん。本当にそれ、ソリスせんぱいに有効なのかなあ……」

「それ？」

「その……お色気作戦……」

「「？」」

　メイとキャロルが首を傾かしげる。

「だからその……ソリスせんぱいには、いくら攻めても無駄じゃないかなあって……」

「そんなことないよヒカリちゃん！　諦あきらめずに押し続ければ難攻不落のソリス先パイだって必ず……」

「ゾンビ娘Ａの言うとおりですわ。そのような弱腰でどうするのですかゾンビ娘Ｂ」

「で、でも……せんぱいにとってえっちなイベントなんて日常茶飯事だし……それに……」

「「それに？」」




「……も、もしかしたらせんぱい、マシロちゃんに足りないお色気成分を、私たちで補ってるんじゃないかなあって……」




「「…………ッ！」」

　メイとキャロルが絶句。

「ど、どういうこと、ですの？」

「えっと、つまり……せんぱいくらいの年の男の子が、女の子の裸とかに興味がないわけがないと思うんです……。でもせんぱいにはマシロさんっていう好きな人がいて、その人はスケルトンだからえっちなこととか出来ません。普通ならこれって欲求不満になると思うんですけど、せんぱいの周りには都合良く、自分から裸になってくれたりおっぱいを押しつけてくれたりする女の子がたくさんいる……」

「「……！」」

　ハッとする二人。

「つ、つまりソリス先パイが他ほかの女の子に目移りもせずマシロっち一筋でいられるのは、目移りするまでもなくわたし達たちが勝手にえっち成分を補充しちゃうからで、積極的にアピールすればするほど先パイはマシロっちとのラブを深めやすくなるってこと!?」

「……あ、あくまで私の想像ですけど」

　ヒカリは重々しく頷うなずいた。

「これは盲点でしたね……」

　メイが悔しげに言う。

　基本的に『攻め』一辺倒のメイやキャロルからは出てこなかった発想だ。

「……どうしますのゾンビ娘Ａ。これではわたくし達は完全に脇わき役やくのお色気担当……！　もしもこれが小説か何かであったならば『純愛ラブストーリーを書きたいからメインヒロインは清純路線で、それはそれとしてエッチなのも見たいという大衆の欲望も満たすために、サブヒロインにメインヒロインのぶんまでサービスシーンをたくさんやらせる』という唾だ棄きすべき商業主義的な計算のもとに配置された登場人物！　いわゆるヨゴレ！　いわゆる嚙かませ犬！　さんざんサービスシーンを振りまいておきながら主人公には見向きもされず表紙を飾ることすらなく、結局清純ぶったメインヒロインがのうのうと主人公と添い遂げて終わるという戦せん慄りつの結末を迎えるのですわ……！」

　わなわなとキャロルが震える。

「そのようなこと、絶対に認められません……！　わたくしがサブ!?　わたくしがヨゴレ!?　わたくしが嚙ませ犬!?　高貴なるこのわたくしキャロル・カリオストロがメインヒロイン以外を演じる物語など、あってはなりませんわ！」

　どんっ！

　テーブルを叩たたくキャロル。

　周囲の視線が集まるが、今度はメイも注意しない。

「わ、わたしだって嫌ですよサブヒロインなんて！　他ほかのサブヒロインを利用しつつ、最後は胸差で一着ゴールインするドラマティックな展開を狙ねらってたのに！」

「あ、あの、私だってソリスせんぱいのこと本気で……」

　メイとヒカリが口々に言う。

　そして三人は神妙な面持ちで互いの顔を睨にらみ合あう。

「……ともあれ、作戦を大幅に修正する必要があるようですわね……」

「ですね……。先パイの欲望を補充しないためには、協力体制は維持する必要がありますし……抜け駆けして一人だけ色仕掛けするのは禁止ですよ」

「まずは『目指せ、脱・サービス要員』ですね……」
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　翌日。

　ソリスとマシロが登校すると、変な格好をした三人組がいた。

「……なにやってるんだお前ら」

　ジト目で三人──メイとヒカリとキャロルに尋ねる。

　メイ＝毛皮のコート、毛皮の耳当て、毛皮のマフラー。

　……季節が冬で雪でも降っていれば結構可愛かわいいと思うのだが、もう夏も近く、今日のような快晴の日は暑いくらい。

　ヒカリ＝全身を包帯でぐるぐる巻きにして、まるでミイラのよう。

　目以外は全すべて包帯に隠れているのに何な故ぜヒカリだと判わかったかというと、いつものように猫背でぶつぶつと「うう……こんな格好恥ずかしいです……でも私のような常に周囲に蝿はえが飛び回っているような腐った死体同然のゾンビ娘にはこんなミイラみたいな格好がお似合いなんです……」とか呟つぶやいているから。

　そしてキャロル…………大おお鎧よろい。

　天地戦争よりも前の時代、アメツチ王国の軍人階級であるサムライが戦場で装備したという立派な鎧よろい。

　全身を守る鮮やかな赤い胸当て、籠こ手て、具足、そして巨大な鹿しかの角を模した飾りが付いた、やたらと重そうな兜かぶと。

　見た目の通り頑丈だが動きを著しく阻害されるため、防御系魔法が発達し防具の軽量化が進むにつれて使用されなくなり、現在では骨こつ董とう品ひんとして扱われている。

　……ソリスの記憶が確かなら、たしか大鎧の重量は三十キロくらいあった気がする。

　よく動けるものだ。

「おはようございます先パイ」

「お、おはようございますせんぱい……」

「おはようございま──うう、お、重いですわ……」

　キャロルが頭をふらつかせる。

「大丈夫か？　頭……」

　二重の意味で尋ねると、

「も、問題ありませんわ！　わたくし、この程度の重みに屈するほど軟弱ではありませんもの！」

「そ、そうか」

「そうですわ！　……あう」

　またもふらつくキャロル。

「……どういう理由があってそんな格好をしているのか俺おれには皆目見当がつかないけど、そんなに重いなら脱げばいいんじゃないか？」

　見かねて言うと、キャロルの眉まゆがぴくりと動いた。

「……！　ソリス様……わたくしにこの鎧を脱げと仰おつしやるのですか!?」

「へ？　あ、ああ」

「ソリス様は、わたくしがこんな鎧を着ていない方がいいと？」

「そりゃまあ……」

　正直、一緒にいるだけで恥ずかしいし。

「やっぱり……！」

「へ？」

「やっぱりそれがソリス様の本音でしたのね！　わたくしたちを脱がせることでお手軽に性欲を解消していたのですわね！」

「……は？」

「絶対に脱ぎませんわ！　わたくし、サービス要員などではありませんから！」

　きょとんとするソリスに言い放ち、キャロルはふらつきながら鎧をがちゃがちゃ鳴らして乱暴な足取りで歩いていった。

【なんなんでしょう？】

「さあ……」

　ソリスとマシロは顔を見合わせる。

　それからメイとヒカリの方に向き直り、

「……で、お前らも何なんだその格好は……暑くないのか？」

　無造作にメイのコートに手を伸ばす。

　が、

「触らないでください先パイ！」

　そう言ってソリスから離れるメイ。

　……メイにこんなことを言われたのは初めてだった。

「……ごめんなさい先パイ、わたし今日からはお触りＮＧなんです。これまでは先輩の望まれるままにおっぱいを揉もませてあげたり色んなところを見せたり触らせてあげてましたけど、今日からは先パイの好きにさせてあげませんっ！」

「その言い方だとまるで、俺おれがこれまで自分から揉んだり見たり触ったりしてたみたいじゃねえか！」

【違うんですか？】

「違うよ！」

　素で尋ねてきたマシロに叫び、

「……まあ、お前らがどんな格好しようと勝手だけど、あんまり無む茶ちやするなよ」

「先パイ、優しい……。先パイの太陽のような暖かさの前にわたしはコートを脱がされてしまいそうです！　ていうかほんとに暑い……」

「メ、メイちゃん、脱いじゃ駄目だってば！　我慢我慢！」

　早くも脱ぎ始めようとしたメイをミイラ姿のヒカリが止める。

「はっ！　あ、危ないところでした！　さすが先パイ……千人斬ぎりの魔王だけあって服を脱がすことにかけては一級品ですね……」

「人聞きの悪いこと言うな！　あと魔王って言うな」

「わがままですね先パイ……まさに魔王……。でも先パイの《服破壊クロスシヤツター》でもこの重装備を脱がせることは出来ませんよ！」

「わ、私の包帯もこう見えて魔法耐性Ａランクの特製布ですから大丈夫です！」

「大丈夫も何も、俺は二度とあんな魔法使わない！」

　自信たっぷりな二人の後輩に、ソリスはちょっと涙目になる。

　あの事件のことは割と真剣にトラウマなのだ。

「それじゃ先パイ、お元気で！」

　走っていく二人。

　……五十メートルほど進んだ先で風紀委員たちに取り囲まれていたが、ソリスの知ったことではなかった。





　　　†






　恐ろしいことに放課後までずっと、キャロルは重い鎧よろいを着続けていた。

　防御魔法の実習のときも鎧姿でいたため教師に注意されたのだが、ソリスに脱がされないためだと主張したところ教師も他ほかの生徒もみんな納得してしまった。

　他の学年や学科の生徒からはすっかり痴女扱いの彼女だが、同じクラスの仲間達たちだけはちゃんと解わかっていたのだ。

「ふむ……やむをえまい」「ま、ペアがソリスじゃ仕方ないよな」「キャロルさん、全裸大将軍にたびたび脱がされてるからなあ……」「まさに外道」「かわいそう……」「きっとあんな鎧で武装しなくちゃならないくらい心に深い傷を負ったのね」「ソリスくんって最低」「女の敵……」「魔王……」「スケベ大魔王……」

　ジト目×たくさん。

「うわああああああ！　俺おれをそんな目で見ないでくれえええええ!!」

　優等生ソリス・アレクサンドロ、入学以来初めて授業中に逃亡。

　放課後、体育倉庫の端っこで体育座りをしているところを使い魔のマシロによって発見された。

「……マシロ。俺の罪はいつになったら赦ゆるされるのだろうか」

　切実な声で問うソリスにマシロ、

【そうですねえ……もう二度と他の女の子にえっちなことをしないで、一生一人の女の子だけを大切にすると誓ったら赦してもらえるんじゃないでしょうか】

　するとソリス、重々しく首を振る。

「……残念だがそれは出来ない」

【そんな、どうしてですかソリスくん！】

「……何な故ぜなら。今さらそんなことを誓うまでもなく、俺の心は一生マシロのものだと決まっているから……」

【ソリスくん！】

「マシロ……！」

【ソリスくん……】

「マシロ……」

　二人の顔と顔がゆっくりと近付いていき──……、

　……──ため息。

「……ハァ……バカなことやってないで帰るか」

【ですね】

　体育倉庫から出る二人。

　いつものようにイチャイチャしながら家路につく。
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　……その日の深夜。

　ソリスの住むアパートの廊下を忍び足で歩く一つの影があった。

　黒いローブを纏まとった少女。

　金髪、ローブの上からもはっきり判わかる豊満な胸。

　メイだった。

　手にしたランプの小さな光だけを頼りに、ソリスの部屋に向かって歩いていく。

　何をしているかと言えば……夜よ這ばいである。

　ヒカリの意見を受けてソリスとのエッチなイベントを避けようということになり、そのために厚着で過ごしたのだが、一日で無理がきた。

　暑いし動きにくいし風紀委員や先生には怒られるしろくなことがない。

　それに何より。

　ソリスに身体を触らせないということは同時に、自分もソリスの身体に触ることが出来ないということでもある。

　もちろん気付いてないわけじゃなかったけど、実際にやってみるとこれがキツい。

　ソリスの姿を見かけると反射的に飛びついて腕や背中におっぱいを押しつけたりしてしまうメイにとって、それは拷問に近い状況だった。

「ハァ……わたしってエッチなコなのかなぁ……」

　昼休みにヒカリにそう言ったら、「今さら……!?」と驚いた顔をされた。

　どうやらいつの間にか痴女キャラとして定着していたらしい。

　ともあれメイ、この作戦の実行は不可能だと判断。

　ソリスが飢える前に自分が飢える。

　判断するが早いか、キャロルとヒカリに黙って作戦の破棄を決定。

　二人を出し抜いてソリスに夜這いをかけ、既成事実を作ってしまおうと考え今に至る。

　あまりに早い同盟の崩壊だった。

「……悪く思わないでくださいねキャロル先パイ、ヒカリちゃん……恋は戦争なんです」

　ソリスの部屋の前まで辿たどり着つく。

　心臓をドキドキさせながらドアノブに手を伸ばし、そっと回そうとするが、当然ながらドアには鍵かぎがかかっていた。

　しかしメイは冷静にポケットから針金を取り出し、鍵かぎ穴あなに差し込む。

　なるべく音を立てないよう慎重にピッキング。

　──かちゃっ

　拍子抜けするほどあっさりと鍵は開いた。

　ピッキングの技術は習得済みとはいえ、これほど簡単に開いてしまったのは鍵自体に問題があるのだろう。

　ともあれ第一関門突破。

　緊張による汗でローブが身体に張り付いて少し気持ち悪かったので、胸元をぱたぱたする。

　夜の空気が火照った身体に心地よい。

　……ちなみに現在、ローブの下には何も着ていない。

　汗が引いたのち、深呼吸。

　そっとドアノブに手を伸ばし──




「……やっぱりあなたも来ましたわね」




「ッ！」

　いきなり後ろから声を掛けられ、胸がさらに大きくなりそうなくらい驚いた。

　引きつった顔で振り返ると、メイと同じような格好の黒ずくめが二人。

　キャロルとヒカリ。

「キャロル先パイ……!?　ヒカリちゃんも……」

　キャロルは嘆息し、

「……眠る前にソリス様のご様子を窺うかがいに来たところゾンビ娘Ｂと鉢合わせしたのでもしやと思いましたが、やはりあなたも来ましたかゾンビ娘Ａ」

「酷ひどいですメイちゃん……一人だけ抜け駆けしようだなんて……」

「あなたも人のことは言えませんわよゾンビ娘Ｂ」

「……それを言うならキャロルせんぱいだって……」

「わ、わたくしは夜よ這ばいなどではありません、ただ純粋にソリス様が心配で……」

　口々に言うキャロルとヒカリに、今度はメイが深々と嘆息。

　どうやら三人とも、同じことを考えたらしい。

「はぁ……これじゃ同盟なんて無理ですね」

「そのようですわね。やはり我々は相あい容いれぬ存在なのです」

　キャロルが頷うなずいた。

「あ、あの、それでこれからどうしましょうか……今日のところは帰ります？」

「そんなわけないじゃない」「そんなわけございませんわ」

　ヒカリの質問にキャロルとメイが同時に即答。

「せっかく鍵かぎを開けたんだから、先パイの寝顔くらいは見ないと。あ、ヒカリちゃんとキャロル先パイは帰っていいですよ」

「そう言って一人だけ抜け駆けするつもりですわね。卑劣なゾンビ娘の考えそうなことですわ」

「あ、あの、ここは先着順で、最初に来た私が一人でソリスせんぱいのお部屋にお邪魔するというのは……」

「「却下」」

「うう……」

　と、そのとき。

　階段の方から足音が聞こえてきた。

「「「──ッ！」」」

　どうやらこんな時間にも起きているアパートの住人がいたらしい。

　メイは慌ててランプの明かりを消すが、周囲に身を隠す場所などない。

　三人は互いに顔を見合わせて頷うなずき、慎重かつ急いでソリスの部屋のドアを開け、部屋の中へ入った。

「ふう……」

　安あん堵どの息を吐き、そっとドアを閉める。

　部屋の中は暗く、物音も聞こえない。

　開けっ放しの窓から差し込む月明かりが、ぼんやりと部屋の中を照らしている。

　本棚と机、ベッドくらいしかない殺風景な部屋。

　ベッドの中心には膨らみ。

「……どうやら眠っておられるようですわね」

「なんかどきどきしますね……」

「こ、こんな真夜中にせんぱいのお部屋に……」

　三人は唾つばを飲み込み──忍び足でソリスの眠るベッドに近付いていく。

「ゾンビ娘！　ソリス様に近付いてどうするつもりですの!?」

「寝顔を見るだけです。そういうキャロル先パイは？」

「わ、わたくしも寝顔を見るだけですわ」

　ひそひそと言い争いながらも順調に接近。

　……。

　………。

　…………ついにベッドのすぐ近くまで接近に成功。

　ベッドを取り囲む。

　頭まで布団を被かぶっていて、ソリスの顔は見えない。

　ごくっ。

　誰だれかが息を吞のむ音。

「ど、どうするんですか……？」

「今日は寝顔を見るだけ……寝顔を見るだけですよー」

　言いながらメイ、着ていたローブをはだけ、脱ぎ捨てた。

「ど、どうして脱ぐんですかメイちゃん!?」

「そうですわよゾンビ娘！」

「もちろん、ローブと布団の擦れ合う音がしないようにするためです」

「な、なるほど。そういうことなら……」

「え、ええ……それなら仕方ありませんわね……」

　口々に言って、ヒカリとキャロルも纏まとっていたローブを脱いだ。

　……二人とも、メイと同じく全裸にローブだけだったらしい。

　全裸のメイ、ソリスの布団の中にゆっくり手を侵入させていく。

「まずは顔を見るだけ……顔を見るだけです……」

「メ、メイちゃん！　どこを……」

「ゾ、ゾンビ娘！　そこはどう見ても頭の位置ではありませんわよ！」

　騒ぎ出す全裸のヒカリとキャロル。

「しーっ！　二人とも静かに！」

「くっ……！」

　メイの手、さらに深く侵入。

　ソリスの身体とおぼしきものに触れた。

　布ではない、素肌の感触だった。

「せ、先パイまさか……は、裸で寝て……!?」

　メイの押し殺した声に、キャロルとヒカリも目を見開く。

「な、なんですって……」

「こ、このお布団の中に、は、裸のせんぱいがいるんですか……」

　と、そのとき。




「……ん……ふぁ……」




　……明らかにソリスのものではない、かといってメイたちのものでもない、女の子の声がベッドの中から聞こえた。

「「「────ッ!?」」」

　驚きよう愕がくする三人。

「ま、まさか……マシロっち……？」

　慌てたメイ、乱暴に布団を引ひき剝はがす。

　さらにキャロルが照明の魔法を放つ。

「導きを与えよ！」

　室内を煌こう々こうとした光が照らし出す。




　…………寝間着姿のソリスの隣に、見知らぬ全裸の少女が寝ていた。




　誰だれ？

　三人の頭に巨大な疑問符が浮かぶ。

　と、

「……ぅん……眩しぃ……」

　眠っていたソリスが顔をしかめ、目を開いた。

「……なんなん──うわああっ!?」

　ベッドの横に立つ全裸の少女達たちに驚き、慌てて飛び起きるソリス。

「な、何でお前らがここに!?　つーかなんて格好してるんだ!!」

「そ、そんなことはどうでもいいんです！」

　全裸のメイが強い口調で言う。

「いや、そんなことって」

「それよりも！」

　全裸のキャロルがわなわなと震えながら全裸の少女を指さす。

「だ、誰なのですかこの少女は!?」

　と。

「……ん……まおうさま……？」

　騒ぎに気付いて謎なぞの少女が起きあがった。












　ソリスはそれでようやく自分の横に彼女が寝ていたことに気付いたらしく、

「……クオン……お前また勝手に人のベッドで……」

「……駄目、ですか？　魔王様……」

　全裸の少女に雨に濡ぬれた子猫のような目で見られてソリスはたじろぐ。

「……い、いや、別に駄目ってわけじゃないけどせめて服──」

「駄目じゃないんですか!?」

「せんぱい公認で同どう衾きん!?」

「は、破は廉れん恥ちですわソリス様！」

「破廉恥ってお前……どの口が言うんだ……」

　騒ぐ全裸の三人娘をジト目で見るソリスだが、

「そんなことより先パイ！　その娘は一体何者なんですか!?」

「そうですせんぱい！　説明してください！」

「また新しい女の子を連れ込むなど……不謹慎にもほどがありますわ！」

　三人の少女に睨にらまれ、ソリスはたじろぐ。

　と、そこでクオンが静かにベッドから降りてソリスの近くに寄り、裸のままソリスに抱きついた。

　そしてぽーっとした無表情で淡々と、




「……私は魔王様の所有物です。身も心も全すべて魔王様のものです」
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　クオンの爆弾発言で大騒ぎするメイ達たちをどうにか落ち着かせて事情を説明し終わる頃ころには既に空が白みかけていた。

「……まあ、一応事情は承知いたしましたわ……」

　全裸のキャロルがまだ疑わしそうな目でクオンを見て呟つぶやいた。

　当のクオンはというとソリスの膝ひざに頭を乗せて静かな寝息を立てている。全裸で。

「……思わぬ伏兵がいましたね……こんなコがいたんじゃ、禁欲作戦なんてもともと実現不可能だったじゃないですか……」

　ブツブツと呟くメイ（全裸）。

「あの……やっぱり警察に届けた方がいいんじゃないでしょうか」

　おずおずと言うヒカリ（全裸）にソリス、

「……まあ、もうしばらくはこのまま様子を見ることにするよ。俺おれを訪ねてきた娘を警察に突き出すなんてなんとなく寝覚めが悪いし」

　……それだけでなく、クオンが《賢者の石》と何か関かかわりがあるのではないかと考えているからという理由もあるのだが、それは言わない。

「たしかにこの様子じゃ、警察に預けても脱走してまた戻ってきそうな気がしますね」

　クオンの幸せそうな寝顔を見てメイ。

「……でも、マシロっちはそれでいいの？　マシロっちは先パイの──」

　無理に感情を殺したような作り笑いを浮かべ、

「先パイの、好きな人、なのに……」

　その問いにマシロ、

【一人ぼっちの寂しさはわたしにも解わかりますから……。クオンちゃん、ソリスくんに会うためにたった一人でここまで歩いてきたんです】

　マシロもスケルトンとして甦よみがえったとき、ソリスを求め、レンデアからカドゥケウスまでの長い道のりを一人でひたすら歩き続けてきた。

　いつ魔力が尽きてもおかしくない状態で、誰だれにも頼れずに。

　絶対にソリスに会いたいという強い願いだけを糧に歩き続けた。

　……そのときのマシロの心境は、ソリスには想像もつかない。

　ソリスはマシロに気遣うような視線を向ける。

「……先パイ……マシロっち……」

　ソリスがマシロに向ける視線の優しさから想おもいの深さを悟り、不意にメイの大きな瞳ひとみに涙がこみ上げてくる。

　だからメイ、誤ご魔ま化かすために可愛かわいらしくあくびをする。

「ふぁぁ……クオンちゃんの寝顔を見てたら、わたしも眠くなってきちゃいました。先パイ、今日はここに泊まっていっていいですか？」

「駄目だ」

「即答……」

　がっくりうなだれ、ようやくメイはローブを着る。

「それじゃせんぱい、私達たちは帰りますね……」

「お休みなさいませソリス様」

　ヒカリとキャロルも全裸にローブを纏まとう。

　と、そのとき、キャロルのローブのポケットから何やら紙切れが落ちた。

　メイが拾う。

「キャロル先パイ、何か落ちましたよ」

「あ……！」

　キャロルがしまったという顔をした。

「えーと……」

「か、返しなさいなゾンビ娘！　あなたには関係のないものですわ！」

「こ、これは！」

　メイが驚いた顔をする。

「招待状…………りょ、旅館『アカシア』……!?」

「え……！」

【ええ!?】

　ヒカリ、そしてマシロまで驚きを露あらわにする。

「知ってるのか？」

　ソリスが尋ねると、

「知らないんですか先パイ!?」

【旅館『アカシア』といえば、『鎮ちん魂こん桜ざくらの丘おか』にある宿泊施設の中でもかなり人気のある温泉旅館です。特徴的なお風ふ呂ろがたくさんあるので若い学生さんにも人気があります。現在は新しいお風呂を増やすために休業中で、リニューアルオープンは来月の予定ですが、それに先立ちお得意先や有力な商人、貴族などを招待しているといいます。しかも貸し切りで】

　つらつらとやたら詳しい説明をするマシロ。

「……詳しい説明ありがとう。つーか、なんでマシロがそんなこと知ってるんだ」

【むしろ何年もこの街に住んでいるのにそんなことも知らないソリスくんの方がおかしいです！】

「『鎮魂桜の丘』は知ってるけど……名前だけは……」

　鎮魂桜の丘──『アルキメデス公園』『アミナ河の渡し船』と並んでカドゥケウス市三大名所の一つに数えられている。

【まったく……ガリ勉くんにも困ったものですね。見知らぬ土地に行くことがあったらまず第一に地元にある温泉のチェックをしなさいと何度も教えたはずですよ】

「いや、マシロの話を忘れてたわけじゃないんだよ。ただ──」

「それはともかく！」

　ソリスとマシロの会話を断ち切るようにメイが声を上げてキャロルに向き直る。

「キャロル先パイ、どうして招待状なんて持ってたんですか？　まさかソリス先パイを誘うつもりだったんじゃないでしょうね？」

「う……」

「えーと日時は…………今週の土曜……！」

　今週の土曜日＝終戦記念日で学校が休み。

　連休なので泊まりがけの旅行にもってこい。

「なるほど……さては旅館『アカシア』の招待状を手に入れたのはいいけどツンデレだからソリス先パイを誘うことができなくて先パイのお部屋にさりげなく招待状を落として『あ、あら、そういえばこんなものがありましたわね、べ、べつにわたくしはどうでもいいのですけれどソリス様がどうしても行きたいと仰おつしやるならカリオストロ家の客人として一緒に連れて行ってさしあげてもよろしくてよおーっほっほっほっほ！』なんてわざとらしいことをやるつもりだったんですね！」

「わ、わたくしの心が読まれた……!?」

　メイの指摘に動揺するキャロルだがすぐにハッとなり、

「そ、そのようなことがあるはずがございませんわ事実無根ですわ憶測ですわ勝手な思いこみにすぎませんわ相変わらず無礼千万ですわねゾンビ娘！　この招待状はあくまで偶然ローブのポケットに紛れ込んでいたにすぎず、もちろんソリス様を旅館に誘うつもりなど毛頭なくうちの執事たちの慰安旅行にちょうどいいかと考えていたところですわ！　というわけでお返しなさいゾンビ娘！」

　メイから招待状を引ったくるキャロル。

「……温泉旅館か……行きたいなあ……」

　ぽつりと呟つぶやいたのはソリスだった。

　温泉のチェックをしろというマシロの教えを忘れたわけではない。

　現にソリスは市内の公衆浴場を数多く知っている。

　ただ、旅館に泊まるような金銭的余裕が一切ないので、温泉旅館など自分には無縁の贅ぜい沢たくとして極力スルーしていたのだ。

　興味がないわけじゃない。

　むしろものすごく憧あこがれるがゆえに、考えないようにしてきた。

　そんなソリスの呟きをキャロルは耳ざとく聞きつけた。

　そして反射的に、

「で、でしたらソリス様！　日ひ頃ごろお世話になっているお礼にソリス様をご招待してさしあげてもよろしいですわよ！」

「え？　でも執事たちの慰安旅行に使うんじゃ……。部外者が一緒だと、あの人たちも気が休まらないだろうし……寝首をかかれそうで怖いし……」

「あ、あの者たちは最近たるんでいるので慰安旅行の代わりに山ごもりでもさせることにしますわ！」

「…………い、いいのか……!?　本当にいいのか……!?」

　目を丸くして喜びの色を浮かべるソリスにキャロルは頰ほおを染め、

「もちろんですわ！　貴族に二言はございません！」




「わーい、それじゃ週末はみんなでお泊まりですね！」




　にこやかに言ったメイの言葉にキャロルの顔が引きつる。

「……くっ……ゾンビ娘ぇ……！」

「だって貸し切りですもんねー、もちろんキャロル先パイも、みんなを誘ってくれるつもりだったんですよね？　ソリス先パイと二人きりでお泊まりするつもりなんてあるわけないですよねー」

「ぐ……ぐぐぅ……モ、モチロンデスワうぐぐぐ……！」

　悪鬼のように睨にらむキャロルの視線にも、メイはそ知らぬ顔。

【みんなって言うと……キャロルさんにメイちゃんにヒカリちゃん、ソリスくんと私とクオンちゃん、会長さんにアイザックさん、それからニカちゃんもですね】

「合計九人か。貸し切りなんだからもっといても……」

　ソリスは考え、他ほかの知人を思い出す。

　バイト先の三姉妹は休日こそ忙しいだろうし、それ以外というと駄目なおっさんや老け顔の召喚魔道士の顔しか浮かばなかった。

「…………まあ、九人でいいか」

【ですね】

「うう……大所帯になってしまいましたわ……」

　泣きそうな顔をするキャロルだったが、

【よかったですねソリスくん。とっても楽しみです】

「そうだな！」

　心の底から嬉うれしそうに顔をほころばせるソリスを見て頰ほおを赤らめた。

「……まあ、ソリス様が喜んでくださるならこれはこれで……。勝負をかけるのは温泉旅行まで待っても遅くはありませんわね……」








第二章







　鎮ちん魂こん桜ざくらの丘おか。

　地図上の呼び名はエスカレナ丘陵。

　市の北方、エスカレナ火山へと続くなだらかな丘陵地帯。

　三百年前の天地戦争の後、戦争の犠牲者の魂を慰めるために一万本以上の桜が植えられ、春になれば一帯を綺き麗れいなピンク色に染める。

　昔から国内有数の温泉地として知られており、多くの温泉旅館が立ち並ぶ。

　休日は市の学生や観光客で賑にぎわうこの界かい隈わいだが、天地戦争時は市内でも随一の激戦区となり、多くの命が失われたという。

　ずっと前、桜が綺麗な花を咲かせるのは樹きの下に死体が埋まっているからだという話を聞いたことがあるけれど、死者の魂を慰める花に桜を選んだ人もそれを知っていたのだろうかとふと思う。

　旅館『アカシア』へと向かう馬車に揺られながら、ソリスは過ぎ去った時代に思いを馳はせた。

　土曜日──終戦記念日。

　天地戦争の『終戦』を正式にいつとするかは今でもたまに歴史家の間で議論になるというが、世間一般では３１１年前の今日、賢暦１６１４年５月28日──魔王が討たれた日ということになっている。

　アメツチ王国伽が藍らん朝第十四代国王トワ・エターニア。

　ここ一ヶ月ほど、彼について書かれた資料を数多く漁あさってきた。

　三百年前の人物なのでその実像がはっきりと判わかっているわけではないが、少なくとも一般的に『魔王』という単語からイメージされる『邪悪な独裁者』などではなかったということが、これまでの研究で明らかになっている。

　軍備を拡張し大陸統一などという馬ば鹿かげた野望を掲げヘルメス王国に宣戦布告した元凶は当時国王をも凌しのぐ権力を握っていた軍閥であり、トワ本人は開戦を避けるために尽力していたフシすらある。

　だがそれと同時に、『魔王』の称号に相応ふさわしいだけの圧倒的な実力を持つ魔道士であったということもまた、間違いないらしい。

　伽藍朝のエターニア家は元々サムライ達たちとの血みどろの抗争に打ち勝って権力を得たバリバリの武闘派魔道士の家柄だから、トワが強い魔力を持っていたのは自然なことだが、それを差し引いてもトワの力は卓越していたという。

　数年に渡る激戦の末にアメツチ軍を撃退し、ヘルメスを中心とした連合軍が逆にアメツチ王国へと攻め入ったとき、トワは自ら前線に赴き連合軍を迎撃した。

　その結果、兵の数、士気、練度、武装、指揮官の能力、連合軍に不安要素は一つもなかったにもかかわらず、連合軍第一陣一万二千の軍勢がほぼ全滅。

　その後もトワは連合軍の侵攻を防ぎ続けた。

　首都で大規模な反乱が起きてトワが前線から引き上げるまで三年間、ただの一度も敗北はなかったという。

　トワがこれほど強かったのは魔法の実力よりも戦術家としての才能によるものだ、という説が現在の主流なのだが、《賢者の石》が実在することを知っているソリスはそうは思わない。

　一万の兵を薙なぎ払はらう大魔法を使ったとか、巨大な龍りゆうを召喚したとか、大おお嵐あらしを呼び寄せて進行中の軍勢をまるごと海の藻も屑くずにしたとか……そんな眉まゆ唾つば物ものの伝承も、全部実話のような気がする。

（……《賢者の石》さえあれば、そんな有り得ない奇き蹟せきも起こせる。きっと『死んだ人間を生き返らせる』という奇蹟だって……）

　キャロルが用意した、十人以上が乗れる立派な馬車（御者は例の執事ズの一人）。

　中にいるのはソリス、マシロ、クオン、メイ、キャロル、ヒカリ、シェンファ、アイザック、ゲルニカの九人。

　ソリスに寄りかかってあどけない寝息を立てているクオンを見る。

　ソリスが昼間学校に行っている間はほとんど寝ていたというし、幼児のようにやたらとよく眠る少女だ。

　どうも起きているとすぐに疲れてしまうらしい。

（身体が弱いのか……？）

　少し心配になるものの、無防備な寝顔を見ていると自然と心が和む。

　彼女の記憶はまだ戻っていない。

　もしかしたら、と思う。

　彼女が捜していた『魔王』というのはソリスのことではなく、トワ・エターニアのことなのではないか。

　最終決戦においてトワが実は生存し逃げ延びたという噂うわさは、終戦当時根強くあった。

　噂の最大の根拠は──死体がなかったから。

　公式には英雄ルザルカ・サウザンドの放ったランクＳＳの戦術級攻撃魔法の直撃を受けて跡形もなく消し飛んだとされているが、なにせ相手は魔王だ。逃げ延びていても不思議ではない……。

　結局その後魔王が再び現れることはなかったので魔王生存説は時の流れとともに風化していったのだが、三百年経たった今でも「魔王は不老不死の存在だからきっと今も生きている」なんて与よ太た話ばなしを本気で信じている者も少しはいるかもしれない。

（……まさか、な。それにちゃんと『魔王ソリス・アレクサンドロ』って言ってたし）

　クオンと反対側では、同じようにシェンファがソリスに寄りかかって眠っている。

　馬車に乗り込むが早いか、「温泉についたら遊びまくるから体力を温存する」と言って、自分で自分に眠りの魔法をかけて眠ってしまった。

　シェンファなら馬車の中でも大はしゃぎしそうだと思っていたので意外だった。

　メイとキャロルとヒカリは、何やら牽けん制せいしあっているようで、縄張りを守る野生動物のような様子でお互いに睨にらみをきかせている。

　そして、隙すきを見つけては張り付いたような笑顔を浮かべ、ソリスにチラチラとパンツやら胸元やら足を見せて誘惑してくる。

　野獣がいきなり飼い猫になって媚こびを売ってくるようなその豹ひよう変へんぶりは非常に不気味で、さらには飼い猫モードからまた唐突に野獣に戻るのでもっと怖い。

　美しい足もうなじも谷間も太ももも二の腕もパンツも可か憐れんな微笑ほほえみも、全すべては獲物を捕らえるための罠わなに過ぎないのだ。

（怖い……女の子って怖い……）

【どうしたんですかソリスくん。震えてますよ？】

「……いや……マシロがずっとそガのイまコまツでいてくれるのも悪くないかもしれないなって、ちょっと思った……」

　この物語の大きな軸の一つを根本から揺るがしかねない発言だった。

【？】

「……いや、なんでもないよ」

　そして残りの二人。

　アイザックとゲルニカも、何な故ぜか張りつめた雰囲気を放っている。

　二人とも普段から表情に乏しいのだが、今日は何やら難しそうなむすっとした顔をしている。

　しかもその理由はどうもソリスにあるらしく、メイ達たちとはまた毛色の違った、値踏みするような視線をこちらに向けてくる。

　と、不意にゲルニカと目が合う。

「……！」

　少し頰ほおを赤らめて視線を逸そらすゲルニカ。

「どうしたんだニカ。さっきから様子が変だぞ？」

　訊たずねると、

「そ、そのようなことはありません。ただ、こんなに大勢で遊びに出かけるというのは久しぶりのことなので幼女らしくテンションが上がってしまっているだけです。わーいわーいとっても楽しいですひゃっほー」

「無表情＆棒読みでそんなこと言われても……」

「いえいえ、私はとってもはしゃいでますよ？　のりのりです。いえーいふぁっくゆーごーとぅーへる」

　やっぱり無表情で、ちょっとだけ腕を上下に振る。

「ほら、楽しそうでしょう？　ねえザックお兄ちゃん」

　唐突に隣に座るアイザックに振る。

「うむ。実に元気にはしゃいでいるな」

　これまた無表情で頷うなずくアイザック。

「はしゃぎまくりです。おーいえーい、かもーん。ザックお兄ちゃんもご一緒に」

「於お保おゐいゑえゑーゐい、架か喪もー怨ん」

「ふふ、のりのりですねお兄ちゃん」

　そんな二人の様子に、

（そういえばこの二人、いつの間に仲良くなったんだろう？）

　初めて顔を合わせたのはゲルニカとシェンファが料理対決をした時らしいが、その時はほとんど会話がなかったと思う。

　と、不意にアイザックが真面目まじめな声で言う。

「ときにアレクサンドロ」

「ん？」




「幼女は好きか」




「……………………は？」

　意表を突くにもほどがある質問に目が点になる。

「……ご、ごめん、もっかい言って」

　アイザックはまたも真顔で、

「幼女──幼くて未成熟な少女は好きか、と訊きいた」

「す、」

　好きなわけないだろう！　と言おうとしてソリス、アイザックの隣でゲルニカが頰ほおを染めて恥ずかしそうに自分の方を上目遣いに見ていることに気付いた。

（ま、まさかニカまで俺おれのことを……!?）

　ゲルニカは相棒のロジャーのことが好きな筈はず。

　だがロジャーといえば容姿能力人格どこを見てもいいところがまるでないダメなおっさんだから、最近知り合った格好よくて優しくて魔法の才能もあって将来有望な完かん璧ぺき超人のお兄さんにコロリと転んでしまってもまったくおかしくないというか、むしろ今までそうならなかったのが不思議なくらいだ。

「ふう……俺のパーフェクトぶりにも困ったものだな……えへへ」

「……？」

　思わず漏れた呟つぶやきに怪け訝げんな顔をするアイザックと、変わらず熱い視線を送ってくるゲルニカ。

（……ここで不用意なことを言えばニカを傷つけてしまう……）

　ゲルニカの気持ちに応こたえることは出来ないが、それでもせっかくの楽しい旅行で可愛かわいい妹を傷つけるようなことはしたくなかった。

「す、好き、かもしれない。どちらかと言えば」

　するとアイザックとゲルニカは驚いた顔をした。

「ほう……」

「お兄ちゃん……」

「う、うん……なんだ……まあ、嫌いじゃないぞ、小さい女の子も……」

「そうですか……よ、幼女でもハァハァしますか？」

　緊張した面持ちで訊たずねるゲルニカに、超爽さわやかな微笑ほほえみを浮かべて答える。

「もちろんだ！　俺はすごく幼女にハァハァする！」

「……お兄ちゃん……」

（…………あれ？）

　心なしかゲルニカの視線が若干冷たくなった気がするのだが……まあ気のせいだろう。

　だってソリスの答えは彼女にとって嬉うれしい筈だから……。

「それを聞いて安心したぞアレクサンドロ」

「安心？」

　怪訝な顔をするソリスにアイザック、

「いや、何でもない。つまりは……幼女は良いものであるな、という話だ。苗木のように細くか弱い肢体、しかし未成熟であるがゆえに我らはそこに無限の可能性に満ちた未来に向かって枝葉を広げてゆく美しき大樹を幻視する。その未来を想像するだけで胸が躍るも、同時に現在の儚はかない美しさ瑞みず々みずしさが刹せつ那なの輝きに過ぎぬのだという無常観を突き付けられ心が軋きしむ。幼女にはそこに在るだけで否応なく惹ひきつけられ、しかし安易に触れればこちらの身を切る、研ぎ澄まされた銘刀の如ごとき引力があると言えよう」

　相変わらず感情の読めない顔で淡々と、これまで彼の口から聞いたことがないような長台詞ぜりふを語る。

　言っていることは正直さっぱり解わからなかったが、これだけは解った。

（……こいつ、ロリコンだったのか）

　今後この友人との付き合い方を考え直さなければならないと思いつつも、今はとりあえず話を合わせる。

「ああ、幼女はいいな。素晴らしいな幼女」

「うむ。その通りである」

　頷うなずき合う少年二人は、ゲルニカ他ほか五人の少女が向ける冷ややかな眼まな差ざしに気付いていなかった。
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　のんびりと馬車に揺られること二時間ほどで、ようやく温泉旅館『アカシア』へと到着した。

　割とこぢんまりした、どこにでもあるような古びた旅館という印象。

「……思ってたより普通だな」

　呟つぶやくソリス。

　マシロ達たちが凄すごい凄いと言うから一体どれほど凄いのだろうと期待していたので、ちょっとがっかり。

「建物なんて飾りですよ先パイ。アカシアの魅力は建物の裏手に広がる広大な温泉施設にあります」

　メイが言う。

　たしかによく見れば、建物の後方には侵入者を阻むようにやたらと長い塀が続いていて、向こう側の様子を見ることが出来ない。

　塀がどこまで続いているか、ここからは判わからない。

　なんかわくわくしてきた。

「……でもあんな塀、越えようと思えば余裕で越えられるよな」

　塀の高さは約三メートルほど。

　風魔法を使えば跳び越えて直接浴場に侵入することも可能。

　覗のぞき放題＆無断で入浴し放題と、無防備極まりない。

「先パイ、まさか覗きをしようなんて企たくらんでませんか？　きゃーエッチ」

「俺おれが覗のぞきなんてするわけないだろう。むしろ覗かれる側だ」

　完全に真顔で言うソリス。

「うわ……男の子の台詞せりふとは思えませんね……まあ、事実なんですけど。今度こそ先パイの裸を……ハァハァ」

「覗くなよ!?　お前ら絶対に覗くなよ!?」

「覗きませんよーうっしっし」

「わ、わたくしが覗きなどするわけがありませんわ！　うふふ……」

「せんぱいの身体を見たら私の目はあまりの神々しさに焼かれてしまうと思います。だから覗きなんて…………私の目なんてどうなっても……」

「不安だ……」

　そんなソリスに、

「安心しろソリス・アレクサンドロ。この旅館の風ふ呂ろには常に最新式のセキュリティシステムが導入されている」

　眠りから目覚めたシェンファが言う。

「へえ、そうなんですか」

「うむ。結界はもちろんのこと、塀を越えようとする熱源を察知したら攻撃魔法を放つ自律稼働監視装置が至る所に設置されているからな。覗き魔には死が待っている」

「いや、死て」

「ちなみに私が技術提供してやった。凄すごいか？」

「……凄いと言えば凄いですけど、風呂っていうか監獄みたいですね」

　自慢げに言うシェンファに素直な感想を述べる。

「まあ、貴様がどうしても覗きたいと言うのであれば、こっそり監視装置の機能を停止してやってもいいが……どうする？」

「どうもしません」

「ふん、まあいいさ」

「さてはまた堂々と男湯に入ってくるつもりですね」（２巻　第三話　参照。）

　しかし、

「安心しろ。そんなことはしない」

「……本当ですか？」

「うむ。私の誇りにかけて誓おう。絶対に男湯には入らない」

　真面目まじめな表情。

　その眼めは真剣そのもので、噓うそをついているようには見えなかった。

「……信じてますよ、会長」

　言って、ソリス達たちは旅館の中へと入っていく。

　ソリスの後ろで、シェンファがニヤリと笑う。

「……だってここ、男湯なんかないし」
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　荷物を置くため、とりあえず部屋へ行く。

　部屋割りなどは全すべてキャロルに任せてあったから少し心配だったのだが、全員一人一部屋となっていた。

　マシロもゲルニカも一部屋ずつ。

　旅館に泊まるというだけでソリスにとってはものすごい贅ぜい沢たくなのに、人気の温泉旅館で貸し切りで一人部屋。

　しかも男性客はソリスの他ほかにアイザック一人だけだから、広大な男湯を二人だけで独占できることになる。

　ありえないほどの贅沢。

　来週からはまたバイトに学校の勉強に生徒会の仕事にフラグメント探索と超忙しい日々を送らなければならないから、ここでめいっぱい英気を養おう。

　部屋に荷物を置き、軽い足取りで浴場へ向かう。

（今日だけは現実を忘れて思いっきり羽を伸ばすぞ！）

　脱衣場で服を脱ぎ、腰にタオルを巻いただけの格好になっていざ浴場の扉を開ける。




　全裸のメイとキャロルとヒカリがいた。




「……ハァ……現実さんこんにちは」

　心の底からガッカリしたため息をつくソリスに、少女たちは心外そうな顔をする。

「ちょ、先パイ！　いくらなんでもその反応は酷ひどいんじゃないですか!?」

　メイが言う。

　キャロルもぷるぷると身体を震わせながら、

「は、裸で脱衣場の前で待ちかまえるだなんて我ながら破は廉れん恥ちな真ま似ねをしていると思っていましたけど……ま、まさかため息をつかれるとは思いませんでしたわ……！　このような屈辱は初めてです……！」

「……いいんですいいんですどうせせんぱいにとって私なんか路傍の石に過ぎないんです。石が服を着ていようが何も身につけてなかろうがどうでもいいことです。むしろため息をついていただけた──少なくとも存在を認識していただけたことだけでも十分に幸せなことなんです。えへへ、今の私、珍しくポジティブですね。せんぱいのおかげでこんなに前向きになれましたえへへ……もう二度とネガティブな自分に戻らないように、早々に死のうと思います」

　ヒカリはヒカリでおかしなことを言っていた。

　ソリスは再び嘆息。

「……なんでお前らがここにいるんだ。いくら貸し切りでも非常識すぎるだろ。男湯に堂堂と入ってくるなんて」

　すると三人は顔を見合わせ、

「男湯って……」

「せんぱい、この旅館には男湯も女湯もありませんよ」

「脱衣場は男女別ですが、その先は同じ大浴場へと続いているのですわ」

「なに……!?」

　絶句するソリス。

「つ、つまりこの温泉は……」

　少女たちが頷うなずき、ハモって言う。




「「「混浴です」」」
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「……ほんとに混浴だった」

　慌てて脱衣場に戻り壁に貼はってあった注意書きをよく読んで確認したところどうやらここの温泉が全すべて混浴であることは間違いなく（正確にはリニューアルオープンで混浴になるらしい）、それならメイ達たちを追い返すわけにもいかないので、ソリスは仕方なく浴場へと戻った。

「だから言ったでしょ先パイ。というわけで一緒にお風ふ呂ろに入りましょう」

　全裸のメイが笑顔で言う。

　たしかにここは混浴。

　一緒のお風呂に入っても全然不思議ではない。

　でもやっぱり、年とし頃ごろの男の子と女の子が一緒に入るのはマズかろう。

　しかも自分にはちゃんと好きな人がいるのだ。

「そういえばマシロは？」

「既にこの浴場のどこかにいる筈はずですわ。わたくしたちと違って着替えなどを準備する必要がありませんでしたから」

「なるほど。探検でもしてるのかな」

　広大な浴場をぐるっと見回す。

　南国のリゾート地を模したようにあちこちに多くの植物が植えられ、様々な種類の温泉が点在している。

　普通の温泉に加えて電流風ぶ呂ろ、サウナ、ミルク風呂、水風呂、泡風呂、流れる風呂、飲める風呂、滝風呂、唐辛子風呂、ワイン風呂、薔ば薇ら風呂、アスレチック風呂、水深十メートル風呂、競泳専用風呂、コンソメ風呂、味み噌そ汁しる風呂、馬ば鹿かには見えない風呂……まあとにかく色々あるらしい。

　岩があったり洞どう窟くつのようになっていたりと大がかりな意匠のものもある。

　まるで森のように巨木に囲まれた風ふ呂ろもある。

（つまり──身を隠す場所には困らないってことだ）

　判断するが早いか、ソリスは全裸の少女たちの間をかいくぐって猛ダッシュ。

「先パイ!?」「せんぱい!?」「ソリス様!?」

　胸を揺らしたり揺らせなかったりしながら追いかけてくる少女たちだったが、単純な足の速さならソリスの方が上。

　しばらく逃げ回り、どうにか三人を引き離すことに成功。

　遠くでソリスを捜すメイ達たちの声が聞こえる。

　どうやらバラバラに捜しているらしい。

　これだけ広ければそう簡単に見つかることもないだろう。

　三人を撒まいたソリスは、近くの岩風ぶ呂ろに入った。

　全身にお湯が染み込んでくる感じが心地よい。

「ふう……」

　ホッと一息つく。

　広々としたお風呂はやっぱりいいものだ。

　と、そのとき。

「……魔王様？」

「うおっ!?」

　ソリスからわずか三メートルほどのところで、クオンが入浴していた。

　ほんのり上気した顔でクオン、

「魔王様と一緒にお風呂に入るなんて久しぶりですね……」

　言いながら近づいてくる。

　ベッドに潜り込まれたときは平気だったのに、今はこちらも全裸ということもあり妙に恥ずかしい。

「ま、待てクオン、俺おれはお前と一緒に風呂に入ったことなんかないぞ」

　クオンきょとんとした顔で首を傾かしげる。

「何を仰おつしやっているのですか魔王様？　かつては毎日のようにお背中をお流ししたり身体を洗っていただいたり…………あれ？」

　不思議そうな顔。

「……私は魔王様といつも一緒にお風呂に……はて……さて……？」

（記憶が混乱しているのか？　いつも『魔王』と一緒に風呂に入っていた……ってことはやっぱり俺とクオンの言ってる『魔王』は別人……？）

　考えつつも急いで立ち上がる。

「と、とにかく何か思い出したら言ってくれ！　俺は他ほかへ行くから！」

「お待ちください魔王様、お背中を……」

「遠慮しておく！」

　クオンが追いかけてくる前に、ソリスは慌てて岩風ぶ呂ろを離れた。

　どこか他ほかに隠れやすそうな風ふ呂ろを探していると、木々に囲まれた風呂が目に止まる。

　風呂というよりは森の泉みたいな雰囲気なのだが、しっかりと湯気が立ち上っている。

　ゆっくりと足をお湯に入れていく。

　肩まで浸つかり、ほーっと息を吐く。

　心の底からまったりした顔で、

「あー、やっぱり温泉はいいなぁ……」




「ちなみに先パイ。実はここのお風呂、天然温泉じゃないんですよ」




　いきなり後ろから声。

　木々の間から現れたのはメイだった。

（しまった……！　接近に気付かなかった……！）

　迂う闊かつだった。

　木々に隠れて外から見えづらい＝こちらからも外側が見えづらい。

　メイが近づいてくる。

「今から何十年も前、『アカシア』の初代経営者は、温泉が出ることを見越してこのへん一帯の広大な土地を買い占めてこの旅館を作り、色んなトコロを掘ってまわったんですけど、どういうわけかこのあたりに限ってほとんど温泉が出なかったんですよ。ちょっと離れれば温泉宿だらけだっていうのに。でも商魂たくましい経営者は『どうせ温泉が出ないなら』と開き直り、普通に水道からお湯を引っ張ってきてたくさんの個性的な人工のお風呂を作ったんです。財力にものを言わせた強引な手段ですが、結果的にはそれで他の温泉宿との差別化に成功して、『アカシア』は鎮ちん魂こん桜ざくらの丘おか周辺で一番の旅館になったんですよ。掘れば温泉が出てくるのにわざわざ高いお金を費やして『アカシア』の真ま似ねをする温泉宿も他にありませんでしたし」

　ちゃぷん。

　メイがお湯に浸かる。

　おっぱいがお湯に浮かぶことをソリスは知った。

「た、たしかに冷静に考えれば、天然温泉に唐辛子だのミルクだの入れるわけないな」

　目のやり場に困って後ろを向く。

「で、でもまあ、こういう人工の風呂ってのもなかなかいいものだな。温泉の位置や泉質に左右されないぶん、自由な風呂作りが可能だったわけか」

「そうですねー」

　メイが接近してくる気配。

　早く逃げなければ。

　逃げるためには立ち上がらねばならず、立ち上がるとメイの目に見えてはいけないモノを晒さらしてしまうことになる。

　タオルは頭の上に乗せている。

　座りながらでも腰にタオルを巻くことは可能。

　しかし、まがりなりにも風ふ呂ろ好きを自認する自分がタオルを湯船に浸つけることなど出来るわけがない。

　自分の誇りに賭かけてそんなことは許せない。

（く──ッ！　どうする……!?）

　ソリスが迷っている間に。

「でも先パイ」

　ぴと。

　ふにょん。

　背中に当たる柔らかい感触。




「……人工物もいいけど、天然モノもいいですよ？」




「…………！」

　ソリスの呼吸が停止しそうになる。

　肌と肌が直接触れあっている。

　天然物のおっぱいが背中に密着している。

　ヤバい。

　これは、ヤバい……。

「うふふ、せ～んパイ♥」

　ぞくぞくぞくぞくっ！

　耳元で囁ささやかれ、全身に痺しびれが走る。

　さらにメイ、後ろからソリスの胸へとそっと手を伸ばしてきた。

　いっそう密着する胸。

　先端の点と点の感触まではっきりと判わかる。

「だ、ダメだ……これは、ダメだ……！」

　もう片方の腕も前に回される。

　重心を上下させたりくねったり。

　密着した胸が生き物みたいに背中で動いて、えもいわれぬ快感を与える。

　抜け出さなくてはいけない。

　この天国のような生き地獄から抜け出さなければ。

　メイから逃れるべく足に力を込めようとして──




「先パイ。これが女のコのカラダですよ♥」




　またも耳元で囁ささやかれ、ソリスの身体から力が抜ける。

（くっ、なんだ、何がどうなっている……）

　まるで魔法でもかけられたように自分の身体が自由に動かない。

（魔法……？　まさかこいつ、俺おれに魔法を!?　って、そんなわけないか）

　だが現に、自分の身体は動かない。

　これが女の子の身体。

　触れられるだけで自分の魂が吸いとられてしまいそうだ。

（それでも……俺は負けるわけにはいかないんだ……！）

　ソリスは歯を食いしばり、声を捻ひねり出だす。

「俺には……俺には好きな人が……」

　だがメイはソリスの言葉を遮り、

「そういえばわたし、これまで真面目まじめに言ったことがなかったですね」

　回された腕がほどかれ、背中からメイの感触が離れる。

「……？」

　怪け訝げんに思って振り返るソリス。












　その拍子にタオルが腰のあたりに落ちる。

　それを気にする余裕もない。

　メイは真剣な顔でソリスを見つめていた。

　大きな瞳ひとみで真まっ直すぐに。

　その瞳は少し潤んでいて、その唇は少し震えていた。

　大きな胸を腕で隠し、その手も少し震えている。

　背中に裸の胸を押しつけるという行為は、彼女にとっても実はかなり勇気がいることだったのだとソリスは悟った。




「ソリス先パイ、好きです」




　……これまで彼女に冗談っぽく好きだと言われたことはあった。

　好きにしていいんですよと笑いながら言われたこともあるし、胸を押しつけられたことなど数え切れないくらいある。

　でも、こんな真剣に、真っ直ぐに自分の目を見て好きだと告げられたことは一度もなかった。

（……俺おれは誤解していた）

　ソリスはこれまで、メイの好意というのは俳優や歌手に対する好意、あるいはペットを可愛かわいがるような好意と同種のものだと思っていた。

　言ってしまえばただの『お遊び』の好きだと思っていた。

　でも違った。

　彼女の好きはどうしようもなく『本物』だった。

　ソリスのマシロに対する『好き』と同じように、彼女は自分のことが『好き』だったのだと、ソリスは初めて気付いた。

　だから──真剣に答えなければならない。

「メイ」

　彼女の真っ直ぐな眼まな差ざしを正面から受け止める。




「俺はマシロが好きだ。君の気持ちには応こたえられない」




　腰にタオルを巻いて、立ち上がる。

　メイの横を通り抜けて、ソリスはその場を後にした。
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「最後は小細工も何もない、ただの正面からの告白とは……正直意外でしたわ」

　ソリスが去ったあともじっと動かないメイに、後ろから声。

　木陰から現れたのはキャロル。

「……盗み見してたんですか」

　振り返らずにメイ。

「妨害しなかっただけありがたいと思いなさいな」

　……本当はメイがソリスに抱きついているのを見るなり止めようと思ったのだが、メイの身体が微妙に震えているのに気付いて思いとどまった。

　もちろん、それ以上の行為に及ぼうとするなら邪魔するつもりだったが。

　キャロル、ぽんとメイの頭に手を乗せる。

「……ま、先ほどのあなたは悪くありませんでしたわよ。……頑張りましたわね、メイ・フラメル」

　なでなで。

「……なんでわたし、キャロル先パイに上から目線で慰められてるんでしょう」

　釈然としない様子ながら、黙って頭を撫なでられるメイ。

　と、不意にキャロルがため息混じりに言う。




「……ソリス様は、愚かですわ」




「……キャロル先パイ？」

　怪け訝げんな顔をするメイに、

「……あなたのあの告白で落ちないなど、人としておかしいとしか言いようがありませんわ。あれで駄目だったとなると、他ほかのいかなる手段をもってしてもソリス様の心を揺り動かすことは不可能でしょうね」

　押し黙るメイ。

　キャロルは再び嘆息。

「……でもまあ、そんなソリス様だからこそ、あの方はわたくしが認めた唯一の殿方なのですけど。何か一つの大事なものを見定めたら、どんなことがあろうと迷わない、惑わない、そんな強さ……いえ……怖さ……それがわたくしの認めたソリス様の本質ですわ」

　キャロルの言葉をメイは反はん芻すう。

「……つまりあれですか？　わたしやキャロル先パイに迫られて落ちてしまうようなソリス先パイは、キャロル先パイが好きになったソリス先パイじゃないってことですか？　それじゃ絶対に想おもいは叶かなわないじゃないですか……たとえ告白されてＯＫされても、そんなのはキャロル先パイが好きなソリス先パイじゃないわけで……」

「……そういうことになりますわね。まったく……厄介ですわね。不可能を可能にしなければならないなんて……」

　その言葉にメイは気付く。

　ソリスを振り向かせることが不可能だと確信しながらも、キャロルはソリスを諦あきらめる気など一切ないということに。

　キャロル・カリオストロはどこまでも魔道士だった。

　魔法の腕前に関係なく、他ほかに才能があるかどうかもどうでもよく、条理をねじ曲げて実現不可能な願いを叶かなえることを本気で志す人間こそが、生粋の魔道士なのだ。

「……さすがわたしのライバル」

「？　何か言いまして？」

　怪け訝げんな顔をするキャロルに、メイは振り向き、笑顔を作って顔を上げる。

「キャロル先パイには負けませんよ、って言ったんです」

　……しかしそれは、無理に作ったものだと丸まる分わかりの引きつった笑顔だった。

　キャロルが苦笑する。

「あなたも大概意地っ張りですわね……。こういうときは素直に泣いた方が可愛かわいげがありますわよ。ほら、わたくしの胸でお泣きなさい」

　が、それでもメイは頑かたくなに強がる。

「どうぞお気遣いなく。先パイの薄い胸を借りるなんて申し訳ないですし。大体、一回振られたくらいで泣いてたらこの先やっていけませんよ。さっき先パイ、『最後は』なんて言いましたけど、あんなの全然『最後』なんかじゃありません。一回振られたくらいでわたしが諦めるわけないじゃないですか。いつか絶対に先パイを振り向かせてみせます。不可能を可能にするのはわたしです。キャロル先パイも、敵に塩を送ってる暇があったらせいぜいおっぱいを大きくする努力でもしててください」

「……フッ……そうしますわ」

　キャロルが去っていく。

　その姿が完全に見えなくなり。

　真っ赤になったメイの瞳ひとみから、ようやく涙がこぼれ落ちた。

「あーあ……振られちゃったなぁ……振られちゃいましたよ、あははは……」

　渇いた笑いを漏らし……そしてメイは声を上げて泣いた。

　一人で顔をくしゃくしゃにしてボロボロ泣いた。

　今のうちに涙を流し尽くしておきたかった。

　ひとしきり泣いたそのあとは、不可能を可能にするための戦いの第二ラウンドを始めなくてはならないから。
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　一方ソリスは、メイのいる風ふ呂ろからかなり離れたところにある、洞どう窟くつを模した風呂に入っていた。

　心が重い。

　人一人の気持ちを拒絶するのは、思った以上に辛い。

「あー…………モテたくねえなあ……」

　心の底から、全人類を敵に回すような発言をするソリス。

「何があったのですかお兄ちゃん」

　洞どう窟くつの奥の方で声がした。

　ゲルニカだった。

「うおっ、いたのかニカ……」

「さっきからいました。ここは薄暗くてとても居心地がいいです」

「そ、そうか……」

　ソリスにはまったく理解できない感覚だ。

　ここは本物の洞窟と違って所しよ詮せんは風ふ呂ろなので別に恐怖を感じることはないが、キャロル達たちから逃げ回っていなければ多分入らなかっただろう。

（ていうかどうして温泉でこんな風に気を張りつめないといけないんだ。入浴ってのはリラックスするものだろう……）

　もっとのんびりしたかったなあと心底思う。

「お疲れのようですね、お兄ちゃん」

「まあな」

「今日はゆっくりお風呂に入って日ひ頃ごろの疲れを癒いやしましょう」

「そうだな」

　苦労性の少女の言葉に思わず苦笑する。

「ところでお兄ちゃん。大切なお話があるのですが」

「ん？」

　ゲルニカが近寄ってくる。

　もちろん全裸なのだが、自分はロリコンじゃないので平気だ。

（……は！　そういえばニカも俺おれのこと……）

　不意に思い出し、

「ま、待てニカ。その話は聞けない」

　後ずさるソリス。

　しかしゲルニカはなおも接近。

「そういうわけにはいきませんお兄ちゃん」

「いや、待ってくれ」

「申し訳ありませんがあまり時間がないのです」

「そう焦るなって！」

「お兄ちゃんは──」

　ゲルニカ頰ほおを赤らめ、上目遣いで。

「ま、待て、その先を言っては俺とニカの関係に罅ひびが、」




「──シェンファねえさまのことはお好きですか？」




　…………。

「……は？」

　首を傾かしげるソリスにゲルニカもう一度、

「シェンファねえさまのことは好きですか？　と訊ききました」

「会長のことを？　俺おれが？」

　ゲルニカは頷うなずく。

「はい。もっと具体的に言うなら……ねえさまにムラムラしますか？」

「え……会長のことは魔道士としては尊敬してるけど、別にムラムラとかは……」

「そうですか……」

　考え込むような様子のゲルニカ。

「ニカ？」

「……お兄ちゃん。お願いがあります」

　ソリスの顔を真剣な目で見つめ、

「……シェンファねえさまのことを、好きになってはいただけないでしょうか」

「…………」

　意味が解わからず戸惑う。

「え……いや、別に会長のことは嫌いじゃないけど……」

「では好きになってください。ねえさま相手にムラムラとかハァハァしてください。ねえさまのことを……せ、せ、せ、」

「せ？」

「性欲の対象にしてください！」

「ぶっ！」

　噴き出した。

「い、いきなり何を言い出すんだニカ」

　動揺するソリスにゲルニカは真っ赤な顔で、

「お願いします。どうかねえさまの肉体を欲望のままに貪むさぼりつくしてください。大丈夫です、ねえさまは意外と強引にされると弱いので、お兄ちゃんが迫ったら簡単に身体を開いてくれます。で、でも、できれば優しくしてあげてください。二人で高級なディナーを食べたあと星空の下でろまんちっくなせっぷんを交わし、あだるとな雰囲気になったあと、そのままベッドの中にもつれ込んで激しく愛し合うのです」

「お、お前は何を言ってるんだ……」

　呆あきれ顔がおになるソリスだったが、

「……お願いします、お兄ちゃん」

　ゲルニカの顔は真剣そのものだった。

「……何か理由があるのか？　まずはそれを聞かせてくれ」

「……！」

　問われ、ゲルニカは顔を伏せる。

「……ニカ？」

「…………ねえさまには、誰だれにも話すなと言われています」

　重く沈んだ声。

　何か嫌な予感がする。

「……ねえさまは」

　顔を上げたゲルニカの目には涙が浮かんでいた。




「……シェンファねえさまは、間もなく死にます」








幕まく間あい







　夕刻。

　カドゥケウス市の駅に、眼帯を付けたメイド服の少女が降り立った。

　シズ──かつての名はカイゼル・ファウスト。

　ハロルド・ファウストの実の娘にして、シェンファやゲルニカの義理の姉。

　クオン・エターニアと名乗った少女にシズが作り上げた秘密結社『灰色の蛇』のアジトを襲撃されてから約二十日。

　これまでずっと、組織を立て直すことに奔走していた。

　些さ細さいな情報も見逃したくなかったので事務仕事をほとんどシズ一人で行っていたのが災いして、かなり時間がかかってしまった。

　けが人の手当、新しいアジトの用意、組織の再編、そして……フラグメントの回収。

　クオンによって一度は奪われたフラグメントだが、なんと回収できてしまった。

　眼帯の下に隠し持っていたフラグメント《灰》を奪われ、その痛みで一時間ほど気を失ったシズは、慌ててアジトから出てクオンを追おうとした。

　そしたらどういうわけか、奪われた幾つかのフラグメントが無造作に地面に転がっているではないか。

　シズのフラグメント《灰》の『他ほかのフラグメントの力をしばらくの間封印する』という能力によって力を失ったため、持っていても無駄だと思ったクオンが捨ててしまったのかとも考えたが、点々とクオンの足取りをなぞるように落ちているフラグメントの数々を見ると、「捨てた」というより「落とした」ように見える。

　理由はさっぱり解わからなかったが、ともあれシズは、組織のメンバー達たちと協力してクオンが落としていったフラグメントを回収。

　結果、奪われたフラグメントは全すべて再びシズの手に戻ってきた。

　まあ、戻ってきたとはいえ《灰》の効力で一ヶ月ほどは使い物にならないし、壊されたアジトと自分を含めた数十人が重軽傷を負ったことを考えると決して「良かった」とは言えないのだが、それでも最悪の事態を免れたのは確かだ。

　大きな疑問を感じながらもシズは組織を立て直し、それと並行してクオン・エターニアの行方を調べさせた。

　そしてつい昨日、カドゥケウス市でその姿が確認されたという情報が入ってきた。

　それを聞いたシズは、大至急そちらへ向かうことを決めた。

　フラグメントを集めているクオンが、シェンファとゲルニカのいるあの街に現れたというのは、非常に危険な気がした。

「……シェンファ……ニカ……無事でいてくれればいいのですが……」

　駅を出たシズは、まずゲルニカとロジャーの滞在先へと向かった。

　プロ意識があるのかないのか、ロジャーはこの街での滞在先を隠しており、こちらからロジャーに連絡する手段もない。

　が、ロジャーのコートには、シズに居場所を知らせてくれる魔道具がこっそり仕掛けられている。

　シズが大事なのはゲルニカだけでロジャーの方はどうでもいいのだが、ゲルニカは女の子なのでどんどん新しい服が増えるため、下手をすると魔道具を付けたまま捨てられてしまう可能性があった。

　その点、ロジャーはほとんど同じ服を着ているから安心だ。

　ロジャーの反応を頼りに街を行くシズ。

　辿たどり着ついたのは小汚いホテルのシングルルーム。

「……まさかあの駄目男、可愛かわいいニカと一緒にこんなところで寝泊まりしているわけではないでしょうね……ニカが身体を壊したらどうするのですか……！」

　ゲルニカに不自由させないためにロジャーへは簡単そうな仕事を優先的に回し報酬もホーリーに内緒でかなり多めに渡していたのだが。

　ともあれシズ、部屋に入る。

　不用心にも鍵かぎはかかっていなかった。

　タンスと小さなテーブルとベッドしかない殺風景な部屋。

　部屋の中にゲルニカの姿はなく、ベッドの上では大きないびきをかいて寝ている駄目なおっさんが一人。

「こ、この男は……」

　頰ほおを引きつらせるシズ。

　ゲルニカがロジャーという事件屋のもとで暮らしていると知ったとき無む理り矢や理りにでも自分のもとに連れてくるべきだったと本気で後悔しながら、シズはロジャーを叩たたき起おこすのだった……。








第三章







　その夜。

　布団の中で、ソリスは眠れずに考え込んでいた。

　風ふ呂ろから上がったあと部屋に戻り、とてつもなく豪華な夕食が出たような気がするけど、何を食べたのかよく覚えていない。

　ゲルニカに聞かされた、とてつもなく重い話。

　──シェンファの余命はあと僅わずかしかない。

　狂気の魔道士ハロルド・ファウストによって、シェンファの身体には生まれたばかりのときフラグメントが埋め込まれた。

　それも№12という、ハロルドが持っていた中で最も上位のものを。

　ゲルニカや他ほかの孤児たちの中にもフラグメントを埋め込まれた子供はいるのだが、強力なフラグメントを赤ん坊の頃ころに移植されたのはシェンファ一人。

　それはシェンファに無尽蔵の魔力を与えると同時に、彼女の生命を刻一刻と削っていく。

　強力な魔法を使えば使うほど、彼女の寿命はどんどん縮まる。

　生前のハロルドの予測では、長くても十六歳くらいで死ぬと言われていたが、それよりも早くにシェンファの身体に限界が訪れた。

　……思い出してみれば、一ヶ月ほど前に公衆浴場でシェンファと交戦して以来、彼女は妙に大人しかった。

　ソリスの解職請求が出されたときも、以前のシェンファなら積極的に動き回って引っかき回していたはずなのに、ほとんど何もしなかったし。

　今日だって、馬車の中でシェンファはずっと寝ていた。

（死ぬ……会長が……）

　ソリスなど足下にも及ばない、正真正銘の学院始まって以来の天才として、将来は世界に名を轟とどろかせること確実だと思っていた彼女が。

　若くして……いや、幼くして。

　まだ十一歳の彼女が。

　十一歳といえばちょうど、ソリスが死霊術でマシロを蘇よみがえらせようとしてトラウマを負ったのと同じ年齢だ。

　あの頃ころの自分は、世界の中心が自分だと信じるような幼い子供だった。

　シェンファとは比べものにならないくらい未熟で馬ば鹿かな子供だった。

　あの頃の自分と同い年の少女が、死ぬ？

　なんだこの理不尽は。

　なんなんだこの不条理は。

（ふざけるな……！）

　ハロルドにか、何も言ってくれなかったシェンファにか、知らなかったとはいえそんなシェンファと戦って寿命を縮める一因となった自分にか、それともこんな不条理がまかり通る現実そのものに対してか……何に対して怒っているのかさえ判わからないような怒りがこみ上げてくる。

　目は完全に冴さえてしまい、眠れそうにない。

　起きあがり、ソリスは部屋を出た。

（……風ふ呂ろに入って気分を落ち着けよう。昼間はあんまり入れなかったし）





　　　†






　大浴場にはところどころに照明用の魔道具が設置されていて、夜中でも仄ほのかに明るく困ることはない。

　静寂の中、ソリスが向かったのは水風ぶ呂ろだった。

　長さ二十メートルほど、深さも一メートル半はある巨大な水風呂。

　……水風呂というか、これはもうプールだった。

　桶おけに水を汲くんで、頭から被かぶる。

　全身を冷たい水が打ち据える。

　飛び込む。

　風ふ呂ろ場ばで飛び込みなど行儀が悪いにもほどがあるが、ここに限ってはどう見てもプールなので抵抗はなかった。

　床を力強く蹴けりつけ、泳ぐ。

　滅め茶ちや苦く茶ちやに泳ぐ。

　浴槽の真ん中あたりに来たところで、

「うああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ────────ッ!!」

　大声で叫んだ。

　力の限り叫んだ。

　とにかく何かを叫びたかった。

　どうせ誰だれもいないし、問題ない。

　……と思いきや、




「……真夜中に何を叫んでいるのだソリス・アレクサンドロ」




　呆あきれたような声がした。

　慌てて振り向く。

　月と星が輝く綺き麗れいな夜空を背景に立つ、裸の少女。

　月の妖よう精せいかと見間違えるくらいに美しかった。

　普段ツーテールにしている髪を下ろしていて、しばらく誰だか判わからなかった。

「か、会長……」

　真っ赤になるソリスに、シェンファは楽しげに笑う。

「くっくっく、まあ気持ちは解わかるぞソリス・アレクサンドロ。誰もいないのをいいことに全裸になってみたり全裸で泳いでみたり全裸で大声を出してみたり……くくく、若いなあ」

　風呂場なので裸なのは当たり前なのだが、猛烈に恥ずかしい。

「……忘れてくださいお願いします」

　シェンファは浴槽の縁に腰を下ろしてぱしゃぱしゃ水を蹴りながら、

「くっくっく、どうしよっかなー」

　底意地の悪い笑みを浮かべる。

「……お、俺おれに出来ることなら何でも」

「ふーん？」

　シェンファ、しばらく考える様子を見せて、

「貴様が私のモノになることを誓うなら忘れてやってもいいぞ」

「……会長のモノになるとは具体的に何をされるんでしょうか」

　引きつった顔で尋ねるソリスに、シェンファは水を蹴けりながら考えて、

「そーだなー……まずはアレだな。えっちなことだ」

　からかうような顔。

　多分冗談なのだろう。

　だが、

「…………解わかりました」

　言って、ソリスは浴槽の真ん中からシェンファの方へ近づいていく。

「はへ？」

　シェンファがきょとんとした顔をする。

　それから顔を真っ赤にして、

「ちょ、ま、待つのだソリス・アレクサンドロ！　まずはその前にやっぱりアレだ、あ、あ……足を舐なめろ！」

　細い足がソリスの方に突き出される。

　どうだ出来ないだろうと言わんばかりの顔をするシェンファ。

「…………わ、解りました」

　シェンファのすぐ前まで来たソリス、彼女の足を手に取り、顔を近づける。

「ひゃあっ!?　ま、待て、待つのだソリス・アレクサンドロ！　やっぱなしだ！」












　慌てて足を引っ込めるシェンファにソリス、

「……出来る限りのことはしますから」

　真面目まじめな声音。

　余命幾ばくもない少女に自分が出来ることがあるなら、精一杯のことをしてあげたい。

　過酷な運命を背負わされた少女に、少しでも幸せになってもらいたい。

　それはソリスの紛れもない本心であり、人間としてまっとうな感覚だと思う。

　だから今は、たとえ偽りであっても、シェンファの気持ちに応こたえてあげるべきだ。

　きっとマシロだって解わかってくれる筈はずだ。

「……どうしたというのだソリス・アレクサンドロ。貴様……おかしいぞ？」

「い、いえ別におかしくなんかないですよ。たまには会長のワガママに付き合ってあげてもいいかなーって気分なだけで」

　動揺するソリスに、シェンファはますます疑念の色を強め……




「……聞いたな？」




　スッと目を細め、端的にそう言った。

「……ッ！」

　ソリスの身体がびくりと震える。

「な、何のことですか？」

「ふむ……やはり聞いたのか……ニカのやつめ……」

「な、何で!?」

　シェンファは「ふん」と皮肉っぽく笑う。

「やはりニカから私の身体のことを聞いたのか。まったく……」

「あ……！」

　シェンファの言葉はカマかけだったのだとようやく気付く。

「誤ご魔ま化かすのが下手だなソリス・アレクサンドロ。五年間天才の仮面を被かぶり続けてきた男とは思えん無様さだ」

　さらりと言う。

　本物の天才には、ソリスの必死の努力などお見通しだったらしい。

「……喜ぶと思ったか？」

　平淡な声でシェンファ。

「え……？」

「本当は私のことを好きでもなんでもないのに受け入れるフリだけされて、私が喜ぶとでも思ったかソリス・アレクサンドロ」

「そ、それは……」




「……馬ば鹿かにするなよ」




　シェンファは怒気を孕はらんだ眼めでソリスを睨にらみ付つけたまま、口を笑みの形に吊つり上あげた。

「いいことを教えてやろうソリス・アレクサンドロ。私はな……」

　シェンファの身体から金色の霧のようなものが湧わき上あがる。

　感情が昂たかぶるあまり、彼女の中の強大な魔力が溢あふれているのだ。

　……怒っている。

　めちゃくちゃ怒っている。

「……私は、他人に同情されるのが一番嫌いなのだ」

　怒っているのか笑っているのか判わからない歪いびつな顔で言う。

「……くっくっく……どいつもこいつも私を憐あわれむ。カイゼルねえさまもクロウリーのじじいもニカもザックも貴様も……『狂気の魔道士の実験によって幼くして死ぬことを運命づけられたかわいそうな女の子』に同情する。ボンクラどもがボンクラの尺度でこの私を勝手に『かわいそうなもの』と決めつけて憐れむ！　ふざけるな!!」

　激げつ昂こうの声と同時に、プールのすぐ近くに植えてあった木の葉が数枚、パンと音を立てて砕け散った。

　ゲルニカの話によれば、普通の人間と違いシェンファにとっての魔力とは生命力そのものと言っても過言ではなく、強力な魔法を使えば命を削るという。

　ならば今のシェンファは、命を垂れ流しているようなものではないか。

「か、会長、とにかく落ち着いてください！」

「黙れ！」

　シェンファは右手に金色の魔力を集め、ボールのように勢い任せに足下に叩たたきつけた。

　プールの縁が砕け散り、破片がソリスの顔に当たる。

「会長！　お願いですから魔法だけは……」

「黙れと言っただろうソリス・アレクサンドロ！　私に同情するな！　私を憐れむな！　私を馬鹿にするな！　私は私の思うままに、私の意の決するままに、何の配慮も手加減もなく全力で生きてやるのだ！　くだらん俗物ハロルドのためにこの私の自由が少しでも奪われることなど許されない！　私が許さないッ!!」

「会長……！」

　かつてハロルドに『長くとも十六歳で死ぬ』と告知されたシェンファが、自分の寿命を慮おもんぱかる様子など微み塵じんも見せずにことあるごとに魔法を使いまくっていた理由が解わかった。

　好き勝手に生きること──命を削ると知りながら魔法学校に入って魔法を使いまくったり、休日はいつもゴロゴロと自堕落に過ごして限られた時間を大事にしないことは、シェンファにとって運命と戦う行為だったのだ。

　残された時間が少ないことなど自分の生き方には何の影響も及ぼさないのだと誰だれにともなく主張し続ける、悲痛な戦い。

　傍はた目めには無意味に見える、彼女の誇りを賭かけた戦い。

　ソリスの安易な同情は、そんな彼女の誇りを傷つけた。

　だからソリスは全力で謝る。

　深々と頭を下げ、

「……すいませんでした会長。俺おれは会長のことを、力があるだけのワガママな子供だと侮っていました。会長は、尊敬に値するすごい魔道士……いえ、すごい女性です」

「……ふん。何を今さら」

　そう言いながらも、シェンファの魔力の奔流が収まる。

　ソリスは顔を上げ、シェンファの眼めを見てはっきりと告げる。

「だからさっきの言葉は取り消します。俺は会長とエロいことはしません。足を舐なめたりもしません。会長の気持ちには応こたえられません。ごめんなさい」

　シェンファは憮ぶ然ぜんとした顔。

「……こんないい女なのに？」

「はい。だって俺にとってはマシロの方がいい女だから」

　真顔で言うソリスをシェンファ暫しばし無言で見つめ……

「……………………ぷ」

　噴き出した。

「ふははははははははははは、何を真顔で恥ずかしいことを言っているのだ貴様は！」

　ソリス赤面。

「し、仕方ないでしょう！　本当のことなんだから！」

「くはははははは、面白い奴やつだとは思っていたがここまで面白いとは思わなかったぞ。どこまで色ボケが進行すれば気が済むのだ貴様は！」

「どこまでもですよ！」

　開き直って叫ぶソリスに、シェンファは暫しばらく笑い転げていた。

　ようやく笑いが収まり、少し皮肉っぽい笑みを浮かべる。

「……ふん……マシロの方が、か。……これまでは比較対象ですらなかったのが、最後の最後で私はようやくマシロ・アナスタシアと同じ土俵に上がることが出来たというわけだな。ふん……まったく……貴様はまったく……馬ば鹿かが。ふんっ」

　急に不機嫌な顔になり、ソリスに背を向けるシェンファ。

「……この私をきちんと女として見た上で振るとはまったく馬鹿だな馬鹿だ馬鹿に違いない。ばーかばーか」

　ぶつぶつ言いながら不意に振り返り、




「──ソリス」




　……名前を呼んだ。

　……名前だけを呼んだ。




「貴様と会えて楽しかったぞ」




　柔らかな笑みを浮かべてシェンファが言った。

　何気ない、あっさりした台詞せりふ。

　それはまるで遺言のように、ソリスの胸に突き刺さった。

「かい、ちょう……」

　泣きそうになるソリスをその場に残し、シェンファが歩き去ろうとした──

　そのときだった。




「……別れの挨あい拶さつは終わったようですね」




　淡々とした声。

　物音も立てず、亡霊のようにゆらりと現れた一人の男。

　アイザック・ラムサスだった。

　風ふ呂ろ場ばだというのに何な故ぜか服を着ている。

　暗殺者か死神を思わせるような黒装束に黒いマント。

　その手には魔剣《朱雀すざく》。

「アイザック……？」

　……何か不吉な感じがした。

「ふん」とシェンファが鼻を鳴らし、不敵な笑みを浮かべる。

　アイザック、鞘さやから剣を抜きシェンファに向けた。

「お、おい!?」

　慌てるソリスには目もくれず、アイザックは静かに言った。




「シェンファ・パラケルスス。貴女あなたに果たし合いを申し込む」
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　アイザック・ラムサス。

　四年前、トリス学院魔法剣士科の中等部に編入して瞬く間に頭角を現し、四年間ずっと首席の座をキープ。

　武術系では市内にアキレウス練武館があるため、学院の魔法剣士科は数ある学科の中ではややマイナーで、花形である精霊魔法科の天才ソリス・アレクサンドロの陰に隠れているものの、その実力は確かで宮廷騎士団からスカウトが来るほど。

　彼が学院に来る前の経歴を知るのは、生徒会長シェンファ・パラケルススのみ。

　悪名高い世界四大無法地帯──アメツチ王国の海上都市カルサス、クラテア共和国の灰かい都とイスマイラ、カンタローラ公国のヴェグ経済特区、そして、いかなる国の領土にも属さないガロット山岳地帯のバンデッドヘヴン。

　彼は、その中でも最も危険と言われるバンデッドヘヴンで生まれた。

　どうやって調べたのかは怪しいがそれなりに信しん憑ぴよう性せいがあるとされている統計結果によれば、この地方で生まれた男子の三〇％が山賊や盗賊になり、一〇％が傭よう兵へいになり、七％が奴隷になり、三％が殺し屋になり、残りの五〇％は何かになる前に死ぬ。




　アイザックは殺し屋になった。




　あるとき、子供の笑い声がうるさかったという理由で隣の家に住んでいた酒乱の男が乗り込んでいって夫婦を殺し、その直後、男は家の前をたまたま通りかかった別の男に喧けん嘩かをふっかけて返り討ちにあった。

　男を返り討ちにした通りすがりの男はそこそこ腕の立つ殺し屋で、たまたま育てていた弟子が仕事に失敗して殺されて他ほかの後継者を探していたところで、たまたま気まぐれを起こしてたった今孤児になった三歳の子供に自分の技を教えることにした。

　殺し屋はその子供に見込みがなければ殺して他の子供を探すつもりだったのだが、幸か不幸かその子供には才能があったらしく殺しの技術をめきめき習得していき、五年後男が仕事に失敗して殺される頃ころには、幼くして技術的には一人前の暗殺者になっていた。

　アイザック・ラムサスという男の名を受け継いだ少年は、そこそこ腕の立つ殺し屋として裏社会で生きることになる。

　それからさらに五年ほど経たち、アイザックが「そこそこ」ではなく「相当」腕の立つ殺し屋として知られるようになった頃、一つの大きな仕事が入ってきた。

　次期ヘルメス王国宰相最有力候補、アンデルス・クロウリーの暗殺。

　大の温泉好きで知られるクロウリー卿きようが、久々に休暇をとって娘と二人で旅行に出かける。そこを狙ねらって、彼を暗殺する……。

　お忍びの旅行とはいえ警備は厳重。

　しかしアイザックはその警備網を難なくかいくぐり、クロウリーとその娘が入浴している浴場までたどり着いた。

　ここからが本番。

　入浴中とはいえ、《十二人の偉大な魔法使いゾデイアツク》の一人でもある凄すご腕うでの魔道士。

　油断なく気配を殺して浴場へ侵入し──しかし運悪く、クロウリーの娘と鉢合わせしてしまった。

　赤と青の瞳ひとみを持つ金髪の幼女。

　ターゲット以外の人間を殺すつもりはなかったが、仕事に不測の事態は付きもの。

　取り乱すことなく冷静に、アイザックは幼女に刃を向けた。

　そして──返り討ちにあった。

　杖つえすら持っていない裸の幼女に、完膚無きまでに叩たたきのめされた。

　異変を察知した警備兵とクロウリーが駆けつけ、驚きよう愕がくのあまり放心状態のアイザックは逃げようともせず捕縛された。

　このまま連行され、暗殺を依頼したのは誰だれかと尋問されるのだろう。

　依頼主の素性どころか顔も名前も知らないのだが、本当に知らないということが判明するまで拷問され、そして最後は惨めに殺されるのだろう。

　育ての親でもあり師でもあった先代アイザックのように。

　……薄汚い暗殺者の自分にはお似合いの最期だ。

　死を覚悟したアイザックに、幼女は何な故ぜか機嫌よさげに笑った。

「なかなか面白かったぞ。暗殺術ではなく、正々堂々と真っ正面から敵を打ち破るための技術を会得していればもっと楽しめたのだが」

　命を狙ねらわれたことなど微み塵じんも気にしていない様子で、幼女はさらに驚くべき提案をしてきた。

　自分の通う王立トリスメギストス魔道学院の魔法剣士科に編入して、そこで最先端の戦闘技術を学ぶと良い、と。

　その言葉に、アイザックは激げつ昂こうした。

　両親を目の前で殺されて以来ずっと心を殺して生きてきて、初めて人を殺したときも育ての親が死んだときも一度も感情を表に出すことがなかった少年は、初めて涙を流して怒りに顔を歪ゆがませた。

　力で負けただけならまだしも、これまでの自分の人生をあっさりと全否定された気がして、ずっと押し殺していたものが一気に溢あふれ出だした。

　すると幼女は、ゾッとするほど酷薄な笑みを浮かべ、倒れ伏すアイザックの頭を裸足はだしでぐりぐりと踏みつけた。

「くくく、薄汚い野良犬の分際でいっぱしに怒りを感じるか。野良犬なりにプライドはあったと見える。だが、いくら吠ほえようと野良犬は所しよ詮せん野良犬だ。誇り高い狼おおかみになりたければ私を倒してみろ。いつでも相手になってやるぞ」

　アイザックは憎悪を込めて呻うめく。

「…………殺してやる」

　幼女は笑う。

「くははっ、やってみろ駄犬！　だが急げよ。私は遅くともあと十年以内には死ぬだろう。それまでに私を越えて見せろ。今この瞬間から、この私、シェンファ・パラケルススが、貴様の生きる目的だ」




　──そして、四年の歳月が流れた。
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「シェンファ・パラケルスス。貴女あなたに果たし合いを申し込む」




　静かに、しかし奥底に炎のような熱を秘めた声でアイザックは言った。

「ふん、せっかちな奴やつめ。せっかくのシェンファ様萌もえ萌え的なシーンだったのに、余韻に浸る暇もないではないか」

　シェンファが笑う。

　その裸身が、再び金色のオーラを放ち始める。

「……失敬」

　アイザックが軽く頭を下げる。

　それから少しだけばつが悪そうに、

「……本当はもう少し待つつもりだったのですが。あまりに……別れの場面としてあまりに……綺き麗れい、だったため……パラケルスス殿が『このまま綺麗に散っていくのも悪くないか』などと思われてしまうのではないかと危き惧ぐし、邪魔をした次第。生を諦あきらめた貴女の抜け殻に勝っても無意味ゆえ」

「ふん、まるで抜け殻になった私になら勝てると言っているように聞こえるな。貴様など寝ていても倒せるというのに」

　普段と同じ不ふ遜そんな態度でシェンファ。

　とても死期が近いとは思えなかった。

　……だからこそ、とても危うい感じがした。

「どういうことですか!?」

　ソリスより先に、アイザックの後ろから声が上がる。

　駆け寄ってきたのはゲルニカだった。

　アイザックは淡々と、

「……パラケルスス殿に想おもいを遂げさせて差し上げようという汝なんじの目もく論ろ見みは、完全に失敗に終わったと判断した。よって汝への協力はここまで。某それがしは己の目的に移る」

　推測すると、ゲルニカとアイザックは死期が近いシェンファのために、ソリスとシェンファをくっつけようと協力していたらしい。

　一週間前アイザックにシェンファの部屋に連れて行かれたことなどはその一環だろう。

「ザックお兄ちゃんの目的……？」

　怪け訝げんな顔のゲルニカに、シェンファが答える。

「ザックはもともと、私を倒すために学院に入学して最先端の戦闘技術を学び、私の配下になっていたのだ。ふん、これから先、私の力はどんどん弱くなっていくからな。本気の私に勝ちたいというザックの目的からすれば、仕掛けるタイミングとしては今がベストとはいかないがベターだろう。挑むに足る実力が伴っているかは別だがな」

「……侮らないでいただきたい。某それがしの見立てでは、一年ほど前から既に貴女あなたに対する勝算はあった」

　珍しく挑発的な物言いのアイザックに、シェンファは愉快そうに笑う。

「くっくく、今日はよく吠ほえるな、駄犬」

　シェンファの身体から放たれる魔力の濃度が上がる。

「いいだろう、相手になってやる。せいぜい私を楽しませてみせろ」

「……御意。準備は必要ですか？」

　全裸のシェンファに問うアイザック。

「いらん。私のメインウェポンはいつでも準備完了済みだ。貴様のためにな」

「光栄です」

　シェンファが指をぱちんと鳴らすと、シェンファの背後の空間から銀色に輝く十二個の球体が出現した。

　自動迎撃デバイス《イージスくん》。

　普段は異相空間に隠れていて、シェンファに対して害意のある魔力の流れを自動的に察知して防ぐというシェンファお手製の魔道具。

　詳しい仕様は知らないが、過去にはソリスの攻撃魔法をあっさり防いだほどのシロモノだ、並の魔道士が常時起動させておけるようなものではないのだろう。

　……それはつまり、シェンファの命を大きく削ることを意味する。

「やめてくださいねえさま!!」

　悲鳴を上げてゲルニカがシェンファに駆け寄る。

「そんな魔道具などしまってください。戦いなどしないでください。そんな暇があったら……えと……わ、私といやらしいことをしましょう、せっかくの温泉なのですから！」

　泣きそうな顔で言いながら、ゲルニカは着ていた服を脱ぎ捨てる。

「きょ、今日は特別に、私をねえさまの好きなようにしてかまいませんから、どんな恥ずかしいことをされてもいいですから、だから」

「くくく、なかなか嬉うれしいことを言ってくれる……」

　シェンファは笑い、しかしすぐにその笑みを消した。

「……が、少し大人しくしていろ」

「ねえさま!?」

　シェンファがゲルニカの背に手を当てる。

「拘束せよ」

　シェンファの手から無数の白い糸が出現し、ゲルニカの身体を瞬時に絡め取る。

「あうっ!?」

　全身をぐるぐる巻きにされて自由を奪われたゲルニカはその場で倒れる。

「ねえさまぁ……！」

　ゲルニカの悲痛な声。

「安心しろ。この戦いが終わればすぐに解いてやる」

「お願いですから戦わないでください！」

　懇願するゲルニカに、シェンファは嘆息する。

「ふう……。今いま頃ごろになって何をそんなに慌てているのだニカ。私が長くないことなど孤児院にいた頃ころから解わかっていたことで、貴様もこれまでそれを当然のこととして受け入れていたではないか」

「で、ですがこんなに早いなんて……」

「土壇場になって急にワガママを言い出すなんて、貴様はやはり幼女だなニカ。やーいやーいワガママ幼女」

　からかうようなシェンファ。

「幼女でもいいです！　そうです私はわがままな幼女です、だからねえさま、幼い妹を一人にしないでください！」

「一人ではないだろう。ロジャーもいるしカイゼルもいるしソリスもいる」

「でもねえさまがいません！」

「それは諦あきらめろ」

「嫌です！」

「……埒らちがあかんな」

　シェンファは嘆息し……ぐるぐる巻きになったゲルニカの身体にそっと手を触れる。

「寝ていろ」

　呟つぶやきと同時に、ゲルニカの身体が優しい白い光に包まれる。

「ね、ねえさま……なに、を……ふぁ……や、……ふあぁ…………」

　ゲルニカの目ま蓋ぶたが閉じていき、数秒後寝息を立て始める。

　白魔法の眠りの術だろう。

　身体に直接働きかけるタイプの魔法は、風邪薬や睡眠薬の取り扱いが難しいのと同じようにコントロールが難しく、未熟な術者が使えば効かないどころか逆に体調を崩したり精神を傷つける危険すらある。

　しかしシェンファは杖つえも使わずにあっさりそれをやってのけた。

　フラグメントで魔力が増幅されているのとは無関係に、やはり彼女は天才なのだ。

　その天才に、一人の男が挑む。

「……いざ、参る」

　アイザックが魔剣《朱雀すざく》を抜く。

「させるか……！」

　ソリスが走る。

　シェンファをかばうようにアイザックとシェンファの間に立つ。

「やめろアイザック！　自分が何をしているか解ってるのか！」

　怒鳴るソリスに、

「邪魔をするなアレクサンドロ。貴様こそ、何の権利があってオレのこれまでの研けん鑽さんを無にしようとする……！」

　淡々とした中に怒気を孕はらんだ声。

　そこでソリスはようやく気付いた。

「……！　まさかお前が言ってた『どうしても勝ちたい相手』って……」

　先日アイザックと二人で洞どう窟くつの調査に向かったとき聞いた、アイザックが魔法剣士科に入った理由（３巻　第三章　参照）。

　──どうしても勝ちたい相手がいる。

　──遅くとも五年以内にはそれだけの力を付けねばならぬ。

　恋愛もせず、宮廷騎士団からのスカウトも断り、将来のことを考えもせず、ただひたすらに腕を磨いてきたアイザック。

　たった一つの目的のために。

　それが──シェンファに勝つこと。

（……たしかにアイザックの言うとおりかもしれない……）

　アイザックが──アイザックでなくても──一人の人間が、自分の全存在を賭かけて定めた『生きる目的』を邪魔する権利など誰だれにもないのかもしれない。

　それがいくら傍はた目めには間違っているように思えても。

　ソリスだって、マシロを生き返らせることを邪魔しようとする奴やつが現れたら、間違っているのが自分の方だと解わかっていても全力で抵抗する。

　人の覚悟に、正しいか間違っているかという基準など無意味。

（……それでも）

「解ってるのかアイザック！　戦ったら会長は死ぬんだぞ！　つまんない見み栄えを張ってる場合か！　空気読めよ！」




「──空気を読むのは貴様だソリス・アレクサンドロ。ザックへのそれ以上の侮辱は、ザックの目的たる私への侮辱だぞ」




　叫ぶソリスの後ろから冷ややかな声。

　同時に、ソリスの身体が白い糸で拘束され身動きが取れなくなる。

　ゲルニカと同じように、何の抵抗も出来ないまま転がされるソリス。

「くっ……!?」

「貴様も大人しくしていろ」

「会長、どうして……！」

　ソリスを見下ろしてシェンファ、

「挑まれたから受ける、それだけだ。私は逃げないし、ザックも引かない。それにだソリス・アレクサンドロ。戦えばたしかに私の命は縮むだろうが……戦わなくてもどうせ近いうちに死ぬのだよ」

「それは……そうだけど……で、でも……」

　頭をフル回転させて、どうにか二人を説得する方法を考える。

　閃ひらめく。

　簡単だ。

「そうだフラグメント！　《賢者の石》の欠片かけらの中には会長を助ける力を持ってるものがあるかも！　俺おれがそれを見つけ出して会長を救ぐはっ!?」

　蹴けられた。

　抵抗も出来ず無様に地面を転がるソリス。

「……カイゼルと同じことを言う……馬ば鹿かめ……！」

　シェンファは憎々しげに呻うめく。

「貴様らごとき凡愚がこの私を救うだと……何様のつもりだ……！　私は誰だれの手も借りず私の思うまま自由に生きて自由に死ぬ！」

「そんな……」

　彼女が誇り高いのは解わかった。

　以前彼女と戦ったとき、フラグメントを憎んでいるとも言っていた。

　だが、助かる可能性があるにもかかわらずそれすら拒絶するというのは理解できない。

　これでは……遠回しな自殺じゃないか。

「何をムキになってるんですか会長！」

「ムキになってなんかないもん！」

　どう考えてもムキになっている顔で叫び、それからアイザックに向き直る。

「もういい！　この馬鹿のことはほっといて始めるぞザック！」

　アイザックが頷うなずき、魔剣《朱雀すざく》が炎を纏まとう。

「いざ、参る……！」

「来い！」

　疾駆するアイザック。

『イージスくん』がシェンファの前方に展開してそれを迎え撃つ。

「会長！　アイザック！」

　ソリスには、それを見ていることしか出来なかった。
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　その頃ころ。

　メイ・フラメルはバスタオル一枚を身につけただけの姿で自分の部屋を出た。

　目指すはソリスの部屋。

　何をやろうとしているかと言うと、夜よ這ばいだった。

　今日真っ正面から告白して振られたばかりなのだが……だからこそ、あえて今夜に仕掛ける。

　ソリスはモテるが、彼のことを好きな多くの女の子たちの『好き』は基本的に俳優や歌手に対するものと同じ『好き』で、遠巻きにきゃーきゃー騒ぐこと自体が楽しいのだ。

　よって恐らくソリスは、今日のように正面きって告白された経験は少ない。

　だから……その難局を乗り越えたばかりのソリスの心には隙すきが出来る筈はず。

　その隙を、隙を作った張本人であるメイ自身が突く。

　……無理をしていないと言えば噓うそになる。

　失恋したのだから、辛くて当たり前だ。

　正面から振られたことを思い出すと今も涙が出そうになる。

　だが、そんな自分の感情など押し殺してでも、目的を達成するために最も効果的な手段をとる。

　諦あきらめないと誓った瞬間から、温泉で泣きながらも頭では合理的に思考していた。

　メイもまた、根っからの魔道士だった。




「……！　メイさん!?」




　ソリスの部屋の前で、ライバルである魔道士とばったりでくわした。

「……キャロル先パイ……どうしてここに……」

　顔を引きつらせるメイ。

「……さ、さあ、何な故ぜでしょうね」

　とぼけようとするキャロル（バスタオル一枚）。

「……まさか先パイ、わたしを振ったソリス先パイの心の隙を突いて今夜一気にキメてしまおうなんて考えたわけじゃないですよね……？」

「そ、そんなわけございま」

「ちなみにわたしはそうです」

「なんて破は廉れん恥ちな！」

「キャロル先パイに言われたくありません！　振られた直後の優しい先パイ面は一体なんだったんですか!?」

　全力でツッコむメイにキャロルはしれっと、

「あれはあれ、これはこれですわ」

「……なかなか先パイもいい性格になってきましたね……」

　と、そこで不意に、ソリスの部屋の扉がゆっくりと開いた。

　メイとキャロルがびくっとする。

　騒いだせいでソリスが起きてしまったのだろうか？

「あ、あれ……？　メイちゃんにキャロルせんぱい……」

　……部屋から出てきたのはヒカリだった。

　例によってバスタオルを巻いただけの格好。

　彼女もまた、必要とあらば親友すら出し抜く狡こう猾かつな魔道士だった。

「ま、まさかヒカリちゃん……既にミッションコンプリート……!?」

「事後だと言いますの……!?　くっ、ゾンビ娘……この泥棒猫……！」

　ジト目の二人にヒカリは慌てて首を振る。

「ち、違います！　まだコンプリートしてません！」

「……まだ？」

「あ……いえ…………と、とにかく、ソリスせんぱいは部屋にいませんでした！　た、多分その……お風ふ呂ろに行ったんだと思います」

「「お風呂……！」」

　ヒカリの言葉に、メイとキャロルの目が怪しく輝いた。





　　　†






　さらに同刻。

　クオン・エターニアは、身体の一部が疼うずくような感覚に目を覚ました。

　が、自分の身体のどこにもおかしなところはない。

　疼いているのは……この身体にはない別の部分。

「はて……？」

　自分の直感の意味が解わからずに首を傾かしげる。

「……変な感じです」

　呟つぶやきながら、クオンは全裸のままカタナだけを持って部屋を出た。





　　　†






　シェンファとアイザックの戦いを、ソリスはただ見ていることしか出来ないでいた。

「いきなり全開！　フォーメーション六芒星ヘキサグラム！」

　シェンファの声と同時に銀色に輝く十二個の球体が出現、六芒星を形作り前方に展開、魔力障壁を発生させる。

「せいッ！」

　炎の魔剣を力強く振りかぶったアイザックの渾こん身しんの一撃は、《イージスくん》の圧倒的な防御力によってあっさりと弾はじき返かえされた。

　しかしアイザック、弾かれてもバランスを崩すことなくそのまま軽やかに跳躍。

　シェンファの頭上を飛び越え、バリヤの張られていない後方に着地、振り向きざま、シェンファに神速の突きを放つ。

　害意を持った魔力に自動的に反応してそれを防ぐ《イージスくん》は、その攻撃には反応しない。

　道具である魔剣《朱雀すざく》に害意などなく、ただ使い手の意志のまま敵を屠ほふるのみ。

　だが、魔剣に《イージスくん》が反応しないことなどシェンファも承知の上。

　アイザックがバリヤの死角から攻めてくることを予あらかじめ読んでいたシェンファ、振り返りもせず十二の球体を後方に移動、バリヤを展開。

　ガギンッ！

　魔剣の切っ先がシェンファに届く寸前で、アイザックの攻撃はまたしても弾はじかれた。

　その瞬間、

「七番から十二番、砲撃モード！　イージスカノン零距離射撃ッ!!」

　シェンファが叫ぶと同時に六芒星ヘキサグラムの中心から虹にじ色いろに輝く極太の光線が発射される。

　至近距離から放たれた超威力の砲撃を、アイザックは紙一重で回避。

　夜の闇やみを切り裂く虹が、その進行方向にあった大木と岩を音もなく消滅させた。

「ハッ!!」

　回避した直後からアイザックは再び攻撃を再開、しかしバリヤを張り続けている六機の球体によって弾かれる。

　シェンファは余裕の表情で、

「くくく、これは避けられるかな？」

　攻撃に回された六機の《イージスくん》それぞれが、虹色に輝く光の矢を連続して発射し始める。

　とっさに飛とび退のき、またしても紙一重で回避するアイザック。

　しかし攻撃は止まない。

　凄すさまじい勢いで間断なく連射される光の矢の雨。

　先ほどの極太光線より威力は劣るが、数は六倍どころではない。

　矢と矢の僅わずかな隙すき間まを見抜き、距離を取りながら超人的な体たい捌さばきで回避し続けるアイザックだったが、これではシェンファに近づくことすら出来ない──

　──と、思いきや、アイザックがいきなり跳んだ。

　高さ十メートルを軽く超える驚異的な跳躍。

「 襲しゆう朱雀すざく……ッ！」

　上空から獲物を襲う隼はやぶさの如ごとくシェンファを急襲する。

「バカめ！　一番から十二番まで全デバイス一斉射撃！　ターゲットは上の犬だ！」

　空中で思うように回避行動がとれないアイザックの身体に、《イージスくん》が放つ光の矢が怒ど濤とうの如く迫る。

　そして、




　ドスドスドスドスドスドス──────




　なすすべもなく全身を無数の矢で貫かれ悲鳴すら上げることなく、力尽き落下していくアイザックの身体──

「呆あつ気けなかったな……」

　──の後ろから、新たな黒い影が出現、炎の魔剣を振りかぶりシェンファに躍りかかる。

「なに!?」

　シェンファが目を剝むく。

　よく見れば、球体の直撃を食らったのはアイザックではなく、黒い布を被かぶせられた丸太だった。

　丸太の背後から現れた黒い影──本物のアイザックが静かに呟つぶやく。




「──忍法、変わり身の術」




　忍法。

　人知れず敵陣に忍び込み、敵の不意を突き、確実に殺し、そして確実に逃げることに特化した、アメツチ王国で発祥し裏社会で人知れず発展してきた技術。

　天地戦争においても『忍者』と呼ばれる忍法使いが敵指揮官や要人の暗殺に猛威を振るい、戦争が泥沼化する一因となった。

　孤児になったアイザックを拾った男は、そんな忍法使いの末まつ裔えいだった。

　魔法剣士科で正々堂々と戦うための技術を学びながらも、アイザックはこちらの鍛錬をも欠かすことはなかった。

「くっ！」

《イージスくん》のフォーメーションを立て直しバリヤを張る余裕はないと判断したシェンファ、銀色の球体を空中から襲い来るアイザックへ直接向かわせる。

　アイザック、弾丸のような勢いで迫る十二個の球体を、

「斬ざん……！」

　一瞬にして一つ残らず真っ二つに斬きり捨すてた。

　魔力障壁を張っていない状態の《イージスくん》など、魔剣《朱雀すざく》とアイザックの技量の前には紙切れ同然だった。

　かつてフラグメントの力を得たソリスでもまるで歯が立たず心を折られた《イージスくん》が、戦闘開始からわずか一分で破られた。

　無防備になったシェンファに、アイザックの剣が迫る。

「覚悟ッ！」

「やだね」

　炎を纏まとう刃がシェンファへと届く寸前、シェンファの身体が消えた──ように見えた。

「なっ!?」

　空振りし驚きよう愕がくの表情を浮かべたまま着地したアイザックの頭上から声。

「私の奥の手……重力制御デバイス《ルシファーくん》だ。私にぴったりな美しい魔道具だろう。天使みたいで」

　シェンファは空中にいた。

　背中から、ゆっくりと羽ばたく三対六枚の白い翼が生えている。

　翼を生やして長い金髪をたなびかせた裸の少女の姿は、たしかに無む垢くな天使のように見えなくもなかった。

　が、瞬間移動したかと見間違うような速さでアイザックの攻撃を紙一重で回避し、一瞬にして上空二十メートルほどの高さまで飛び上がったのだ。

　天使と呼ぶにはあまりに高い機動性だった。

「さすが……！　だが！」

　アイザックが剣を大きく振り上げると同時に、刃の纏まとう炎が桁けた外はずれに大きくなった。

「旋せん朱雀すざく！」

　大きく一振り。

　魔剣から解き放たれた炎が、翼を広げた巨大な火の鳥のように上空のシェンファへ向かっていく。

「無駄だバカめ！」












　超高速移動で難なく回避するシェンファ。

　だがアイザックの攻撃は終わらない。

「舞まい朱雀すざく！」

　剣を逆ぎやく袈け裟さに力強く振り上げると、今度は無数の小さな火の鳥の群れがシェンファに襲いかかる。

　大きく回避するシェンファ。

「まだまだ！」

　繰り返し火の鳥の大群を放つアイザック。

　何度も何度も……空を埋め尽くすような勢いで放たれる圧倒的な炎。

　いかに素早く動けようと、逃げ場を完全に塞ふさがれてしまえば回避のしようがない。

　シェンファの身体に火の鳥が食らいつくのも時間の問題──

　しかし、

「飽きた」

　こともなげにそう言って、シェンファは急に回避行動をやめてその場に静止。

　動きを止めたシェンファに無数の火の鳥が襲いかかり──

「防げ」

　……そのすべてが、めんどくさそうにシェンファが片手を突き出して前方に展開した魔力障壁によって防がれ、燻いぶるように消えていった。

　魔剣《朱雀すざく》の遠距離攻撃は、シェンファのイージスカノンとは比べものにならないほど弱い。

　先の『旋せん朱雀すざく』ならともかく、小さな火の鳥など《イージスくん》がなくても自力で防げるのだった。

「ならば──接近戦で勝負をつける！」

　叫ぶが早いか、助走もなくアイザックが大地を蹴けって跳び上がった。

「翔しょう朱雀すざく！」

　上空二十メートルを超える、人間のジャンプ力では届きようがない高さに浮かんでいるシェンファへと向かっていく。

　纏まとっていたマントを翼のように翻ひるがえし、アイザックは跳ぶ……いや、飛ぶ。

　剣を構え炎を撒まき散ちらして天に昇っていくその姿はまさに伝説の鳥、朱雀の如ごとし。

「そのマント、飛行用の魔道具か！　駄犬の分際で良いものを持っているではないか！」

　シェンファの《ルシファーくん》のような超高速とはいかないが、それでも弾丸を思わせるハイスピードでシェンファに向かって突進するアイザックに、シェンファが楽しげな声を上げる。

　そして、

「奥の奥の手──《エクスカリバーくん》」

　シェンファの手の中に現れたのは小さな金属製の筒。

　彼女がそれを一振りすると筒の先から金色の光が放たれ、長さ一メートルほどの棒のような形で固定。

　さながら光の剣。

　アイザックはそのまま勢いをゆるめることなく驀ばく進しんを続ける。

「愚かな！　オレに剣で挑むつもりか！」

「ふむ、それもそうか」

　シェンファはとぼけたような顔で言って、向かってくるアイザック目がけて光の剣を投げつけた。

「……!?」

　特に勢いがあるわけでもない投げられた剣を、アイザックは警戒の色を浮かべながらも難なく剣で弾はじく。

　光を失い、そのまま地上へ落ちていく《エクスカリバーくん》。

　それには目もくれずシェンファさらに上空へと昇り、

「奥の奥の奥の手、《サジタリウスくん》」

　突如シェンファの前方に三日月型の物体が出現。

　それから無数の光の矢が発射され、アイザック目がけて飛んでいく。

　さらに、

「奥の奥の奥の奥の手、《スターダストくん》」

　三日月の横に今度は球体が出現。

　無数の光の弾丸が撃ち出され、アイザックを襲う。

「奥の奥の奥の奥の奥の手、《スターゲイザーくん》」

　三日月と球体の真ん中に円筒状の物体が出現──それは大砲に見えた。

　発射口から、人など丸まる吞のみに出来そうな極太の光がアイザック目がけて放たれる。

「奥の奥の奥の奥の奥の奥の手、《トールハンマーくん》」

　バチバチと稲いな光びかりを放つ五つの巨大な球体が出現し、ゆるやかにアイザックへ向かう。

　それぞれが、直撃すれば間違いなく戦闘不能に陥る必殺の魔道具。

　その全すべてをアイザックは超人的な反応速度で弾き、あるいは回避し、ほとんど勢いを落とさないままシェンファに近づいていく。

　一方、外れたシェンファの攻撃は地上に破壊を撒まき散ちらし、地面を抉えぐり大地を揺らし温泉を蒸発させる。

　これではソリスやゲルニカまで巻き添えになりかねない。

「ヤバい……！」

　ソリスがそう思ったとき、不意に身体が自由になった。

「……ご無事ですか、魔王様」

　ソリスを拘束していた糸を斬きってくれたのはクオンだった。

　全裸なのに、何な故ぜかカタナは持っている。

「どうなってるんですか先パイ！　どうして会長さんとアイザック先パイが戦ってるんですか!?」

　声のした方を見ると、眠ったまま拘束されていたゲルニカをメイとヒカリとキャロルが助け出していた（例によって全員全裸だった）。

「知るか！　お前らどっかに避難してろ！」

　目の前に落下してきた《トールハンマーくん》の一つを慌てて避けながら、自棄気味に叫ぶソリス。

　それから派手な空中戦を繰り広げる二人に目をやる。

　シェンファの繰り出す無数の魔道具といい、アイザックが使った妙な術といい、《朱雀すざく》の能力を最大限に引き出した技の数々といい、立て続けに見せられたのはどれも本当に『奥の手』と呼んでも差し支えないシロモノばかり。

　僅わずか数分の攻防の中に、二人の傑出した魔道士の人生が詰まっていると言っても過言ではなかった。

（……俺おれにはこの戦いは止められない……）

　力量的にも不可能だし……何より、止めたくない。

　二人の命が危ないことを知りながらもこの戦いを見続けたいと思っている自分を自覚して、自己嫌悪に陥るソリスだった。

「くはは！　もっと派手にいくぞ!!」

　夜空にシェンファの哄こう笑しようが響く。

「くっ……！」

　光の矢がアイザックの足をかすめ、光の球がアイザックの腕をかすめ血が噴き出る。

　帯電した球体がかすったことで全身に電流が流れ、少し動きが鈍る。

　スターゲイザーの第二射により、魔剣《朱雀》の刃の上半分が消滅。

　さらに数発の光の矢と光の弾丸が直撃。

　それでも進み続け──アイザックはついにシェンファの間近に迫った。

「乱らん朱雀すざく……！」

　華麗にして豪快な連撃で、宙に浮かぶ魔道具《サジタリウスくん》と《スターダストくん》と《スターゲイザーくん》を全すべて破壊。

　残るはシェンファのみ。

「覚悟！」




　……にんまり。




　シェンファ、めちゃくちゃ嬉うれしそうな、ドＳ丸出しの邪悪な笑みを浮かべ、そっと含ませるように告げる。




「──スーパー奥の手、《イージスくんマークⅡ》」




　その瞬間、シェンファの前方に十二個の金色の球体が出現。

　虹にじ色いろの魔力障壁が展開される。

　折れた《朱雀すざく》では……いや、たとえ折れていなくても、これを破ることは不可能。

　使い手の技術でどうにかなる次元ではない、盾と剣の絶対的な性能差。

「く……ぐおおおおおおおおぉぉぉぉ────────ッ!!」

　アイザック、咆ほう吼こうと共に渾こん身しんの力を込めて折れた《朱雀》を投とう擲てき。

　手に持っていたら確実に使用者自身を焼き尽くすような巨大な青い炎を噴き出しながら飛んでいく《朱雀》。

　バリヤに《朱雀》が激突、バチバチと派手な火花を散らし──やがて炎は消え、《朱雀》は地面に落下していく。

「くはははははは！　勝負あったな、ザック！」

　しかしアイザックはシェンファを睨にらみ付つけたまま吼ほえる。

「まだだ！　それさえ破ればオレの勝ちだ!!」

「出来るものならやってみろ！」

　ゆっくり後退しながら言うシェンファ。

　同時に、さらに十二個の球体が出現。

　計二十四個のデバイスが二重の六芒星ヘキサグラムを描いてシェンファを守る。

　このタイミングでデバイスを追加する意味などない。

　単にアイザックに絶望を味わわせたいだけだろう。

　だが、彼の顔に絶望はない。

「やってみせよう!!」

　アイザック、《朱雀》を投げ捨てた右手をマントの中に突っ込み、背中に装備していたらしい何かを取り出した。

　それは刃渡り五十センチほどの剣に見えた。

　が、柄つかの先にあるのは刃ではなく細長い円えん錐すい。

　円錐には螺ら旋せん形の溝が彫られている。

「……ランスか？」

　怪け訝げんな顔をするシェンファに、

「穿うがてええええええええええええええええ──────────────────ッ!!」

　アイザックの叫びと同時に、キィィィィィンと耳を劈つんざくような高い音が響いた。

　円えん錐すい状じようの穂先（？）が、赤色の魔力を帯びて高速で回転している。

　アイザック、高速回転するランスをバリヤの中心に突き立てる。




　キギギギギギギィィィィイイイイィィィィィィィィィィィ─────────ッ!!




　耳障りな音、そして強烈な閃せん光こうと火の粉をまき散らし。

　ランスはバリヤを……精霊魔法中最高クラスの攻撃力を誇る《闇禍への供物アビスゲート》や魔剣《朱雀すざく》の渾こん身しんの一撃をも簡単に防ぎきった《イージスくん》、それもマークⅡ（勿もち論ろんパワーアップしているのだろう）の展開した超強力な魔力障壁を……削っていた。

　ギリギリと、ゆっくり、しかし確実に……ランスはバリヤを貫いていく。

「な……!?　くっ、バリヤ出力アップ！」

　球と球の間隔が狭まり、バリヤの層が目に見えて厚くなる。

　それでもランスの掘削は止まらない。

「くっ、なんなのだその槍やりは！」

　焦りの色を浮かべるシェンファに、アイザックは修羅のような形相で答える。

「螺ら旋せん槍そう……《グングニル》……!!」

「なんだそれは!?　聞いたことがないぞ！」

　アイザックは口の端を僅わずかに吊つり上あげた。

「……当然。貴女あなたが奥の手として隠し持っているであろう防御用魔道具……それを突破するためだけに……オレが自分で作ったものだから……！」

「馬ば鹿かな！　何な故ぜ貴様に魔道具が作れる！」

「助手として貴女の手伝いをしながら、技術を盗ませていただいた……！」

「この泥棒犬！　こんな……素人の作った粗悪品！」

「……その通り」

　アイザックがさらに笑みを深める。

　その顔は蒼そう白はくで呼吸は荒く、重病人のようにやつれていた。

　それでも、全身に漲みなぎる闘志だけは微み塵じんも衰えない。

「……『突破力』!!　ただそれだけを追求したがゆえ燃費は最悪……アレクサンドロやカリオストロならともかく、オレの魔力では三〇秒が限界……!!」

　最初からこの武器を使わなかったのはそのためだった。

　シェンファの攻撃をかわしながら扱えるような魔道具ではないし、最初の《イージスくん》を破るだけで魔力を使い切るわけにはいかなかった。

　攻撃用魔道具と《イージスくん》を自力で破壊したあと──つまりシェンファにトドメを刺すときまで、温存しておく必要があった。

　ミシッ、

　バリヤに罅ひびが入る。

「くっ、耐えろイージス！」

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

《朱雀》もなく、これが正真正銘、アイザック最後の一撃。

　この一撃でシェンファを……倒す……殺す！

「貫けえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ──────────────────────ッ!!」

　絶叫とともに。

　硝子が割れるかのようにパリン、虹色の輝きを放ちバリヤが砕けパラパラパラパラパラパラパラパラパラパラパラ散った。

　最強の盾を破った螺旋の槍は、ギユイイイイイそのままイイイイその先にいるシェンファの────────────中心へと向かい─────────────────────────────────────────────────……………………生身の身体に凶刃を突き立てるその寸前で、止まった。

　……………………

　…………

　……この瞬間のためだけに、四年間鍛錬を積みその合間を縫って独自の魔道具を作り上げる技術まで磨いてきたというのに。

　夢の中ですら一日も欠かすことなくシェンファとの戦いをイメージし、勝利と、そして彼女の死を脳裏に刻みつけてきたというのに。

　結局──最後の最後でアイザックはシェンファにトドメを刺すことが出来なかった。

　自分でも解わからないが、急に身体が動かなくなってしまった。




　そしてそれが、アイザックの命を救った。




「──ッ!?」

　戦士かつ暗殺者としての勘か、それとも生物としての本能か。

　不意に異様に嫌な感覚を覚えたアイザック、マントを翻ひるがえし咄とつ嗟さに後ろへ下がった。

　次の瞬間、アイザックの前方すれすれの空間を、地上から発射された巨大な光の柱が撃ち抜いた。

　その光により、螺ら旋せん槍そう《グングニル》は柄つかのみを残してほとんど消滅。

　アイザックの身体があと数センチでも前にあったら──

　シェンファにトドメを刺すための最後の一歩を踏み出していたら──

　絶対に、回避は間に合わなかっただろう。

　そして、その場所にいたシェンファの身体は……跡形もなかった。

　跡形もなく……光に吞のまれ、消し飛んでいた。

「な、にが……？」

　光の柱が消え、アイザックは呆ぼう然ぜんと地上を見下ろす。

　その先にあったのは小さな円筒状の物体……先ほどシェンファがどうでもよさげに投げつけてきた光の剣《エクスカリバーくん》だった。

　どうやらあれがシェンファを消し飛ばしたらしい。

「パラケルスス、殿……？」

　放心したように呟つぶやくアイザック。

　そのまま空を飛ぶための最後の魔力すら失い、落下していく。

　が。

　突如空中でその身体が後ろから抱きすくめられ、首筋にナイフが突き付けられた。

「……は？」

　何が起こったのか解わからず、アイザックは呆ほうけた声を上げた。




「くっくっく、勝負あったなザック」




　耳元で囁ささやかれたのはシェンファの声だった。

「…………ま、参りました」

　何が何だかさっぱり解らなかったが、負けを認めるアイザック。

　その声には、安あん堵どの色。

　ナイフを引っ込めたシェンファは、アイザックの身体を支えたままゆっくりと地上に降りて、翼を消した。

　そして得意げに笑う。

「くっくっく……貴様が私に内緒でよくわからん魔道具を作っていることなど、とっくの昔に気付いていたのだよ。それが私の防御を破ることに特化したものであることも想像がついた。私は、私が最後まで隠し持っている手札が防御用魔道具であることを貴様が見抜いていることを見抜いていたのだ。それを使わせずに勝つ方法も当然あったのだが、せっかくだから《イージスくんマークⅡ》の耐久性を試したくてな。正面から受けてやった」

　まだ混乱中のアイザック。

　と、そこでソリスやキャロル達たちが駆け寄ってくる。

　皆一様に混乱した顔。

「か、会長、なんで、え？　だってあの光に吞のまれて……俺おれの目が確かなら……それが突然アイザックの後ろに現れて……」

　そんなソリスにシェンファは笑う。

「貴様らの目が確かではなかった、というだけの話だ。途中からずーっと私はあそこにいたぞ。ザックが一生懸命目指していた私は幻影だ」

　あっさり言ったシェンファに絶句するアイザック。

「幻影……!?　馬ば鹿かな！　このオレが幻影を見抜けないなど有り得、」

「フラグメント№12《虹にじ》は、光を操る」

　その言葉に、アイザックとソリスが息を吞む。

　事情が分わからない他ほかの少女たちはきょとんとした顔。

「……光精霊や幻術とは比べものにならないほど自然に、自由自在に、私以外の誰だれも気付かないほど完かん璧ぺきに、人間が視覚で認識する世界の在り方を好き勝手に作り替えることが出来る。それが私の中にあるフラグメント《虹》の能力だ」

　淡々と言うシェンファ。

「で、ですが魔力障壁や魔道具まで使って……」

「出現座標をずらしただけだ。そう驚くこともないだろう」

　こともなげに言うが、そんなことが出来る人間はトリス学院内でシェンファ一人しかいないだろう。

「……ふん、《虹にじ》を使うのは七年ぶり……孤児院を焼かせた日以来だ。全身全霊で私に挑んできた駄犬に対する、私なりの誠意というやつだな」

　そう言って肩をすくめ、

「ま、雑魚にしてはよく頑張ったと褒めてやろう。特にあの回転する槍やり……優雅さに欠けるがなかなか面白い魔道具だ」

「……貴女あなたに敗れたあの日から……最後は正面突破と決めておりましたゆえ」

「ふん、そうか。……ふぁぁ」

　唐突に可愛かわいい欠伸あくびをして、眠るようにシェンファは目を閉じ、そのままばたりと倒れた。

　その身体は土気色で、生気が感じられなかった。

　さっきまで暴れ回っていた人間とはとても思えない。

「会長！」「パラケルスス殿！」

「どいてください！」

　慌てるソリス達たちを押しのけてシェンファに駆け寄ったのは、ゲルニカだった。

「ねえさま……ほんっとに、馬ば鹿かなんですから！」

　涙目になって、怒りと悲しみをない交ぜにした複雑な声でシェンファを罵ののしり。

　ゲルニカは突然、シェンファの唇にキスをした。

「ん……んちゅ……ふぁ……ンぁ……」

　舌を絡めた、ねっとりした口づけ。

　啞あ然ぜんとするソリス達の目の前で、シェンファの顔に生気が戻っていく。

「そういうことか……！」

　ソリスがマシロを人間の姿にするときのように、キスによってシェンファに魔力を供給しているのだ。

「ん…………ぁン…………ぷはぁっ」

　しばらくして、ゲルニカが唇を離す。

　シェンファは目を閉じたままだが、その呼吸は安らかだった。

「……助かった、のか？」

　恐る恐る問いかけるソリス。

「……こんなのは応急処置的なものでしかありません。私の《焼け野が原》の魔力と《虹》の魔力は性質が違いますから……干からびかけている海水魚を淡水に入れてとりあえず生きながらえさせるようなものです。『存在の維持』に特化したマシロさんの《黄ヨ泉ミ》のように普通の人とちゅうするだけでＯＫというお手軽仕様ではないのです」

　少し青ざめた顔でゲルニカ。

「……明日にでも本格的な魔力移譲の儀式を行います。そうすれば多少……数日か数週間かは判わかりませんが、少しは長く生きられるでしょう……。特殊な香を焚たいてちょっと頭がぽーっとして気持ちよくなる薬も飲んで、しっかりした魔法陣を描いてその中で……か、身体を重ねます。ねえさまは拒否するでしょうが、無む理り矢や理りにでもやってしまいます。ひんむいて縛って……。……そのときは手伝ってもらいますよ」

　ゲルニカ、アイザックに睨にらむような視線を向けた。

「まさか、まだねえさまと戦いたいなんて言うつもりはないでしょうね？」

「…………」

　無言のアイザックに、ゲルニカはため息をついた。

「……とりあえず、ねえさまを部屋に運びましょう。ソリスお兄ちゃん、お願いします」

「わかった」

　ソリスが頷うなずく。




　──その時、地面が崩れた。








幕まく間あい







　一方。

　ロジャーを叩たたき起おこしたシズが、ゲルニカはどこへ行ったのか尋ねると、今日は温泉宿に泊まるらしいという答えが返ってきた。

　ソリス・アレクサンドロやシェンファも同行しているという。

　とりあえずゲルニカとシェンファが無事らしいことを確認してホッとしつつ、簡単にゲルニカから目を離すロジャーや、仮にも命のやりとりをした相手と仲良く旅行に行くゲルニカやソリスの吞のん気きさに少し呆あきれた。

　クオン・エターニアという少女については何も知らないらしいが、この駄目なおっさんから何か有益な情報が得られることなど期待していない。

　……クオンがゲルニカ達たちと一緒にいるということなど、想像すら出来なかった。

　クオンについてはあとで街に残っている筈はずのアンジェラス三姉妹に調べさせるとして、シズはとりあえずゲルニカ達の泊まっているという温泉宿に向かった。

　何な故ぜかロジャーまでついてきた。

「……どうしてあなたまでついてくるのですか」

　ジト目で尋ねるとロジャーはだらしない笑い顔で、

「いや、よく知らんがなんか高級旅館らしいからな。お前さんについていけばおこぼれに与あずかれるかと思ってよう」

　たしかにもう夜だから、そのまま旅館『アカシア』とやらに泊まることになるだろうが、まさかこの男、宿代を自分に払わせる気だろうか。

　シズにとっては大した出費でもないが、なんとなく癪しやくだ。

（……まあいいでしょう。クオン・エターニアと遭遇したときの盾代わりくらいには使えるでしょうし……）

　そんなことを考えながら『アカシア』に到着。

　もちろん予約などしていなかったが、たとえ満室だったとしても金を積めばどうにかなると思っていた。

　……しかし、ならなかった。

『アカシア』の従業員は「リニューアルオープンは来月だから」の一点張りで、シズが通常の十倍の宿泊費を払うと言っても宿泊を認めてくれなかった。

　ではなぜゲルニカ達たちは泊まっているのかと訊きくと、現在泊まっているのはヘルメス二十四貴族の一つカリオストロ侯爵家の令嬢とその友人一行で、宿側がオープン前に特別に招待した客らしい。

　大事な客なので宿としては絶対に機嫌を損ねたくないとか。

　貴族と聞いてシズは怯ひるんだ。

　裏社会の住人であるシズは、正統派権力と正面からぶつかると弱い。

「あー、そういやペット自慢大会のときになんとかカリオストロって小娘と仲良くなってたっけか……おねえちゃんとか呼んでたな」

「くっ、ニカ……また新しい姉を作ったのですか……」

　よくわからない悔しがり方をして、シズはとりあえず旅館を出た。

　……そして建物の側面に回り込んだ。

　無理にでも侵入してみせる。

　最初は浴場の塀を乗り越えようとしたのだが、見たこともない魔道具が飛んできて危うく蒸発させられそうになった。

　手足にあらゆるものに張り付く吸盤みたいな魔道具を装着し、ぺたぺたと壁を上っていくシズとロジャー。

　その姿はまるでゴキブリのようだった。

　……ちょうどこのとき、浴場ではシェンファとアイザックの戦いが始まっていたのだが、浴場内の音は外に漏れないようになっているためシズ達は気付かない。

「……なあ」

　シズの下からロジャー。

「……なんですか」

「……いや……泊まるのは無理でもよう、急用があるって言えば面会くらいはさせてもらえたんじゃねえか？」

「…………………………あ」

　お金で解決できなかったことで頭に血が上り、まったく思いつかなかった。

「……まったく……おめえさんは常識ってモンを知らねえなあ」

「くっ……」

　よりによってこんな駄目なおっさんに言われてしまい、屈辱に顔を赤くするシズ。

「あー、それとだな」

「……まだ何か？」

「それ、ホーリーの旦だん那なの趣味か？　なんかパンツに宝石みてえなのがキラキラ……」

　シズのスカートの中身はロジャーに丸見えだった。

「!!」

　げしげし。

　蹴けった。

「や、やめろこんなところで！　ば、馬ば鹿か！　いてえ！」

「上を見ないでください！　覗のぞいたら殺しますよ！」

「べつにいいじゃねえか減るもんじゃねえし！　おめえさん、なかなかいいケツしてるぜゲヘヘ……ぎゃあっ！　うぎゃっ！　ひぎゃっ！」

　抵抗もできず悲鳴を上げるロジャー。

　と、そのとき。

　シズのすぐ隣で、客室の窓が開いた。

　外でこれだけ騒いでいれば気付かれるのは当然。

【なにをやってるんですか？】

　窓から首を出したのは一体のガイコツ──マシロだった。








第四章







「……地震？」

　誰だれかが呟つぶやいた。

　と同時に、ドドドドドドという轟ごう音おんとともにソリス達たちの立っていた地面が大きく揺れて、直後、浮遊感。

「はへ？」「うわあ!?」「きゃあああああああ!?」「ひゃああああああ!?」

　地面が崩れ、ソリス、アイザック、キャロル、メイ、ヒカリ、クオン、ゲルニカ、そして意識を失っているシェンファは、わけもわからず落下していった。

　落下の寸前、アイザックがシェンファとゲルニカを抱きかかえるのが見えた。

　生死を賭かけた戦いを繰り広げたあとでも、シェンファの身を守るという姿勢は貫いているらしい。

　だったら最初から殺し合いなんてするんじゃないとソリスが思う暇もなく、背中が強く地面に打ち据えられた。

「痛……っ！」

　顔をしかめるソリスの上に、

「きゃああああああああああああああ!?」「ぎゃふっ!?」

「いやああああああああああああああ!?」「ぐぎゅっ!?」

「ひゃああああああああああああああ!?」「ぎょぼっ!?」

　上からメイ、キャロル、ヒカリが順番に、ねらい澄ましたようにソリスの身体の上に落ちてきた。

「…………ぐ……うぐ……」

　ソリスは腰にタオルを巻いただけの状態、三人娘は全員素っ裸でしかも全員うつ伏せで裸の胸がダイレクトにソリスの肌に当たっているという非常にとんでもない状況なのだが、それどころではなく本気で死ぬかと思った。

「だ、大丈夫ですかソリス先パイ!?」

「ソリス様、まさかわたくし達をかばって……!?」

「さすがせんぱいです、私みたいなゴミ虫のために自分が下敷きになるなんて……せんぱいの代わりに私が死ねばよかったんです……」

　馬乗りになって口々に言う三人。

　大きいおっぱいと普通のおっぱいと小さいおっぱいが目の前にあるという素敵な状況なのだが、

「……おねがいしますどいてください……」

　弱々しく懇願するソリスに、さすがに慌てて立ち上がる三人。

「いてて……」

　痛みに顔をしかめながらソリスも立ち上がる。

「ご無事ですか、魔王様」

　これまた全裸のクオンが心配そうに尋ねてくる。

　手にはカタナを持ったままで、怪け我がなどをしている様子もない。

「私としたことが……お守りできず申し訳ありません……」

「いや、気にするなって。そんなに怪我もしてないし」

　全身すり傷だらけで結構痛いけど、命に別状はないだろう。

　アイザックも、シェンファとゲルニカを両りよう脇わきに抱きかかえた状態で落下したにもかかわらず安定した姿勢で着地したらしい。

「……ありがとうございます、ザックお兄ちゃん」

　ぺこりとお辞儀するゲルニカ。

　アイザックは先の戦いでボロボロで、他ほかの少女たちも薄汚れてはいるが、とりあえずみんなほぼ無傷。

　周囲には瓦が礫れきや土砂の山。

　大怪我しなかっただけでも奇跡的かもしれない。

「……つーか、一体何が起こったんだ？」

　まずは落ちてきた方を見上げる。

　頭上三十メートルくらいのところにぽっかりと穴が空いていて、そこから夜空が見える。

　上からはさらに、お湯がシャワーのようにざあざあと流れ落ちてくる。

　どうやら浴場のすぐ下に空洞が広がっていて、シェンファの魔道具がもたらした破壊で地面が抉えぐれ、その空洞に落ちてしまったらしいが……。

「せんぱーい、一緒に身体を洗いませんかー」

　メイたち三人とゲルニカが、さっそく土砂で汚れた身体を上から落ちてくるお湯で洗い流し始めている。

　かすり傷とはいえ雑菌が入るとまずいので、ソリスもメイたちから離れたところで急いで汚れを落とす。

　そのあと、周囲を見回す。

（自然に出来たものではないな……ここは……鬼の遺跡だ）

　約三十メートル四方の部屋。

　天井の高さは五メートルほど。

　床や壁はつるつるした大理石のような材質で出来ていて、ところどころ植物のツタが這はっていたり苔こけみたいなものがこびりついている。

　苔はほのかに光っており、夜中にもかかわらずそれなりに明るい。

　二千年以上も前にこの大陸に住んでいたという、『鬼』と呼ばれる古代人の遺跡には、この発光する苔が照明代わりに植えられていることが多い。

　四方の壁のうち三方向へは、通路が延びている。

「……浴場の下に謎なぞの地下迷宮ダンジヨンって、どういう展開だよ……いやまあ、迷宮って決まったわけじゃないけど……」

「くくく、なかなか愉快な展開ではないか」

　尊大な口調。

　アイザックの隣で、シェンファが立っていた。

「会長！　目が覚めたんですね！」

　ホッとするソリスに、シェンファは笑う。

「ふん。地面が崩れたときに既に意識は戻っていたぞ。命を助けてやったこと、感謝するがいいソリスよ」

「へ？」

「気付かなかったのかボンクラめ。ザックでもあるまいし、三十メートルも上から落ちて無事で済むわけがなかろう」

「……！　会長、まさか魔法で俺おれを」

「うむ。落下の衝撃をやわらげてやった。お？　よく見れば血が出ているではないか。治してやろう」

「や、やめてください！」

　さっき意識を失ったばかりだというのに、命を大事にしないにもほどがある。

　よく見れば顔色もあまり良くない。












　が、ソリスの制止も構わずシェンファの手から緑色の柔らかな光が発生してソリスの身体を包み、見る間に傷は癒いえてしまった。

「感謝するがいい」

　得意げなシェンファに、怒りがこみ上げる。

「どうしてそうホイホイ魔法を使っちゃうんですか！」

「気にするな。大体、貴様が怪け我がをしたのは私の責任でもあるからな。私が治してやるのが筋というものだろう」

「会長はそんなこと気にしないでください！　会長はいつものように自分勝手に俺おれたちに迷惑をかけてくれればいいんです」

「そうか、なら自分勝手にこれからも魔法を使いまくることにする」

「しないでください！」

「貴様の言うことは支離滅裂だな」

　からかうように笑うシェンファに泣きそうになる。

「とにかく、今後は魔法は絶対に使わないでください。それから、あとでニカから魔力の補給も受けて──」

「ちなみにそれをやると、ニカの寿命が縮むぞ」

　さらりと言ったシェンファに絶句。

　向こうでメイ達たちと戯れているゲルニカとシェンファを見比べる。

「ニカはそれを知って……」

「当然だろうが。……ふん……まったくどいつもこいつも、自分の人生を他人のために費やそうとする……愚かしいな」

「ッ！　……会長……ッ！」

　嘲あざ笑わらうようなシェンファの言葉。

　それはソリスにとって絶対に許せない言葉だったけれど、シェンファの声の中にどこか悲しげな響きが混じっていた気がして、ソリスは反論の言葉を吞のみ込こんだ。

「…………とにかく、まずはここから出ましょう」

「どうやって出るつもりだ？」

「そりゃ風魔法で空を……あ」

　言われて気付く。

　杖つえがないので今のソリスは魔法が使えない。

　キャロルも当然杖なんて持ってないし、シェンファに魔道具を使わせるのは論外。

　アイザックを見ると、

「……某それがしにも無理である。先の戦いで完全に魔力が切れた」

　たしかに今のアイザックはシェンファ以上に顔色が悪い。

「それじゃそのマントみたいな魔道具を貸してくれ。俺がそれで助けを呼んでくる」

「無謀。この《鴉カラス》は空中での高速戦闘のみを目的に作り上げたもの。製作者の某でさえ、気を抜けば暴走する」

「どんだけ無む茶ちやな仕様なんだよ……」

　呆あきれるソリス。

　本当に全すべてを賭かけてシェンファに挑んでいたんだなと改めて悟る。

「ソリス、私の《ルシファーくん》ならひとっ飛びだぞ」

「却下です」

「ふん。困った奴やつだ……」

　ソリス嘆息。

「仕方ない……ここでマシロか旅館の人が助けに来るのを待つか……」

　広大な浴場の、本館からかなり離れた場所とはいえ、地面に大穴が開いたのに気付かないということもないだろう。

　朝までにはきっと助けが来る筈はずだ。

　……朝まで裸でいるのは辛いので、出来ればすぐに来てほしいけど。

　と、そのとき。

「……魔王様。今、何か向こうで物音がしました」

　傍らにいたクオンが微妙に緊張した声で言った。

「物音？」

　クオンが指したのは通路の一つ。

「何も聞こえないけど……」

「……いや、確かに何か聞こえる」

　アイザックが真剣な顔で言って、通路の方を見据える。

　感覚の鋭い彼が言うのなら間違いないのだろう。

　耳を澄ませていると、ほどなくソリスの耳にもその音は聞こえてきた。

　かちゃ、かちゃ……

　金属の鳴るような音が規則的に聞こえてくる。

　しかもだんだん近くなっているようだ。

「みんなこっちへ来い！」

　水浴びをしていたメイ達たちを呼ぶ。

　ソリス達の顔から異常を察知したのか、慌ててやってくる全裸の少女たち。

　かちゃ、かちゃ、かちゃ、かちゃ…………

　通路から部屋に現れたのは、人型をした何かだった。

　全長二メートルほど。

　鈍く光る黒い鎧よろい……先日キャロルが着ていたのと同じような、アメツチ式の大鎧。

　その手には、穂先が十字型になっている真っ黒な槍やり。

　兜かぶとで顔が隠れているが、目の部分が赤い輝きを放っている。

「答えるがいい！　貴様は人間か!?」

　ゆっくりと近づいてくる謎なぞの鎧よろい武者に、物もの怖おじした様子もなくシェンファが尋ねる。

　しかし鎧は無反応。

「……『リビングメイル』でしょうか？」

「リビングメイル？」

　ゲルニカの言葉にキャロルが首を傾かしげる。

「リビングメイルとは、スケルトンやゾンビと同じような理屈で動くアンデッドの一種で、死体や骨の代わりに全身鎧を用いて製作されるのです。ゾンビやスケルトンは冥めい界かいを漂うエネルギー体を死体に送り込んで『これが自分の肉体だ』と錯覚させるのですが、元々が生物ではなく、しかも中が空洞の鎧でそれをやるのはかなり難しく、しかも重たいので憑ひよう依いが成功してもまったく動かないということもよくあります。ただ、死体や骨と違って頑丈で腐敗もしませんしメンテナンスも容易なので、いったん製作に成功すればゾンビやスケルトンよりも遙はるかに長持ちする頼れる下僕になってくれます。リビングメイルの製作に成功すれば、死霊術師として一流と言えるでしょう」

「うちの学科では教えてくれませんけどね」

　とメイが口を挟む。

「あら、何な故ぜですの？」

「魔法の練習用に鎧なんて使えるわけないじゃないですか。お金がどれだけあっても足りませんよ」

「？　どこの家庭にも必ず五着や六着くらいは大鎧があるものではなくて？」

「いつの時代の話ですかそれ……そんなのキャロル先パイのおうちか、よっぽどの古アメツチフリークだけです」

　現代において鎧は完全に骨こつ董とう品ひん扱い。

　ソリスも一応知識として学んではいるが、実家にも鎧なんて置いてなかったから、実際にリビングメイルを作ったことはない。

　……しかし今はそれが幸いして、リビングメイルに対してはあまり『アンデッドである』という感覚がなく、恐怖を感じない。

「……それにわたし、リビングメイルってあんまり好きじゃないんですよね。なんか情緒がなくて。がちゃがちゃうるさいですし」

　がちゃがちゃ音を立てて近づいてくる鎧を見て、やれやれと肩をすくめるメイ。

　鎧がいきなり槍やりを構えて突進してきたのはそのときだった。

　鈍重そうな外見に反して、凄すさまじく速い。

「ひゃっ!?　も、もしかして怒っちゃいました!?」

「あ、謝りなさいメイさん！」

「ご、ごめんなさい！　ホントはリビングメイル大好き！　アイラブユー！」

　突進してくるリビングメイルに慌てて謝るメイだったが、もちろん言葉が通じた様子はない。

　あっという間に距離を詰められ、メイの胸が十じゆう文もん字じ槍やりに貫かれようという直前、アイザックがメイの身体を抱きかかえて攻撃を回避。

「あ、ありがとうございます先パイ」

　どうも本気で命が危なかったらしいと悟り、少し青ざめた顔でメイ。

　リビングメイルの攻撃は続く。

　慌てて離れるソリス達たち。

「こっちだ！」

　アイザックが地面に落ちていた瓦が礫れきを兜かぶとにぶつけると、リビングメイルのターゲットはアイザックに変わった。

　風を切る音と共に高速で突き出される槍。

　回避、さらに回避、回避、回避、

　連続で繰り出される突きを、アイザックは華麗に避け続ける。

　シェンファとの戦いで消耗しているというのに、見事なものだ。

　しかしこのままではまずい。

　魔力を使い果たし、愛用の魔剣《朱雀すざく》も螺ら旋せん槍そう《グングニル》も先の戦闘で失われ、アイザックに攻撃手段はない。

　ソリスとキャロルは杖つえがなく攻撃魔法が使えない。

　死霊術師のメイとヒカリとゲルニカはそもそも戦力外。

「……く……」

　アイザックの動きがどんどん鈍くなっていくのが傍はた目めにも判わかる。

　このままではいずれ……。

（やっぱり会長に頼るしかないのか……!?）

　ソリスが思ったそのとき、




「……どいてください」




　アイザックの後ろから高速で飛び出してきた影が一つ。

　カタナを鞘さやから抜いたクオンが、迫るリビングメイルに向かって飛びかかった。

「危な──」

　ソリスが叫ぶよりも早く、クオンのカタナが銀色の軌跡を描きリビングメイルの槍の真ん中を斬きった。

　かきん、と甲高い音を立てて地面に落ちる槍の先端から半分。

　得物が半分になったにもかかわらず鎧よろいの攻撃は止まらない。

　リーチが短くなったとはいえまだカタナよりは長い。

　金属の穂先がなくても人間の身体くらい貫通しそうな勢いの突き。

　自分の身体の中心を正確に狙ねらって繰り出される攻撃を、クオンは顔色一つ変えないままかわしつづけ、そして不意に鎧よろいの懐に飛び込み、カタナを一いつ閃せん。

　素早くカタナを鞘さやに収め──飛とび退のく。

「……消えなさい、物ものの怪け」

　その直後。

　圧倒的な防御力を誇る鎧が、上下真っ二つに分断された。

　槍やりを突き出す動作を継続したまま、がしゃがしゃと派手な音を立てて地面に崩れ落ちるリビングメイルの上半身。

　兜かぶとが転がる。

　予想通り鎧の中には誰だれもおらず、黒い霧のようなものが空気中に拡散するのが見えた。

　残された下半身の方も、暫しばらくは失った上半身を探すかのように動き回っていたが、やがてがらがらと崩れてそれきり動かなくなった。

「……すごいなクオン……」

「お褒めに与あずかり光栄です魔王様」

　間抜けな顔で言うソリスに、はにかんだ笑みを見せるクオン。

　彼女が実際にカタナを使うのを見るのはこれが初めてだが、とんでもない腕前だ。

　彼女の正体がますます気になる。

「クオンちゃんがいれば安心ですね！」

　メイが吞のん気きに笑う。












　が、

「……いや……」

　アイザックが固い声を漏らす。

　リビングメイルが出てきた通路を睨にらみ付つけたまま。

　かちゃ、かちゃ、かちゃ、かちゃ、

　がちゃ、がちゃ、がちゃ、がちゃ、がちゃ、

　がちゃ、がちゃ、がちゃ、がちゃ、がちゃ、

　がちゃ、がちゃ、がちゃ、がちゃ、がちゃ、

　ガシャ、ガシャ、ガシャ、ガシャ、ガシャ、ガシャ、

「まさか……」

　ソリスの耳にもはっきりと聞こえる、鎧よろい武者の足音。

　しかも先ほどよりも明らかに大きい……というか、多い。

　音はどんどん大きくなってくる──走っている。

　ほどなく、足音の主たちが部屋の中になだれ込んでくる。

「な……!?」

　絶句。

　現れたのは、軽く二十体を超えるリビングメイルの集団だった。

　武器は十じゆう文もん字じ槍やりだけでなく、カタナや斧おのを持っている奴やつもいる。

「だ、大丈夫か、クオン」

「……命に代えても、今度こそ魔王様をお守りしてみせます」

　固い声で言うクオン。

「……今度こそ？」

「はい？」

　聞き返すソリスに、クオンは首を傾かしげた。

　どうやら無意識のうちに口走った言葉らしい。

　クオンの記憶のヒントだと思われるものの、今は悠長に考えている場合ではない。

「ここは逃げるぞ！」

「わ、わかりました先パイ！」「悔しいですがそれが最善ですわね……！」

「……ふん、リビングメイルの群れなどこの私が一撃で蹴け散ちらして」

「はいはいちょっと黙っててください会長」

　なおもしつこく妄言を吐くシェンファを、ソリスはお姫様だっこした。

「ひゃっ、や、やめるのだソリス、恥ずかしい……」

　顔を赤くするシェンファにかまわず、リビングメイルが出てきたのとは別の通路に向かって走り出す。

「大人しくしててくださいね会長」

「あ……うん……わかったからあんまり見ないで……私は今、裸だから……」

（……何言ってるんだこの幼女……これまでもずっと全裸だったし、前に裸で俺おれのベッドに侵入してきたこともあるだろうが！）

　恥じらうシェンファにツッコみたいのをぐっとこらえて走る。

　メイやゲルニカたちもソリスに続いて逃げ出す。

　後ろからがちゃがちゃという音。

　逃げ出したソリス達たちを、リビングメイルの群れは追撃してきた。

「……アレクサンドロ。パラケルスス殿は某それがしがお運びしよう」

　アイザックが隣で言った。

「真っ青な顔して何言ってる。俺にまかせとけ」

「……承知した」

　何な故ぜか不機嫌そうな様子だった。

「……魔王様、私がここで敵を食い止めます」

　通路の入り口でいきなり足を止めたクオンに怒鳴る。

「いいからお前も逃げろ！」

「……それは命令ですか」

「そうだ！」

「……了解です」

（……ったく、どいつもこいつも……なんでもっと命を大切にしないんだ!?）

　必死で走りながら、内心で毒づくソリスだった。





　　　†






　遺跡の中をデタラメに軽く五分以上全力疾走し続けて、ようやくリビングメイルの群れを撒まくことに成功した。

　現在、ソリス達は落ちてきた部屋の四分の一ほどの広さの小部屋にいる。

　耳を澄ましても、鎧よろいの足音は聞こえない。

　ふう、と大きな息をつくソリス。

　幸い全員足は速く体力もあったのでどうにか逃げ切れたものの、かなり危なかったのは確かだ。

　これまでソリスが訪れたことのある遺跡の中でも一際保存状態がよくて走りやすかったのも幸運だった。

　裸足はだしだから、もしもここが石がゴロゴロ転がっているような洞どう窟くつだったら今いま頃ごろ血まみれになっていたところだ。

　逃亡中に追っ手以外のガーディアンと遭遇することがなかったのもよかった。

　多分、天井を破って侵入してくる人間を想定していなかったのだろう。

　迷宮のあちこちにバラバラに配置するより、入り口あたりの必ず通りかかる場所に戦力を集中しておいた方が、基本的には無駄がないし。

　シェンファとアイザックが戦った位置がちょっと違っていれば、敵に発見されることもなかったのに。

　まあ、逆にいきなりリビングメイルの集団のど真ん中に放ほうり込こまれていた可能性もあるので、これも幸運だったと思うことにしよう。

　無む理り矢や理りポジティブに考えて、『裸で未知のダンジョンを探索する』という特大の不幸を誤ご魔ま化かそうとするソリス。

　こんな馬ば鹿かげた状況、考えたことすらなかった。

「ハァ、ハァ……なんと、か、逃げ切れ、まし、た、ね……ハァ、ハァ……」

　この中では最も体力がないであろうヒカリが、荒い息をつきながら言った。

　長い髪が汗で身体にはりついて、ただでさえ全裸だというのにいっそうエロい感じになっている。

「……あんなに機敏に動くリビングメイル、どれだけレベルの高い死霊術師が作ったんでしょうね……ちょっと興味深いです」

　メイが言う。

　こちらもさすがに疲労の色は隠せない。

「……そもそも、どうして鬼の遺跡にアンデッドがいるのでしょうか」

　ゲルニカ。

　最年少でありながら意外なことに平然とした様子。

　そういえばこれでもプロの事件屋で、逃げ足も速かった。

「自然発生したものではありませんの？」

　さして興味もなさそうなキャロルの言葉をソリスは否定する。

「……ゾンビやスケルトンならともかく、さっきニカが説明した通り『これが自分の身体だ』と誤解させることが困難な鎧よろいに、死霊が自然に取とり憑つくことはまずない。それも何十体も。……あれは明らかに他ほかの人間が作ったものだ」

　鬼の遺跡に侵入者を排除するためのガーディアンがいることはたまにあるらしいが、アンデッドのガーディアンという話は聞いたことがない。

『鬼』は人間よりも優れた魔法文明を持っていたらしいから、彼らが高性能なアンデッドを生み出してもおかしくはないが、しかしあのリビングメイルは五百～三百五十年ほど前の戦場で活躍した大鎧。

　二千年以上も前に姿を消した『鬼』がそんなものを使うわけがない。

　一ヶ月ほど前に遺跡でアンデッドと遭遇したことが一度だけあったけど、あれはメイとヒカリが死霊術の練習で作り出したものだ。

　今回の場合、『鎮ちん魂こん桜ざくらの丘おか』に遺跡があるという話すら聞いたことがないから、学生が練習で作ったという線は薄い。

「……そういえばこの遺跡のこと、旅館の人は知ってるのかな？」

　ふと浮かんだ疑問を口にすると、メイがぽんと手を打った。

「あ、なるほど。温泉目的で片っ端から掘りまくったんですから、少なくとも当時のオーナーが『地下に何かある』ってことを知ってたのは確実ですよね。ハッ！　まさかあのリビングメイルを作ったのは、この旅館の昔のオーナー!?」

「まあ、可能性の一つではあるな」

　頷うなずくソリス。

　と、そこでシェンファが口を開いた。

「真相の解明は後でゆっくりやるとして、だ。今はどうやって地上に戻るかの方が先決ではないか？」

「……！　会長が珍しくまともなことを!?」

「ふん、私にそんな無礼な物言いをしない方がいいぞソリス。どうせ貴様、ここへ来るまでの道順など覚えていないのだろう？」

「……う」

　シェンファの言うとおり、とにかく闇やみ雲くもに逃げたせいで落ちてきた部屋に戻るための道順なんて解わからない。

　よくよく思い返せば、結構たくさん分岐があったような気がする。

「あ、それならわたし覚えてますよ」

　メイが意外なことを言った。

「なに……？」「え!?」

　驚くシェンファとソリスに、

「先パイ慌ててるみたいでしたから、どうせ適当に進んでるんだろうなーって思って、一応通ってきた道は頑張って記憶してみました」

「あの……実は私も覚えてます道……」

　おずおずとヒカリが手を挙げ、さらにキャロルも、

「わたくしも当然ながら記憶しておりますわ。遺跡の探索はこれが初めてというわけでもありませんし、常識ですわねおーっほっほっほっほ！」

「……某それがしも、覚えている」

「私も覚えていますお兄ちゃん」

　アイザックとゲルニカまで。

「ってことは、道が解らないのは俺おれだけ……!?」

　愕がく然ぜんとするソリスに、

「……ご安心ください魔王様。私も道など覚えておりません。魔王様の背中だけをただ見ていましたから……」

　可愛かわいく恥じらうように言うクオンに、メイキャロルヒカリが何な故ぜか動揺する。

「そ、そういうアプローチの仕方は思いつかなかったです……！」

「……クオン・エターニア……わたくしの最大のライバルはメイさんではなく彼女かもしれませんわね……恐ろしい娘……！」

「うう……珍しく役に立つところを見せてせんぱいにアピールしようと思って腐りかけの脳のう味み噌そで頑張って記憶したのに……やっぱり私如ごときが分不相応なことをするからいけないんですどうせ役に立たないならこんな脳、こんな脳、こんな脳！」

　愕がく然ぜんとした顔のメイ＆キャロルと、自分で頭を壁にぶつけ始めるヒカリ。

「で、どうするのだソリス。来た道を戻るのか？」

　ソリスはしばらく考える。

　この小部屋は、来た道の反対側にも通路が続いている。

　進むか、退ひくか……。

「……そうですね……またあのリビングメイルと鉢合わせするとマズいですけど……やっぱりあの部屋で助けを待ってるのが一番確実ですし、戻りましょう」

「……残念だが、今戻るのは不可能である」

　いきなりアイザックが言った。

「へ？」

「……敵です、魔王様」

　クオンがカタナの柄つかに手をかけた。

「……まさか」

　耳を澄ましてみる。

　がちゃ、がちゃ、がちゃ、がちゃ、がちゃ、

「…………」

　この小部屋に来た通路の方から響いてくるのは、紛れもなくリビングメイルの足音。

　……というわけで、ソリス達たちは再び逃げることになった。

　謎なぞの遺跡の奥へ奥へと──……。
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「……記憶を失っている？」

【はい】

　マシロから、一緒にこの旅館にやってきたメンバーの中にクオン・エターニアと名乗る少女がいたという話を聞き、シズは戦せん慄りつを覚えた。

　カタナに髑どく髏ろ模様の着物という特徴も一致する。

　しかしどういうわけか、クオンは記憶を失っており、さらにはソリス・アレクサンドロのことを『魔王様』と呼んで懐なついているのだとか。

　奪ったフラグメントを落としていったことといい、わけがわからなかった。

　ふと閃ひらめく。

（……いえ、もしかするとその逆……記憶を失ったから、奪ったフラグメントを落としてしまった……？　アジトを出た直後に記憶を失うような出来事が？）

　クオンもまた誰だれかと敵対していて、その敵に襲撃された？

　どうもしっくりこない。

　もっとよく思い出してみる。

　そして、とある一つの可能性を思いつく。

（……記憶を失った原因はもしや、私が彼女に……正確には彼女の背負っていたフラグメントを狙ねらって撃った《灰》のせいなのでは？）

　フラグメント№13《灰》はフラグメントにのみ効果があり、人間には何の効果もない。

　それが効いたということは、答えは一つ。




　──クオン・エターニアの正体は、フラグメントである。




　フラグメントには様々な形のものがあり、一番多いのは宝石型だが、他ほかにもダーツ型のフラグメント、剣型のフラグメント、仮面型のフラグメント、薬型のフラグメントなどがある。

　だから生物型──人間型のフラグメントがあったとしても不思議ではない。

（……自らの意志を持つ人間型フラグメントが、他のフラグメントを集めて魔王の復活を狙っている？）

　とんでもない話になってきた。

　どうしたらいいのか判わからないが、とにかくシェンファやゲルニカ、そしてソリスにこのことを伝えて対策を考えよう。

　そう思い、マシロとロジャーと共にシェンファの部屋へ。

　しかし彼女の姿はなく、ゲルニカとソリスも部屋にはいなかった。

【もしかしたらお風ふ呂ろかもしれません】

「なるほど」

　……大浴場にぽっかり開いた大穴をシズ達たちが見つけるのは、それから間もなくのことだった。
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　再び全力疾走すること五分。

　今度もどうにかリビングメイルの集団から逃げ延びることが出来た。

　もちろん道は記憶している。

　その後も止まることなく、慎重に周囲を警戒しながら進むソリス達。

　非常に今さらだが、この遺跡を守っているのはリビングメイルだけとは限らない。

　ガーディアンだけでなく、侵入者を排除するためのトラップが仕掛けられている可能性もあるし。

　魔法も使えず何一つ身につけていない状態なので、どんなに単純なトラップでも命にかかわる危険がある。

　もっとも、これだけ動き回っても特にトラップらしいトラップは見当たらなかったので大丈夫だろうとは思う。

　リビングメイルを作り出した人間か他ほかの侵入者によって、既に元々あったトラップは解除されたあとなのかもしれない。

「それにしても、何にもないダンジョンですねー」

　メイがきょろきょろしながら言う。

「確かにな……。財宝の一つでもあればいいのに」

　部屋も通路も多いかなりの規模（歩いた距離から推測すると、少なくともホテル『アカシア』の大浴場と同程度の面積はあると思われる）の遺跡にもかかわらず、本当に『遺跡だけ』という感じで、財宝どころかゴミ一つ落ちていない。

『鬼』の食器とかでもいいから落ちていてくれると、それなりの値段で売れるのだが。

　そんなことを考えながら進むと、比較的大きな部屋に出た。

　広さは落ちてきた部屋と同じくらいの、正方形の広間。

　やって来た南側の通路の他に、西側に一本の通路が続いている。

　それ自体はこの遺跡内で何度もあった構造。

　しかし一つだけ他の部屋と異なる点があった。

　東側の通路のない壁に一つ──小さな扉。

　この遺跡内で扉を見るのは初めてだ。

「怪しい……」

　一行は扉へと近寄る。

　鈍く輝く黒色の扉。

　鍵かぎ穴あなも取っ手もなく、真ん中あたりに水晶のようなものがはめ込まれている。

　その近くに、小さく文字が刻まれている。

　少し字体が古いが、紛れもなくヘルメス王国公用語──人間の言語だった。

　つまりこの扉は遺跡に元からあったものではなく、人間があとから取り付けたということになる。

　……この先に何があるというのだろう。

　クオン以外の全員が興味津々といった様子。

　魔道士は基本的にみんな好奇心旺おう盛せいなのだ。

　シェンファが扉に刻まれた文字を読み上げる。

「……『我が血を捧ささげよ』、か。ふむ……面倒な……」

「どういう意味ですか？」

　首を傾かしげるソリスに、

「封印タイプの魔道具にはよくある仕掛けだ。登録した人間の魔力を識別して、その人間でなければ扉を開けることは出来ない。『血』というのは恐らく、親子や子孫の魔力でも可という意味だろうな」

　魔力には個人差があり、その性質は遺伝によって決まってくる。

　その法則を発見したのはカドゥケウス市の初代市長でもある魔道士ベナンザ・アルキメデス（１巻　第Ⅴ章　参照）だから、この扉が作られたのは最長でも約三百年前ということになる。

　ともあれ、誰だれが設置したかも判わからない以上、開けるのは無理だろう。

「わたくしの高貴な魔力でどうにかなりませんかしら」

　キャロルが進み出て、水晶に手を当てて魔力を注いだ。

　水晶は仄ほのかに青い光を放ち……すぐに何の反応もなくなった。

「無礼な水晶ですわね！」

「キャロルお姉ちゃん、さすがにそれは理不尽でしょう……」

　ゲルニカが呆あきれた顔で言った。

「……まあ、開かないなら破壊してしまえば済むことだが。ザック、壊せるか？」

　シェンファが言うとアイザック、即座に無言で扉を蹴け飛とばす。

　勢いのある一撃だったが、かこんと小さな音がしただけで扉はびくともしなかった。

「……痛い」

　無表情で言うアイザック。

「……次は私が」

　クオンが前に進み出て、カタナを構える。

　リビングメイルを両断するほどの腕前ならいけるかもしれない。

　しかし、

「……はッ！」

　キンッ！

　甲高い音を立ててカタナは弾はじかれた。

「……固いです」

　淡々と言ってカタナを鞘さやに収める。

「……刃こぼれとか大丈夫か？」

「問題ありません、魔王様」

　シェンファが苛いら立だたしげに唸うなる。

「むむー……こうなったらやはり私の魔道具で……」

「……いい加減にしないと本気で怒りますよ」

　ソリスが少し怖い顔をして言うと、

「え……あ……はい……ごめんなさい……」

　シェンファは意外と素直に謝った。

　その反応に戸惑いつつ、ソリスは何となく扉の水晶に手を当ててみる。

「……まあ、この扉を破壊するのはまた後日ってことで」

　そう言いながらとりあえず、魔力を水晶に注いでみる。

　すると水晶は、先ほどキャロルが試したときよりも強い輝きを放ち……数秒後。

　ゴゴゴゴゴゴゴ────…………。

　唸うなるような音を立てながら、扉はゆっくりと真ん中から開いていった。

「……なんか開いちゃったみたいですけど」

　シェンファの方を振り返り、困った顔で言うソリス。

「さすがです、魔王様」

「何な故ぜですの!?　わたくしのときは無反応でしたのに！」

「きっと扉もキャロル先パイよりソリス先パイの方が好きなんですよ。違いが分わかるいい扉ですね」

「なんですってこのゾンビ娘！」

　そんなメイ達たちを尻しり目めに、ソリスは扉の向こう側へ目を向けた。

　短い通路の先に、部屋が見える。

「……貴様の魔力で開いたということは、この扉を設置したのは貴様の先祖ということになるな」

「……まあ、そうなるんでしょうね」

　釈然としないながらも頷うなずく。

　たしかに死霊術の名門であるアレクサンドロ家の人間なら、あんなハイレベルなリビングメイルを作れても不思議ではないのだが……何故カドゥケウス市の地下の遺跡に？

　この先にその答えがあるのだろうか。

「……とにかく行ってみよう」

　緊張しながら、ソリスは先頭に立って部屋へと向かった。

　部屋の中には明かりがなく、入り口周辺が廊下の苔こけの光でぼんやりと見えるだけ。

　恐る恐る中を覗のぞき込み…………

　すぐ近くにリビングメイルがいた。

「うわああっ!?」

　思わず悲鳴を上げて飛とび退のくソリス。

「どうしたんですか先パイ!?」

　一行に緊張が走る。

「魔王様！」

　クオンが瞬時に抜刀しソリスの前に進み出て、部屋の中に侵入する。

「……！」

　リビングメイルを発見して息を吞のみ……すぐにホッと息を吐いた。

「……ご安心ください魔王様。これは物ものの怪けではありません」

「……へ？」

　怪け訝げんな顔で再び部屋に入る。

　部屋の入り口近くの壁にいたリビングメイルは、まったく動かない。

　どうやらこれはリビングメイルにされていない普通の鎧よろいらしい。

「……な、なんだ……脅かしやがって……」

　安あん堵どの息を吐くソリス。

「ふふっ、驚きすぎですわソリス様」

「くくく……このビビリめ」

　シェンファ達たちも部屋に入ってきた。

「く、暗くてよく見えなかったから仕方ないだろ……」

　顔を赤くして言うソリス。

「……明かりをつけよう」

　アイザックが言って、服のポケットから何やら小さな紙切れを取り出した。

「それは？」

「低級の魔法を封じ込めておける符である。目め眩くらましくらいにはなるかと、念のため持っておいた。……むんっ」

　アイザックが少し念を込めると、紙切れが光を放ち始めた。

　精霊魔法《照明光ライテイング》に酷似した光が室内を照らす。

　紙切れはそのままさらさらと砂のように消えていった。

　これで部屋の中が全部見えるようになった。

「……なんか倉庫みたいだな」

　約十メートル四方の小部屋に、鎧以外にも色んな物が置いてある。

　ソリスをびびらせた鎧の隣に、同じような鎧が五体ほど並んでいる。

　また、その近くの壁にはカタナや槍やりや槌つちや盾が立てかけてあった。

　壁際の戸棚には、フラスコやビーカーなどの実験器具、ガラスの瓶に入った薬品や、枯れた植物や風化した動物の骨などが並んでいる。

　瓶の中にあるのが何の薬なのか興味を惹ひかれるものの、有毒な気体でも出てきたら困るのでこの場で開けるようなことはしない。

　無造作に並べられた武具の中には、杖つえもあった。

　どれもかなり古く、剣やカタナは軒並み錆さび付ついていて、杖はボロボロ。

「……ふむ。……何もないよりはマシか……」

　アイザックが一番まともな状態だった一振りの剣を取る。

　魔剣ではない普通の剣。

　杖もとりあえず一本だけ、どうにかまだ使えそうなものを発見できた。

「魔石もあるようですわね」

　キャロルが近くの木箱を開けて言った。

　その中には幾つかの魔石。

　赤サラマンダー、青ウンデイーネ、緑シルフ、茶ノーム、金ウイスプ、黒シエイド…………精霊魔法を扱うための六種類全部揃そろっていて、他ほかにも小動物の頭ず蓋がい骨こつとか蝙こう蝠もり型の彫像とか、杖つえに取り付けて魔法を使うための触媒にするパーツが豊富に揃っている。

　こちらは特に劣化は見られず、杖にセットすればそのまま使えそうだ。

「見てこれ！」

　メイが棚の引き出しから黒い布……マントを引っ張り出して叫んだ。

　それを見てキャロルとヒカリとゲルニカがホッとした顔をする。

「こ、これでようやく身体を隠せます……」

　少女たちだけでなく、半裸のソリスとしてもマントは欲しい。

　みんなして棚に群がる。

　中にはマントの他に服らしきものも入っていたが、残念ながらそっちは風化が酷ひどくパリパリになっていて着れたものではなかった。

　恐らくマントの方には長持ちするように魔法がかけられていたのだろう。

　……しかしマントは三着しかなかった。

　無言で見つめ合う。

「ソリスお兄ちゃんはタオルがあるから問題ありませんよね」

「……問題ないわけでは全然ないが、お前らが優先して身につけるべきだとは思う」

　全裸のゲルニカに淡々と言うソリス。

　努めて気にしないようにしてきたが、合計六人もの裸の女の子と一緒というこの状況にはそろそろ本気で頭がおかしくなりそうだ。

「わたしが最初に見つけたんだから一枚はわたしのですよね」

「あら、目上の者に譲るのは後輩の義務ではなくて？」

「あ、あの、私のような見苦しい身体こそ真っ先に隠されるべきだと思うんです……たしか世の中にはこんな格言もありますし……『臭い物には蓋ふたを』」

「ていうか、キャロル先パイは別に隠さなくても……」

「メイさんこそ隠す必要はないでしょう。だってわたくし、牛に服を着せるなんて聞いたことがありませんもの」

「あはは、わたしもまな板に服を着せるなんて聞いたことがありませんよー」

「あらあら冗談がお上手ですわね脳のう味み噌そ絞りたての乳牛の分際で」

「いえいえ、存在自体が冗談みたいな大平原のキャロル先パイには負けちゃいますよ」

　……これまでずっと裸だったくせに、マントが出てきた途端に揉もめる。

　やっぱりみんな平気なフリをしていただけで、羞しゆう恥ち心しんがないわけではなかったのだと判わかり、ソリスはむしろ安心した。

「ふん、服など着なくても別にかまわないではないか。どうせここにはソリスとザック以外女しかいないし」

　堂々とぺったんこの胸を張るシェンファに、アイザックが無言で自分のマントをかけた。

「……ふん。気遣いが遅いぞ犬」

「申し訳ありません」

　少し顔を赤くして憮ぶ然ぜんとするシェンファに頭を下げるアイザック。

「……仕方ありません。マントを二つに斬きりましょう」

　この中では一番まともなゲルニカがまともな提案をした。

　マントの一つを手にとって、クオンに差し出す。

「クオンお姉ちゃん、お願い出来ますか？」

「わかりました」

　言うが早いか、クオンはいきなり抜刀しゲルニカの手にしたマントに一いつ閃せん。

「ひゃっ!?」

　びっくりして尻しり餅もちをつくゲルニカ。

　はらりと上下二つに分わかれるマント。

「こ、こわかったです……」

　涙目になりながらゲルニカ、続けて残り二つのマントも斬ってもらう。

　これでマントは六枚になった。

　ソリスメイキャロルヒカリゲルニカクオンがそれを身につける。

「うーん、本当にギリギリって感じですねえ」

　隠す範囲を広げようとマントを引っ張りながらメイ。

　幸いにしてマントの丈は長く、半分にしても危険な部分だけはどうにか隠せる程度の面積はあった。

　……が、本当にギリギリなので、動くたびにチラチラしてしまい、むしろ全裸よりも気になってしまうかもしれない。

　特にメイは尻を完全に隠そうとすると胸がこぼれ、胸を隠そうとすると尻がこぼれるという感じできわどい。

　しかし女の子たちよりもっとアレなのはソリスだった。

　マントが上半身しか隠せないので、タオルを巻いた下半身はそのまま。

「ぶっ」

　あまりに間抜けなソリスの姿に、シェンファが堪えきれず噴き出した。

「ど、どうしましょう……先パイからすごい駄目オーラが……」

「こないだの解職請求も、この格好だったら通ったかもしれませんね……」

　メイとヒカリに何か可哀かわい想そうな生き物を見るかのような目を向けられ、本気で泣きたくなった。

「……アイザック。俺おれたち、友達だよな？　だからズボンを貸してくれないか」

「……すまぬ」

「くっ、薄情者め……」

　何か他ほかに着るものはないかと部屋を見回す。

　大おお鎧よろいがあった。

（……論外だ）

　重いしサイズも違うし、素肌の上に直接着られるものじゃない。

　と、そこで部屋の隅っこにちょっと大きめの木箱を発見。

　もしかしたら衣類が入っているかもしれないと期待しつつ、埃ほこりを被かぶっていたその蓋ふたを開ける。

　……入っていたのは、変わったデザインの巨大な杖つえだった。

　ソリス達たちが普段使っているような細いロッドではない、物語に出て来るような老魔法使いの杖をイメージさせる太い樹きの杖で、長さはソリスの身長ほどもある。

　それに一匹の蛇の彫像が巻き付いている。

　ソリスはその杖を手に取ってみた。

　見た目通り、ずっしりと重い。

　軽量化、小型化の進んだ現代の魔法杖ウイザーズロツドとは比べものにならないほど。

　それでも何な故ぜか、この杖は妙にソリスの手に馴な染じんだ。

　魔石をセットする部分はない。

　だが強い魔力を感じるので、これは鈍器や歩行の補助具ではなく明らかに魔法杖。

　どういう材質で作られているのかよく解わからないが、蛇の彫像が異界と接続するための触媒なのだろう。












　この杖つえは恐らく、特定の魔法系統を扱うための特注品。

（問題は、どんな魔法に特化してるかってことだな）

　……他ほかの杖や剣とは別に保管されていた立派な杖……この部屋の主が誰だれなのかを考えると、答えは一つしかない気がする。

　しげしげと蛇の杖を眺めるソリス。

　そのとき、

「……うう」

　ソリスの傍らで、クオンが苦しげに呻うめいた。

「どうした!?」

　クオンは頭を押さえながら、

「……気にしないでください魔王様……その杖を見たら急に頭が痛くなって……」

　ゆっくりと首を振り、深呼吸するクオン。

「……もう大丈夫ですから気にしないでください」

「ほんとに？」

「はい」

　こくりと頷うなずくクオン。

　しかしその表情はすぐに強張った。

「どうした？　やっぱりまだ、」

「……敵です」

「……！」

　通路の方を見て意識を集中すると、微かすかに例によってあの足音が聞こえた。

「ひとまずここから出ろ」

　アイザックが言う。

　確かにこの部屋で襲われたら逃げ道がない。

　一行は慌てて部屋を出て通路を駆け抜け、広間へと移った。

　リビングメイルの大群も、ちょうど南側の通路からこの部屋へと入り込んできたところだった。

「……大群？」

　自分の思考に違和感。

　がちゃがちゃとやかましい音を立てて、続々と入ってくるリビングメイル達たち。

「あの……先パイ」

　引きつった笑いを浮かべてメイ。

「……なんか……増えてませんか？」

　確かに増えていた。

　ソリス達を追いかけてきたリビングメイルは、約二十体ほどだった筈はず。

　それでも十分多いというのに、二十体が部屋に入ってきたあとも、さらに次から次へと他ほかのリビングメイルが侵入してくる。

「せ、せんぱぁい……」

　泣きそうな顔でヒカリが言う。

「今度は何だ!?」

　ヒカリは、西側の通路の方を指さした。

「んな……!?」

　なんと、南側だけでなく西側からもリビングメイルが姿を現したではないか。

　しかもこれまた一体だけでなく、次々と現れる。

　これでは逃げられない。

「……戦うしかないようですね」

　クオンが抜刀。

「……で、あるな」

　アイザックもさっきの部屋で入手した剣を構えて前に進み出る。

　ガチャガチャガチャガチャガチャ──

　武器を構えて怒ど濤とうの勢いで群がってくるリビングメイルの集団。

　ソリスも戦う覚悟を決める。

　が、今持っている蛇の杖つえは精霊魔法用ではない。

　まずはさっきの部屋に一本だけあった使えそうな杖と魔石を取りに戻ろう。

　そのとき、いきなりすぐ後ろから高笑い。

「おーっほっほっほっほっほ！　どうやらわたくしの出番のようですわね!!」

　キャロルの手には、ソリスが取りに行こうとした杖が握られていた。

「お二人ともお下がりなさいな！　こんな鎧よろいの怪物などわたくしが蹴け散ちらしてさしあげますわ！」

　キャロル前に進み出て詠唱開始。

　セットされた金色の魔石が輝きを放つ。

「──閉じた闇ユメ／広がらない世セ界カイ／皇コウ帝テイの筺ハコには／肯コウ定テイの箱ハコ庭ニワ／問いかけはソラに舞い／煙スクイは見えない／消えてしまった／どうか私に剣ツルギを／せめてこの刹セツ那ナ／目の前の闇迷いを祓ハラう剣ヤイバを／祈イノりリではありません／願ネガいイではありません／愛信仰ではありません／救スクいイはありません／今はただ傷ミニクイモノだけを刻キザめメ／薙なぎ祓はらえ!!」

　光精霊のランクＡ《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》。

　高速で回転する巨大な光の輪が杖から放たれ、リビングメイルの群れの中へと突っ込んでいく。

　光輪の軌跡上にいた十体以上の動く鎧が胴体部分のほぼ半分を消滅させられ、上下真っ二つに分断される。

　がちゃがちゃと大きな音を立てて崩れ落ちていくリビングメイル達たち。

　クオンの無駄のない斬ざん撃げきとは全然違う、派手な破壊だった。

　仲間がやられてもリビングメイル達たちは足を止めることなく突っ込んでくる。

　足下に転がる鎧よろいの残ざん骸がいを平気で蹴けり飛とばしながら。

「所しよ詮せんはアンデッド、醜悪ですわね！」

　キャロルが再び詠唱。

　放たれた光の輪はさっきよりも多くのリビングメイルを屠ほふる。

「す、すごいです……」

「キャロル先パイってこんなに強かったんですね……」

　通路の方へ下がっていたヒカリとメイが驚いた顔をする。

　学科も違うし生徒会のメンバーでもないので、この二人は直接キャロルが高レベルの魔法を使っているところを見たことがなかったのだ。

「俺おれも最近忘れてたけど……精霊魔法科の次席だからな、一応」

　特に光精霊の扱いならソリスを遥はるかに上回る。

「薙なぎ祓はらえ!!」

　三発目の《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》が放たれる。

　が、先ほどよりも倒せた数は少ない。

　リビングメイルの大群は密集して突っ込んでくるのをやめて、こちらを包囲するように散開して攻めてきたのだ。

　しかも通路からは新しいリビングメイルが尽きることなく出てくる。

　詠唱時間を考えると、キャロル一人では持ちこたえられないだろう。

「某それがしが時間を稼ごう」

　言って、アイザックは左側から来るリビングメイルの群れに突っ込んでいった。

「……では私はこちらを」

　クオンはアイザックとは逆方向に疾駆、十五メートルほどの距離を一気に詰めて一体のリビングメイルを両断した。

　と同時に、キャロルの魔法が中央の五体を倒す。

「はぁ、はぁ……」

　ランクＡの魔法を立て続けに放ち、キャロルの顔に疲労の色が浮かぶ。

　額の汗を拭ぬぐい、キャロルはさらに詠唱を開始する。

　一方クオンとアイザックは、見事に敵の群れを食い止めていた。

　斧おの、剣、槍やり、ハンマー、メイス。

　異なるリーチ、異なる攻撃パターンを持つ敵を何体も同時に相手にしながらも、二人はその攻撃を華麗にかわし続ける。

　だが、敵の攻撃は速く攻撃に転じるチャンスが滅めつ多たにない。

　それでも、

「はっ！」

　ザシュッ！

　僅わずかな隙すきを突いてクオンのカタナが一体の腕を切り裂き、逆ぎやく袈け裟さに放たれた一撃はさらにその兜かぶとまでも真っ二つにした。

　人間ならこれで戦闘不能だが、リビングメイルは動きを鈍くしながらもまだ攻撃をやめない。

「……しつこいのです！」

　神速の三連撃。

　腕、両足、胴体を分断され、今度こそ崩れるリビングメイル。

　アイザックの方も、

「……む……！」

　ガキンッ！

　完全にはかわしきれない一撃を、アイザックは咄とつ嗟さに剣で逸そらした。

「……ふむ」

　剣で逸らすことができた、という事実に、アイザックの目がさらに細くなる。

　部屋に放置してあった古い剣だが、少なくとも敵の攻撃であっさり折れてしまうような粗悪品ではなかったらしい。

　それを悟ったアイザック、今度は慎重に、「どれだけ積極的に攻めても大丈夫か」を測るため攻撃を織り交ぜるようになった。

　シュッ！

　寸分の狂いもなくリビングメイルの腕の付け根に向かって水平に突き出された剣は、見事に敵の腕を落とすことに成功。

「……どうやら、オレはまだ戦えるようだ」

　小さな声で呟つぶやき、アイザックは高速で技を繰り出す。

　魔剣《朱雀すざく》がなくても、その姿は学院最強の称号に相応ふさわしいものだった。

　キャロルが強力な攻撃魔法で敵を薙なぎ払はらい、彼女が倒しきれない敵をクオンとアイザックが担当する。

　この布陣なら勝てる──ソリスは思った。

　が、

「薙なぎ……祓はらえ……ッ！　くう……っ！」

　十何発目かの《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》を撃った直後、キャロルががくりと膝ひざをついた。

「キャロル！」「先パイ！」

　杖つえをつき、よろよろと立ち上がるキャロル。

　その顔は蒼そう白はくだった。

「……だ、大丈夫ですわ……」

「大丈夫じゃないだろう。無む茶ちやをさせて済まなかった、杖を俺おれに渡してくれ」

　しかしキャロルは首を横に振る。

「キャロル!?」

　顔色が悪いのに勝ち気な笑みを浮かべ、

「ふふふ、ソリス様……おいしいところだけ独り占めしようったってそうは参りませんわ。久々のわたくしの見せ場ですもの。この機会に生意気なゾンビ娘たちに、わたくしの実力を十分に見せつけてさしあげなくては！」

　そして再び杖つえに魔力を込め、詠唱。

「無む茶ちやだキャロル！」

「閉じた闇ユメ／広がらない世セ界カイ／皇コウ帝テイの筺ハコには／肯コウ定テイの箱ハコ庭ニワ／問いかけはソラに舞い／煙スクイは見えない／消えてしまった／どうか私に剣ツルギを／せめてこの刹セツ那ナ──」

　……みしっ！

　聞き覚えのある音──瞬時に、魔法杖ウイザーズロツドにヒビが入ったのだと悟るソリス。

　キャロルよりも早く、古い魔法杖の方はとっくに限界にきていたのだ。

「危ない!!」

　ソリスは咄とつ嗟さにキャロルから杖を奪い取り、それを接近中のリビングメイルの群れ目がけて投げつけた。

　杖が鎧よろいに当たった刹せつ那な、

　バキバキバキバキバキバキ────────────────────ッ!!

　凄すさまじい閃せん光こうを放って杖が木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散り、杖に込められたランクＡ攻撃魔法の魔力が爆発。

　爆弾にも似た破壊をまき散らし、付近のリビングメイル十数体を粉々に吹き飛ばした。

「ふう……間一髪だったな……」

　冷や汗を拭ぬぐうソリス。

　しかし爆発で倒したリビングメイルの残ざん骸がいの上を通って、また新しい敵が迫る。

　精霊魔法は使えず防ぐ手段は何もない、絶体絶命の窮地。

「……！　魔王様！」

「パラケルスス殿！」

　ソリス達たちのピンチを察知したクオンとアイザック、身を翻ひるがえしてこちらに来ていたリビングメイルを引き受ける。

　これまで相手にしていた敵に加えて中央の敵までも同時に相手にすることになり、徐々に押されて敵の包囲はどんどん狭まる。

　二人では防ぎきれずにこちらに敵がなだれ込んでくるのも時間の問題。

（何か手はないか……！）

　焦燥の色を浮かべ杖を握りしめるソリス。

（…………杖？）

　ソリスの手には、蛇の巻き付いた大きな杖。

　魔石はなく精霊魔法は使えない……恐らくはアレクサンドロ家の誰だれかが残していった、死霊術に最適化された特注品の杖つえ。

（……やるしか、ないか……！）

　ソリスは前に進み出た。

「先パイ!?」

「……ん？　何をする気だソリス」

「アイザック！　クオン！　もうちょっとだけ時間を稼いでくれ！」

　叫び、杖に魔力を注ぐ。




「──仄ホノカカに暗クラく／密カスカカに昏クラく」




　詠唱開始。

「あ￠るいは漆黒∝の曇天の中／ある§いは光差さ＃ぬ泥の中／ひしめき／ひそ＄めき／きしめ‡き／ざわ＊めき／叫き／嘆き」

「この呪じゆ文もんは……！」

　顔色を変えたのはヒカリだった。

「ど、どうしてせんぱいが!?」

　ソリスが今使おうとしている魔法……《屍骨騎士団ナイツ・オブ・ナイトメア》。

　それはヒカリが編み出したランクＳ相当の死霊術《屍骨宮廷ロストエンパイア》をソリスがさらにアレンジしたものだ。

　ここにゾンビの元になる死体はない。

　スケルトンの元になる骨も、サンジェルマン社の『水に浸つけると膨らむ死体』もない。

　だが、鎧がある。

　アイザックとクオンとキャロルによってバラバラにされた、アンデッド『リビングメイル』の素材となる鎧よろいが、大量に転がっている。

　ゾンビもスケルトンもリビングメイルも、『死霊を死体に取とり憑つかせる』という原理は基本的に一緒。

　魔力の込め方、呪文のアレンジが違うだけだ。

　……その『違い』の調整がめちゃくちゃ難しかったりするのだが。

　スケルトンやゾンビはともかく、特にリビングメイルはソリスも作ったことがない。

「人なら¶ざる身に堕おち／な∮おも人たら∬んと欲す／さればな∇んじに／いまひと％たびの救いを／永えい劫ごうの闇やみ§より這はい出で／暗あん澹たんの汚お泥でいより這はい出で／鋼を纏まとい／鋼に惑う」

　完成したリビングメイルの姿を頭に強くイメージする。

　どうやって動くのか／関節はどうなっているのか／武器を握る指の一つ一つはどうなっているのか／視覚はどうか／聴覚はどうか／どこが随意に動きどこが自由に動かない場所なのか／鎧を外皮とし、鎧の中の何もない空洞を肉とし、何もない兜かぶとの中に脳があるのだと、思考があるのだと、自我があるのだと錯覚させる、超高度なパントマイムを全身全霊の魔力で演じる。

「夢止〃まぬ探訪の願望／夢病み∮ぬ興亡￠双そう眸ぼう／夢去りぬ奔放〆の無貌」

　思考回路が焼き切れそうな、脳の中枢を針でちくちく突かれるような激痛が走る。

　意識が朦もう朧ろうとしてそのままあの世へ逝いってしまいそうな感覚。

「信仰∝の糧を何‡に満みつ／侵攻の果て≡に何∂を観みる／新興＠の体ていは既に密ミツ」

　物語を仮想する。

　混こん沌とんとした魂の集合体に、ただ一つの、戦場に立つ誇り高きサムライとしての自我を与えるための物語を創つくり上あげる。

　送信する────…………・・・・




「士つわものどもよ武を示せ!!　《日ノ本ノ武士団ライジング・サン》!!」




　杖つえに巻き付いた蛇の彫像が、まるで生きているかのように生々しい艶つやを持ち、白い輝きを放ち始める。

　光は無数の鎧よろいの残ざん骸がいを包み込むように床全体に広がっていき──やがて、バラバラになった鎧のパーツが一つ一つ組み上げられていく。

　まるで時間を逆回しにしたかのような光景。

　次々と立ち上がり、自分の武器を取る鎧たち。

　キャロルの魔法によって腹部が消滅した鎧も、上半身が宙に浮いたまま立ち上がる。

　消滅した部分は白く輝いている。

　白い輝きを放つソリス製のリビングメイルたちは、かつて味方であった赤い目のリビングメイルたちに向かって襲いかかった。

　戸惑いも躊躇ためらいもなく、ガーディアン側のリビングメイルはそれに応戦する。

　ソリスが作り上げたリビングメイルは約四十体。

　敵側のリビングメイルは約三十体。

　数はこちらが若干有利、そして個々の動きはほぼ互角で、どちらも普通の人間と遜そん色しよくないほど機敏で鋭い攻撃を放つ。

　しかしソリス側のリビングメイルには武器が破壊されている者が多い。

　戦力は互角。

　鎧武者と鎧武者が全力でぶつかり合い火花を散らす。

　まるで数百年前のアメツチ王国の戦場を目の前で見ているかのような凄すさまじい光景に、他ほかの少女たちだけでなく術者であるソリスも呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　アイザックだけは、味方のリビングメイルを援護して着実に敵の戦力を削そいでいる。

　クオンの方は戦闘を停止し、カタナをだらりとぶら下げて戦いの様子を見つめている。

　戦闘は──いや、合戦は続き──アイザックの活躍もあって、やがてソリスの陣営の方が優位になっていく。

「ふう……どうにか……成功……」

　どっと疲れ、ソリスは大きなため息をついた。

　自分の作ったリビングメイルが、（古くなっていたとはいえ）先祖の作ったリビングメイルに勝利したというのは素直に嬉うれしい。

　と、そのとき──クオンがゆっくりとソリスの方を向いた。

　感情の色が完全に消えた無表情。

　まるで壊れたからくり人形のように、ソリスの顔と、ソリスの手にした蛇の杖つえと、そしてソリスの作り出したリビングメイルを交互に見つめる。

「ん？　どうしたクオン」

　ソリスが笑いかける。

「……あ…………あ…………ああ…………」

　クオンはわなわなと唇を震わせ、

「クオン……？」

　次の瞬間、その可か憐れんな顔に憤ふん怒ぬの形相を浮かべ、カタナを振り上げてソリス目がけて突進してきた。

「んな……っ!?」

　これまでの彼女とは真逆の、敵意に満ちた眼まな差ざし。

　クオンが叫ぶ。




「デューマ・アレクサンドロォォォォォォ────────────────ッ!!」




　紛れもない殺意のこもった斬ざん撃げきが、ソリスに向かって振り下ろされる。

　あまりに突然のことに逃げることも出来ずただその場で呆ぼう然ぜんとするソリスに、銀色の刃が閃ひらめき────────


　　　────────ガキンッ!!



　火花と金属音。

　紙一重──本当に紙一重のところで、刃がソリスに届く直前、アイザックが剣でクオンの斬撃を受け止めた。

「乱心したか!?」

　クオン、アイザックの顔など見向きもせずただひたすら憎悪の眼差しでソリスだけを睨にらみつけながら叫ぶ。

「乱心などしていません……正気に戻ったのです！」

「正気って……まさか記憶が!?」

「その通り……よくも私を謀たばかってくれたなデューマ・アレクサンドロッ!!　貴様さえ……貴様さえいなければああああああああ!!」

　ガッ、ガッ、ガッ、

　力任せにカタナを振りながら、目を真っ赤にして意味不明なことを絶叫するクオン。

　デューマ・アレクサンドロ……それはソリスの先祖の名前。

　英雄ルザルカと共に魔王トワ・エターニアを倒した稀き代たいの死霊術師の名。

「貴様がいなければ!!　貴様が私の欠片かけらを奪わなければ!!　貴様さえいなければ私は魔王様をお守りできたのに!!　私の、私の欠片を返せええええええええええええええええええええええええ──────────────────ッ!!」

　ソリスはどうにかクオンを落ち着かせようと叫ぶ。

「落ち着けクオン！　何を言ってるのか全然わかんない！　俺おれはデューマじゃない！　俺の名はソリスだ！」

「うるさいッ!!　黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れェッ!!」

　ピシッ、

　クオンのカタナを受け止め続けていたアイザックの剣にヒビが入る。

「……む……！」

「まずい……！」

「死ねえええええええええええ──────────────────ッ!!」

　だが、そのとき。

　主人の危機を救うため、敵を一掃したリビングメイル達たちが後ろからクオンに向かって攻撃をしかけた。

　ザシュッ！

「あうっ！」

　咄とつ嗟さに回避したものの十じゆう文もん字じ槍やりで肩を深々と斬きり裂かれ、クオンは血を流しながらソリス達から距離をとった。

「……くっ！　忌々しい死霊術の人形が……ッ!!」

　憎々しげに呻うめくクオン。

「クオン、俺の話を聞け！」

「黙れ！　またそうやって騙だますつもりでしょう！　あのときみたいに！」

　聞く耳持たないクオンにどうしようかと考えるソリス。

　そのとき、




「クオン・エターニア!!」




　通路の方から、聞き覚えのある声がした。

　振り向くと、そこには眼帯を付けたメイド服の少女がいた。

「店長……!?　それにマシロ!?」

　シズと一緒に、何な故ぜかマシロとロジャーまでやってきた。

「ロジャー!?　どうしてここに!?」

　ゲルニカが言うとロジャーはぽりぽりと頭をかきながら、

「いや、よくわかんねえけどなりゆきで……」

　わけがわからなかった。

「くっ、増援ですか……」

　クオンが呻うめく。

【大丈夫ですかクオンちゃん！】

　血を流しているクオンに、マシロが近付いていく。

「いけませんマシロ・アナスタシア！　言ったでしょう、その娘は危険です！」

【でも……】

　怒ど濤とうの状況に頭がついていかない。

　しかし、怒濤はまだ続いていた。

「マシロ……!?」

　クオンへと歩み寄るマシロの頭ず蓋がい骨こつが、突如として黒い光を放ち始めた。

「それは……私の欠片かけら……！」

　クオンが呟つぶやく。

　そんなクオンの後ろで、ドドドドド……と重い音が響いた。

「「!?」」

　全員が驚きよう愕がくに目を見開く（マシロ以外）。












　なんと、これまで何もなかった壁の中央が音を立てて開いていく。

「隠し扉……？」

　開いた壁の向こうには、部屋があるようだった。

　マシロの中にあるフラグメント《黄ヨ泉ミ》の黒い光は、壁が開ききると収まった。

「……これは……これは…………」

　引き寄せられるように部屋の中へと歩いていくクオンを追うソリス達たち。

　隠されていた部屋は、隣の広間の半分くらいの広さだった。

　がらんとした部屋の中央に、石で出来た長方形の箱のようなものが置いてある。

　クオンはよろよろとそれに向かって歩いていく。

「……あぁ……感じます……感じます……ああっ！」

　その声には、紛れもない歓喜の色があった。

　クオンが近付くと、長方形の箱の上部が音を立ててゆっくりと開いた。

　長方形の箱……それはどこか、棺ひつぎのような印象があった。

　からん。

　箱を覗のぞき込んだとき、クオンの手からカタナが落ちた。

　その目から涙がぽろぽろと溢あふれ出だす。

「クオン！」

　ソリス達も駆け寄り、その箱を覗き込み──絶句。

『棺』という印象は間違っていなかった。

　その中に安置されていたのは……死体だった。

　完全にミイラ化している、干からびた死体。

　纏まとっているのは黄色く変色した白装束。

　クオンは。

　そのミイラの唇にキスをした。

「ク、クオン……!?」

　驚くソリス達のことなど目に入ってもいない様子で、長く、長く、一心に、死体と唇を重ね続けた。

　すると────死体が淡い光を放ち。

　干からびて真っ黒だった皮膚が、徐々に生気に満ちた肌色を取り戻していく。

　血の流れが復活し、筋肉が、脂肪が、水分が、甦よみがえっていく。

　それはマシロが人間から骸がい骨こつへ戻るときの過程を逆にしたような印象だった。

　奇き蹟せき。

　自分は今、死体が甦るという奇蹟を目の当たりにしているのだ。

　ソリス達は動けない。

　身体は完全に生前の姿を取り戻していた。

　男だった。

　年としの頃ころ、二十代半ばから三十代といったところか。

　身長はやや高め、体型は少し瘦やせている。

　少しボサボサの長い黒髪。

　特に美男子というわけでもないが、温厚そうで好感が持てる顔立ちをしている。

　口づけは続き──実際には一分と経たっていないのに、何時間もそうやっていたような気がする────ついに、死体だったものの手が僅わずかに動いた。

　続いて、目が開かれた。

　全すべてを見通すような、穏やかだが深くて吸い込まれそうな闇やみ色いろの瞳ひとみ。

　男がむくりと起きあがる。

「「!!」」

　驚き、思わず後退あとずさるソリス達たち。

「ふああ……」

　男はいきなり大きなあくびをして、目め尻じりに少し涙を浮かべたまま、棺ひつぎの傍らで滂ぼう沱だと涙を流しているクオンに微笑ほほえんだ。

「あ。おはよう、クオン」

　緊張感のないのんびりした声。

　クオンはそんな彼に、ごしごしと涙を拭ふいて、微笑みを返した。

　そして嚙かみ締しめるように彼の名を呼ぶ。









　　「おはようございます。魔王……トワ・エターニア様」







（続く）










あとがき。







　というわけで「６巻に続く！」の『ねくろま５。』でした。

　いつもならここで話のテーマを語るのですが、今回は上下巻構成のためそれが出来ません。そこで今回は、クライマックス直前ということもあり、作中に登場するキャラクター達たちの、今後本編で明かされる機会はないと思われる細かい設定を紹介していこうと思います。「あのキャラクターの秘密が知りたい！」って皆さんも思ってましたよね？

　……思ってなくてもネタがないのでやります。







〈『ねくろま。』マル秘キャラクター設定〉




【キース・ラグトー】

　王立トリスメギストス魔道学院召喚魔法科の二年生。年齢は十六歳だが、三十代後半にしか見えないような老け顔で、彼のことを知らない生徒からはよく教師に間違われる。ペット自慢大会で全裸のメイに病院送りにされたことでおっぱいとかプリンとかぷよぷよしたやわらかいもの恐怖症になり、固い絆で結ばれていたペットのジョンすら拒絶するようになるが、いくら拒絶されても自分に懐いてくるジョンの姿により恐怖心を克服。いっそう強い絆で結ばれた彼らは、新たな技を編み出すため日々努力に励んでいる。




【ジェイコブ・モルドレッド】

　２巻でソリス達が訪れた眼鏡屋の店主。邪悪な魔法使いのような格好をしているが実はただのスケベなおっさん……と見せかけて、見た目通り裏社会で名を馳はせる外法魔道士で、数多くの違法な魔道具や魔道薬を開発している。有名メーカーの高級眼鏡を安価で手に入れることが出来るのは裏社会での人脈による。妻子がいるが、家族にすらその正体を明かしていない。なお、眼鏡萌もえは生まれつき。




【マダム・エリザベス】

　ソリスの住んでいるアパートの大家。本名はエリザベス・サンジェルマン。ヘルメス二十四貴族に名を連ねるサンジェルマン家当主の長女であったが、三十年前に「普通の女の子になりたい」と出奔。無一文で家を出たので色々苦労したが、株で大成功を収め大金持ちになり、その資金で貧乏学生向けアパートを始める。自身の経験から「若者は苦労した方がいい」と考えアパートはわざとオンボロにしているが、実は世界最高峰の耐震・対火災技術が施され、不慮の事故への対策は万全（２巻で住人の一人が魔法に失敗して風ふ呂ろ場ばを爆発させたが、その魔法はランクＳに相当し普通のアパートなら軽く全壊する）。




【マナ・フローズンリバー】

　キャロルに仕えるメイドにして執事長。二十三歳。その正体は海上都市カルサスの暗黒街に君臨する大物ヤクザ、グレアム・カリオストロの娘。グレアムはカリオストロ侯爵家の現当主ロイド（キャロルの父親）の異母兄だが、私生児のためロイドが生まれたことで暗殺されそうになりカルサスに逃れた（なお、侯爵家は彼との関かかわりを否定している）。つまりマナとキャロルは従姉妹同士である。父と共に過酷な日々を生きるうちにカリオストロ侯爵家を憎むようになり、侯爵家を崩壊させるべく正体を隠して雇われたが、キャロルの世話をするうちに情が移り、今では実の妹のように大切に思っている。立派なバストを誇り、従姉妹なのにあまりにも胸が成長しないキャロルに対して「この娘も可哀かわい想そうなんだ」と憐あわれみを感じたことがキャロルを愛しく思うようになるきっかけだったとかなんとか。




【エレン・ローナント】

　トリス学院白魔法科の二年生で、風紀委員長。生き真面目まじめな性格で、問題ありと判断した生徒を徹底的に調査し、時には自宅に忍び込んで部屋を漁あさったり風ふ呂ろ場ばを覗のぞいて身体をチェックしたりといった行き過ぎた行動をとる。シェンファだけはそのことを知っているが、面白いので放置している。問題児を調べていくうちに恋に落ちてしまうことがしばしばあり、現在はキースのことが好き。最近はぶっちぎりで学院始まって以来の問題児であるソリスの素行調査を計画中。新たなサブヒロインが生まれる日は近いかもしれない。




【フィーン・マクドナルド】

　トリス学院精霊魔法科の教師。専門は火精霊の魔法だが、火に関するものなら何でも得意で、魔剣《朱雀すざく》の扱いならアイザックにも勝る。無口で無愛想だが、えこひいきを一切せず授業内容もよく整理されているため、生徒からの人気は高い。制服を着た若い女の子が大好きで、学科によって違う制服が見られるからという理由でトリス学院に来た。また、喫茶店やレストランを見つけたら必ず制服のチェックをする。寡黙で無表情、そしてロリコンということで、多分アイザックが大人になったらこんな感じになると思う。




【ミシェル・アンジェラス（牛子）】

　十八歳。巨乳。本名ティナ・ヴィクトール。ヘルメス王国貴族の出身。




【ガブリィ・アンジェラス（ウサ子）】

　十七歳。適乳。本名ウサコ・ウサギヌス。兎うさぎを崇拝する謎なぞの教団の巫女として生まれた。




【セラフィ・アンジェラス（猫子）】

　十七歳。天然妹系キャラだが性別は男で股間には立派なモノがついている（ミシェルとガブリィしかこのことを知らない。３巻で裸にされたときはシズもいたが、暗かったし自分もピンチでそれどころではなかった）。本名ゼル・グレイシー。実家は農家。




　……ふー、大体こんなところでしょうか。というわけでキャラクター裏設定でした。みんなが知りたかったあのキャラの秘密が解わかってよかったネ！

　あ、ちなみに胸の大きさは、上から順番にマダム・エリザベス、マナ、ミシェル、メイ、エレン、シズ、マシロ（人間状態）、ガブリィ、ヒカリ、クオン、キャロル、セラフィ、シェンファ、ゲルニカ、マシロ（骨）となっています。




　以下、謝辞です。今回はまずイラスト担当のじろうさんに全力で感謝をしなければなりません。理由は本文挿絵を見てください。多分ここまで裸率の高い本はライトノベル業界初ではないでしょうか。伝説を作ってしまった感じで僕はとても嬉うれしいです。

　担当さんをはじめ、この本の製作に関かかわった全すべての方にも感謝を。そして何より、ここまでついてきてくれた読者の皆さんに最大級の感謝を。『ねくろま。』シリーズ本編は次の６巻で完結となります。どうか最後までお付き合いください。

　それでは次は『ねくろま６。』でお会いしましょう──と行きたいところですが、その前に一冊、新作が出る予定です。僕がこれまで書いてきたどの作品とも似ていない変わった作品になると思いますが、よかったらそちらもぜひ。


　　二〇〇八年六月下旬




平ひら坂さか読よみ


















　著者

　平坂読（ひらさか・よみ）

　　常に健全な青少年の育成に大切なことを考えながら日々を送っています。最近は特にカルシウムについて考えています。カルシウムは健康な身体をつくるためにとても大切な栄養素なのですが、現代人の食生活では不足しがちです。『ねくろま。』シリーズは、皆さんにカルシウムを好きになってもらえたらいいなと思って書いています。




　イラストレーター

　じろう

　　１９８３年12月北海道生まれ、静岡県在住。普通の社会人やりながら絵描いてます。まともに仕事いただいたのは今シリーズがはじめてなので、大分緊張気味。

　　公式ＨＰ「Chekoro」

　　http://chekoro.sakura.ne.jp/
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